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			異世界の役所でアルバイト始めました②

			硝子町玻璃

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			　プロローグ

			　少年と竜人

			　魔女とクッキー

			　少年と母親

			　間章　少年の部屋

			　少年とクエスト課

			　少年と劔族

			　少年と蟲人

			　少年と祠

			　少年と菫

			　少年と写真

			　少年と闇夜の館

			　少年とサキュバス

			　エピローグ

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　特に大きな事件も起きることなく、相変わらず平和な時間が流れる沖(おき)田(た)町。

			　閑(かん)静(せい)な住宅街にぽつりと佇(たたず)む洋館は、今は持ち主のいない廃(はい)墟(きよ)だ。

			　だが、近頃その館について奇妙な噂(うわさ)が広がっている。

			　早朝、あるいは夕方になると誰も住んでいないはずの館から、謎の女が出てくるというのだ。女は洋館の前を通りかかった若い男を次々に中へ引きずり込むという。

			　よくある怪談話、で終わらないのがこの噂(うわさ)の怖いところだ。何せ、目撃者が非常に多い。下は小さな幼稚園児、上は九十歳近いおばあさんまで。沖(おき)田(た)町に住む住人の皆が謎の女を見ているのだ。

			　実際に若い少年が洋館に連れて行かれる現場を見てしまい、恐怖で気絶してしまった主婦までいる。

			　そんな相次ぐ目撃情報により、ついに警察も重い腰をあげることとなった。

			「この年になって肝(きも)試(だめ)しかよ……」

			　げんなりとした表情で独り呟(つぶや)くのは、交番から出動してきた警官だ。その腰にしがみついているのは、二人の小さな少女。近所に住む小学生である。

			　今日こそは女の正体を突き止めようと、洋館の前をうろついていたところを警官に見付かって保護された。

			　好奇心と恐怖心が入り混じった表情で朽(く)ちた館を睨み付ける子供たちを、警官は呆れを込めた口調で諭(さと)す。

			「お前たちはもう帰りなさい。親御さんが心配しているぞ」

			「や、やだ、帰らない！」

			「約束したんだ！　幽霊の秘密を掴んでおじいちゃんに教えるんだって！」

			　そんなこと言っていたら、おっかない幽霊に取り憑(つ)かれてしまうかもしれないよ。

			　そんな感じのことを警官が言ってみると、子供たちは顔面蒼白になって警官の腰に先ほどより強くしがみついた。

			　失敗したな、と警官は自らの過ちに気付いて顔をしかめた。適当に脅(おど)したら怯(おび)えて帰ってしまうものだと考えていたのだが、どうやら逆効果らしい。

			　幽霊がいるとは、警官もさらさら思っていなかった。いるとしたら、この廃(はい)墟(きよ)をねぐらとする浮浪者か。下手をすれば、指名手配犯という可能性もある。

			　子供たちを早くこの場から離れさせたいのは、生きた人間から守るためである。どこまで庇(かば)って戦えるかは分からない。

			（これはこいつらを一度家に戻してから、もう一度来るしかないな……）

			　警官がそう考えた時だった。

			　キイ……。

			　玄関の扉が、突然開いた。警官は表情を強(こわ)張(ば)らせ、咄(とつ)嗟(さ)に子供たちを自分の背中に隠す。

			　だが、おかしい。扉が開いたということは、当然誰かが開けたということだ。誰かが開けたということは、当然そこに誰かがいなければおかしい。

			　だから、鈍(どん)重(じゆう)そうな扉が放たれたその先には、何者かが立っているはずなのだ。

			　なのに、いない。

			　警官の背中に冷たい汗が流れる。脳裏によぎった一つの『予感』を振り払うかのように、引きつった笑みを無理矢理浮かべた。

			「は、はは……んなわけあるかよ……」

			　そう、この世に幽霊だの魔法だの非科学的現象などあるはずがない。

			　扉を開けて、すぐに中へ逃げ込んだに決まっている。

			　何かくだらないことを思い出せ。

			　青ざめながらも、警官は最近あった馬鹿らしい出来事を必死に思い出した。現実逃避とはこういうことを言う。

			（ああ……そういえば、最近木から降りられなくなった猫を助けた、運動神経がチート級の高校生がいたな……あと、魔女のコスプレした痛い女も……あいつら、付き合ってたんだっけ……）

			　数ヶ月前に出会ったいろいろと濃い二人組が脳裏に浮かぶ。

			　奴らに比べたら、今目の前で起きている超常現象なんて、どうってことはない。そんなふうに思える余裕が警官の中に戻ってきた。

			　だが、そんな余裕も元気に手を振る子供たちによって、木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に破壊される。

			「ちょ……ちょっと待つんだ！　何でお前ら、そんなにこやかに手を振ってんの!?　変なことしないでくれませんかねえ!?」

			「え？　だってあそこで可愛い女の人が手を振ってるよ？」

			「ファッ!?」

			　警官は慌てて洋館を舐め回すように眺めた。廃(はい)墟(きよ)マニア並に眺めた。

			　しかし、可愛い女の姿など、どこにも見当たらない。

			　少女二人は不思議そうに警官を見上げ、首を傾げる。

			「どこ見てるの、お巡りさん？」

			「知らねえよ！　それ、こっちの台詞(せりふ)だし！」

			「ほら、あそこにいるよ！」

			「どこだよぉぉぉぉぉぉ」

			　警官、半泣き。

			　子供たちの指差す方向を見ても、そこには誰もおらず、自分の目が異常なのか、少女たちの目が異常なのか、混乱の中で分からなくなってくる。

			　半狂乱の大人をよそに、子供たちは謎の女との談笑を楽しむ。

			「何でお姉ちゃんのこと見えないんだろうねー」

			「おじさん変なのー。お姉ちゃんに嫌われちゃうよ？」

			　しかも、なぜか見えないことを責められる始末。

			　限界だった。

			　結局、警官は白目を剥(む)き、その場に倒れてしまう。

			「お、お巡りさーん！」

			「どうしたのかなあ。眠かったのかな？」

			「警官って忙しい人なのよ。たまには寝かせてやりなさい」

			　そう言って微笑(ほほえ)んだのは、子供たちと会話をしていた謎の女だった。

			　紫色のローブをまとい、頭には尖がり帽子。ピンク色の髪と黄金色の瞳(ひとみ)が美しい女性。

			　魔女のような外見をした女に、少女二人は目を輝かせた。まるでアニメや漫画に登場するような存在が目の前にいるのだ。恐怖もあっという間に吹っ飛んでしまった。

			　もちろん、ここは平和な住宅街。

			　純粋な子供だからこそ、その異質さを戸惑うことなく受け入れてしまう。それは女にとって都合がいいことではあったが、少し心配にもなってしまう。

			（警戒心が足りないわねー……私、前にこの町で通報されたこともあるんだけど）

			　突然現れた女にはしゃぐ少女たちは知らないだろう。このピンク色の髪の女が本物の魔女であり、異世界『アスガルド』から来たということを。

			　魔女ヘリオドールは、きゃっきゃと笑う子供に、「今日のことは秘密よ」と言って帰した。もっとも秘密にしなくても、どうせ大人たちには自分の姿を見られることはないのだが。ゆえに、彼女らが何か言ってしまったとしても、特に支障はない。

			　この町に住む少年をアスガルドにある国『ノルン』の役所で働かせることになってから早、数ヶ月。

			　アスガルドの人々はこちらの世界『ウトガルド』の存在を知っているが、こちらの人間たちは向こうの世界のことを一切知らない。

			　二つの世界を繋ぐこの洋館には、ヘリオドールしか扉が開けられないように魔法をかけているが、万が一ということもある。

			　よって最近は、ヘリオドールもある魔法を使ってウトガルドに訪れるようにしていた。

			　その魔法とは、不可視の魔法。一言で言ってしまえば、自分の姿が周りの人間から見えなくなる魔法である。ウトガルドでは使用が禁止されているものの、特例で使用が許可された。

			　先ほどのような幼く純粋な心を持った子供には通用しないという弱点はあるが、ヘリオドールの作戦は大成功と言える。

			「さて……『あの子』が来るにはまだ早いし……」

			　あの少年の学校が終わり、洋館を訪れるまでにはもう少し時間がかかる。

			　何をして待とうか。

			　悩んでいると、大の字になって気絶した警官の存在を思い出した。

			「さすがにどうにかしたほうがいいわよね……」

			　とりあえず近くにある電信柱にもたれさせておくべきだろうか。

			　そう考え、ヘリオドールは警官の体を持ち上げようとするが、やはり男女の体格差のせいか、なかなか動かない。

			　ぐぎぎぎぎぎぎ。呻(うめ)き声を上げながら、警官の襟(えり)首(くび)を引っ張るヘリオドール。

			　だが、突然その重みがなくなる。

			「大丈夫ですか、ヘリオドールさん」

			「ヒギャアアアアアアアア」

			　黒髪の男子高校生が、いつの間にか運ぶのを手伝っていた。本日も気配のなさと、能面を思わせる無表情ぶりは絶好調である。

			　奇声を上げたヘリオドールが手離した警官を、男子高校生は何も言わず抱き上げた。

			　何という美しいお姫様抱っこのフォーム。なぜだか苛(いら)々(いら)してしまい、ヘリオドールは警官を睨(にら)み付けた。彼は何も悪くないのに。

			「ヘリオドールさん、このお巡りさんにいったい何を……」

			「直接手は下してないわよ！　こいつが勝手に死んだだけ！」

			　死んではいない。気絶しているだけである。

			「……ていうか、総(そう)司(じ)君、今日来るの早くない？」

			　待ち人であった少年の少しだけ早い到着に、魔女は首を傾げる。

			　すると、警官を電信柱に寄りかからせたあと、男子高校生――藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)は、肩に提げた通学鞄(かばん)から、何かを取り出した。

			「今日はここに来る前に、人と会う約束をしていたので。……そこで、これをもらいました」

			「それ何？」

			「ポマードです」

			　ヘリオドールは丸い容器に入ったポマードと総(そう)司(じ)を交互に見た。

			　この少年には整髪剤は特に必要なさそうなのだが。むしろガッチリ固めず、ふわふわさせていたほうが、異性からの受けは良さそうだ。

			「いつもべっこう飴(あめ)をもらっていたから、そのお礼だって」

			「べっこう飴(あめ)……？」

			「『いろいろ辛いことがあったけど、何とか立ち直れそうな気がする。これは過去との決別の証。それを持っていて欲しい』と言われたんです。僕、ポマードの匂いあまり好きじゃないんですけど……」

			　どこか不思議そうに語る総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

			　おいおいマジか。そんな気持ちでいっぱいだ。

			「そ、その人って……いつもマスクを付けてる女の人？　そんでもって『私、綺(き)麗(れい)？』って聞いてきて、綺(き)麗(れい)って答えたらマスク外してくるすごい怖い人!?」

			「……どうして知ってるんですか？　もしかしてお知り合いでした？」

			「知り合いじゃないけど、知ってるわ……」

			　むしろ日本人のほとんどが知っているし、私ですら知っている。ヘリオドールにはそう続ける勇気などなかった。

			　つーか、どこで知り合った。

			「ヘリオドールさん、具合が悪いんですか？　顔色が……」

			「私のことは気にしないで……それより、総(そう)司(じ)君はその人のマスクの下、見たことあるの？」

			「何回もありますよ」

			「ど……どうだった？」

			「綺(き)麗(れい)な女性ですよ。大きな口が魅力的でした」

			　どこが魅力的なのかは聞きたくなかった。

			　そして、ヘリオドールは息を呑んでポマードを見た。ただのべっこう飴(あめ)好きで万年花粉症で、ポマードにまつわる苦い過去を持つ女性であることを願いたい。

			　ポマードポマードポマード。

			　ヘリオドールは心の中で、ポマードという単語を唱えた。

			「彼女はこれから、別の街に行くそうです。とてもいい人だったので寂しいです」

			「そう……それじゃ、そろそろ行きましょうか」

			「はい」

			　ヘリオドールは懐から鍵を取り出すと、洋館の玄関の扉を開いた。ここから、二人は異世界アスガルドへ向かう。

			（……そういえば、何で総(そう)司(じ)君には私の不可視の魔法が効かないのかしら）

			　そんな疑問を抱えながら。

		

	
		
			　

			少年と竜人

			　

			　青々とした木々の中、隠れるようにひっそりと佇(たたず)む一軒家。

			　ヘリオドールの実家は、ウルド南部に広がる森の中にあった。庭には色とりどりの花が咲き誇(ほこ)り、時折現れる妖(よう)精(せい)がその蜜をもらいに姿を見せる。

			　花々の横にはたくさんの種類の薬草が植えられており、それらを摘み取って薬に加工して町で売り込む。これが、森の魔女の生計の立て方である。

			　魔女はエルフやハイエルフと同じように、魔法の源、マナが濃密な環境で暮らすことを好む。マナが満ちる場所は自然が多く現存しているため、必然、魔女は人気のない森に住み着く者が多い。

			　ヘリオドールも今は親元を離れ、賑やかな中心部で暮らしている。そして、鳥の囀(さえず)りが聞こえる静かな森での暮らしが、たまに恋しくなっていた。母親も娘に、たまには顔を見せに来て欲しいと手紙を出す。

			　そんなわけで、一ヶ月に一度、ヘリオドールは森の中にある実家を訪れていた。

			　いつも来てくれるのは大変だからと、母親が中心部に来ようとする前に、ヘリオドールは自分から森に来ていた。

			　中心部からここまでは距離が長いものの、箒(ほうき)に乗って飛ぶことのできる魔女にとっては、本来さほど苦でもない。

			　だが、何としてでも年老いた母親を自宅に招くことのないようにしなければならない。ヘリオドールは必死だった。

			「ヘリオドール、たまにはあなたの家に行ってみてもいいかしらねえ」

			　なので、その言葉にヘリオドールは紅茶を飲む動作をピタリと止めた。

			　ティーカップが小刻みに震え、手から滑り落ちる。

			　ガチャンと床の上で砕け散ったカップの破片に、ピンク色の髪の初老の女性は、娘の名前を呼びながら椅子から立ち上がる。

			　彼女の名は、モルガナ・イエローべリル。ヘリオドールの実母だ。

			　灰色の尖り帽子とローブを身に着けた母親の作ってくれたクッキーと紅茶で、優雅な一時を。が、その穏やかな時間は、今しがた砕けたカップのように、粉々になる。急いで塵(ちり)取(と)りと小さめの箒(ほうき)を取り出したモルガナに、ヘリオドールは真顔で尋ねた。

			「お……母さん……！」

			「大丈夫？　怪(け)我(が)してない？」

			「私の家に遊びに来たいの……？」

			　娘の体の心配をしているというのに、なぜかそれより前の話題を持ち出すヘリオドール。

			　たった今、自分がティーカップを割ったことを認識していないのだろうかと、モルガナは不安になる。別の意味で大丈夫かしら、この子と。

			「お、お母さんもあなたがちゃんと向こうで生活してるかどうか心配で……あと、どんなおうちに住んでいるのかも気になるの」

			「そ、そう？　でも大丈夫よ？　私、毎日頑張ってるから！　全然大丈夫だから！　風邪もここ数年引いたことないのよ!?」

			「あなた、数年どころか風邪なんて一度も引いたことないじゃない！」

			「え？　そんなはずないわよ。そんなはず……ふふ……」

			　取り繕(つくろ)うように笑い始めたヘリオドールの手の震えがさらにひどくなった。何かの病気の症状かとモルガナが顔を覗き込む。真っ青になっている娘に不安はますます膨(ふく)れ上がるばかりである。

			　どう見ても悪魔に取り憑(つ)かれたかのような様子だが、ヘリオドールからは邪(よこしま)な気配は感じない。ただ、何かをひどく恐れているようだった。

			「もしかして……お母さんが家に来ると困ることでもある？」

			　ヘリオドールの目が、くわっと見開く。意思の疎(そ)通(つう)に言葉など必要ない。目と目を合わせるだけで、たくさんのことが分かる。

			　モルガナはそれを強く実感しながら、一つの仮説を思い浮かべた。

			　もしかして恋人がいて、でもその恋人は訳ありの人物で、会わせることを躊躇(ためら)っているのではないか。

			「ヘ、ヘリオドール、もしかして、素敵な人でも……」

			「いいわッ！　来て！　遊びに来て!!」

			「ヒッ」

			　顔面蒼白なまま満面の笑みを浮かべるという、スタイリッシュな技を見せつつ、ヘリオドールが叫んだ。

			　いいぜ、うちに来いよ。

			　その様子はやけくそ、という言葉がとても当てはまるものだった。

			　明らかに本心ではないと瞬時に悟ったモルガナは、首を横に振る。

			「い、いいのよ!?　別に、軽い気持ちで言っただけだから……」

			「いつも私がこっちに来てるんですもの！　お母さんもうちに遊びに来れば分かるわ！　私が仕事も家事も両立できる、完(かん)璧(ぺき)な女だって!!」

			「は、はい！」

			　鬼気迫る表情で訴えられ、モルガナは怯(おび)えながらも頷(うなず)いた。

			　これほどまで娘を恐ろしいと思ったことがあっただろうか。そう考えると同時に、だから今まで恋人ができなかったのだと悟ってしまう。

			　中心部で頑張っている娘の日常が知りたい。それだけだったのに、こんなホラー的展開が訪れると誰が想像できたであろう。

			「そ、それじゃ、今度あなたが休みの時に遊びに行こうかしら……ねえ……」

			「待ってるわ!!」

			「ヒッ」

			　その顔は、母親の来訪を待ち望む表情には、とても見えない。

			　ライバルとの戦いを待ち焦がれる戦士のようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウルドの役所。そこが総(そう)司(じ)のアルバイト先である。

			　住民課、クエスト申請課、鑑定課など様々な課があるこの役所。

			　かつては所長を始めとする男性職員からのセクハラが横行し、性の監獄というふざけた二つ名を所有していた施設だ。

			「君がソウジ君かな？」

			　ウルドに棲(す)む多くの妖(よう)精(せい)や精霊の保護、研究を行っている妖(よう)精(せい)・精霊保護研究課。そこで研究に使われる器具を片付けていた総(そう)司(じ)を呼んだのは、銀髪の爽(さわ)やかそうな見た目の青年だった。切れ長の瞳(ひとみ)が宿す色はルビーレッド。女性が集まってきそうな容姿だ。

			　突然、青年から声をかけられた総(そう)司(じ)は、不思議そうに首を傾げた。

			「初めまして……ええと」

			「ジークフリート。この妖(よう)精(せい)・精霊保護研究課の課長をやっている。君がちょうどここに来た頃は他の都市に行っていたから、君と会うのは今日が初めてだな」

			　爽(さわ)やかに微笑(ほほえ)むジークフリートに、他の職員が集まる。彼は課をまとめる課長として人気がかなり高い人物だった。

			「いいか、ソウジ。課長がいくら優しくてもわがままは絶対に言ったら駄目だからな！」

			「課長が帰って来たからには、フィリアちゃんを独り占めする横行も続けられると思うなよ！」

			「そうですよ！　ジークフリートさん、こいつがフィリアちゃんを独占している奴です！」

			　妖(よう)精(せい)・精霊保護研究課のアイドルエルフ、フィリア。彼女の想い人がこの覇(は)気(き)のない顔の少年だと語る職員たちに、ジークフリートは呆れた表情を浮かべた。

			　自身の直属の部下たちに対してため息をつく。

			「あのなあ、フィリアの話を聞く限り、どう考えても片お……いや、何でもない」

			　途中で言葉を止めたのは、淡い恋心を総(そう)司(じ)には知られないよう、一生懸命隠しているフィリアのためである。

			　こちらを見上げる少年の姿に、ジークフリートは数日前にフィリアから聞いた、この少年の話を思い出す。

			『ソウジさんは、すっごく綺(き)麗(れい)でかっこいい人なんです。でもそれだけじゃないんです。強くて……でも、とても優しくて……ニールちゃんを助けてくれたんです。あんな男の人、初めて出会いました……』

			　そう語るフィリアの表情は、蕩(とろ)け切っていた。

			　ジークフリートや他の男性職員とは、慣れるのに一週間ほどかかったが、総(そう)司(じ)は一日で彼女の気弱な心を開いたらしい。

			　ちなみに、ニールとは現在昼寝中の、保護研究課で飼っているドラゴンの子供である。

			　かつて、この世界を滅ぼそうとした魔族の王、通称『魔王』の配下であった暗黒竜ニーズヘッグに憑(ひよう)依(い)されていたところを、総(そう)司(じ)が助けたらしい。

			　表向きは、森で怪(け)我(が)をしていたニールを総(そう)司(じ)が拾ったことになっている。だが、ニールからわずかに漂(ただよ)う闇(やみ)の魔力に気付いたジークフリートが、ヘリオドールに真相を問い詰めたのだ。

			（この少年が……）

			　ジークフリートはじっと総(そう)司(じ)を見詰めた。細身で温厚な性格らしい少年が、ニーズヘッグの呪(じゆ)縛(ばく)からニールを解放した。とても信じられない話である。

			　しかし、ウルドの心臓部であるユグドラシル城の地下には、確かに魂だけの存在となった暗黒竜が幽(ゆう)閉(へい)されていた。ニールも「ソウジ兄ちゃんはとっても強いんだよ！」と、ことあるごとに言っている。おそらくは真実だろう。

			　それに、とジークフリートはじっと総(そう)司(じ)の顔を見詰める。

			（あの男とよく似ている……）

			『彼』の瞳(ひとみ)は澄み切った菫(すみれ)色。この少年の瞳(ひとみ)は夜空を連想させる黒色だが、顔立ちはそっくりだ。まるで生き写し。

			　しばらく総(そう)司(じ)に見入っていたジークフリートだったが、周りからの視線に気付いて我に返る。

			「と、ところで今日は俺の仕事に付き合って欲しいんだが、いいかな？」

			「はい、何でしょうか」

			「実は今日、ある職員が休みを取っているんだが、至急目を通してもらいたい書類があるんだ。それをその職員の自宅に届けに行かなくてはならない。お前には俺に付いて来て欲しいんだ」

			「全然構(かま)いませんけど……」

			「そうか、ありがとう」

			　女性ならコロッと落ちてしまいそうな笑みを浮かべながら、ジークフリートが礼を言う。

			　そんな上司の無駄に爽(さわ)やかな笑顔に、職員たちは顔を引きつらせる。

			「な、なあ……今日休みの職員って……」

			「課長もだけど、ソウジ大丈夫かな……」

			　フィリアの好意を一身に受ける少年ということも忘れ、彼らはひたすら少年の無事を祈り続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「本当に悪いな、ソウジ。俺のほうも仕事が忙しくてこんな時間になってしまった」

			「いえ、全然大丈夫です」

			　数時間前に太陽は沈み、アスガルドの空は黒色に覆(おお)われていた。本来はあと三十分ほどでウトガルドに帰る予定だった総(そう)司(じ)に、ジークフリートは申し訳なさそうに眉(まゆ)を下げて笑った。

			　彼の手には茶封筒。これから向かう場所へと届ける物である。

			「それで今から誰にその封筒を届けに行くんですか？」

			「ヘリオドールだ」

			　総(そう)司(じ)の直属の上司だ。

			「ヘリオドールさんのところに……ということは、今からヘリオドールさんの自宅に行くんですね」

			「ああ」

			「……？」

			　頷(うなず)くジークフリートに、総(そう)司(じ)は顎(あご)に手を添えた。

			「だったら、別に僕が一緒に行かなくてもいいんじゃないでしょうか？」

			「それもそうなんだが……」

			「失礼しました。別にジークさんと一緒というのが嫌なんじゃなくて、純粋にそう思っただけなので」

			「そ、そうか。ありがとう……」

			　まったく動じる様子のない総(そう)司(じ)に、ジークフリートは礼を言った。

			　果たしてこの少年は動じずにいられるだろうか。このウルドの中で最も恐ろしい場所に足を踏み入れることになっても……。

			「本当にすまない、ソウジ……」

			「謝るのは僕のほうですから」

			「そうじゃなくてな、お前には俺の『命綱』になってもらいたいんだよ……」

			　額に脂汗を浮かせて告げるジークフリートに、総(そう)司(じ)は「いのちづな？」と、この場面では使用することのないはずの単語を、疑問に思う。

			　この日の夜空に光は存在しなかった。星も月も分厚い雲に隠されてしまい、どこか鬱(うつ)々(うつ)とした黒が広がるばかりである。

			　そんな空の下を歩きながら、ジークフリートと総(そう)司(じ)は魔女の一軒家――ヘリオドールの自宅を目指す。

			　通称『ウルドで最も恐ろしい場所』。そこはあの所長ですら、入ることを全力で拒否したと言われる魔(ま)窟(くつ)だった。

			「そんなに危ない場所なんですか？」

			「危ないな」

			「でも、ヘリオドールさんの家なんですよね」

			「あいつの家だから、危ないんだ」

			　実にストレートな答えだった。総(そう)司(じ)は何を考えているのか、無言だった。ジークフリートも怖がらせたかと無言になる。

			　気まずかった。

			「あ、ほら、あそこだぞ。ヘリオドールの家は」

			　ジークフリートが指を差したのは、小さな一軒家だった。屋根は壊れてはいないし、窓硝子(がらす)も割れていない。玄関先には花が植えられた鉢が並んでいる。

			　どこからどう見ても、まともな家である。むしろ、非常にクリーンな外装だった。

			「綺(き)麗(れい)な家ですね」

			「見た目はな」

			　素直に褒(ほ)める総(そう)司(じ)に、ジークフリートが不(ふ)穏(おん)な一言を漏(も)らす。

			　すると、闇(やみ)夜の向こうから、突如烏(からす)が飛んできた。漆(しつ)黒(こく)の翼を羽ばたかせながら、ヘリオドール家の屋根に止まろうとする。不吉である。

			　しかし、その烏(からす)は直前にくるりと綺(き)麗(れい)にＵターンすると、元来たルートへと去って行った。何かに勘付いてしまったかのように。

			　烏(からす)ですら近寄ろうとしない家。不吉にもほどがあるだろう。

			　その様子をじっと眺めていた総(そう)司(じ)が、鉢へと黒い瞳(ひとみ)を向ける。目の前の惨(さん)劇(げき)など関係なく、美しい花が咲いていた。

			　が、よく見ると花びらが風もないのに、ゆらぁ……ゆらぁ……と揺れている。

			　花を守護するかのように、茎の周囲の地面からは触手が何本も突き出てくねくねと動いていた。

			　嫌(けん)悪(お)感を掻き立てられる一品である。玄関先に置くべきものではない。

			「まさに魔女の館ですねぇ」

			　総(そう)司(じ)が自分のほうへ伸びてきた触手と握手しながら、感想を述べる。

			　これを見ても動じない。こいつは期待の新人だと、ジークフリートは確信した。

			「それは貶(けな)してるのか褒(ほ)めてるのか、どちらだ？」

			「もちろん、後者です」

			「あいつはあれでも森に住んでいた魔女でな。家の中にもこんな植物がたくさん置いてあるから、覚悟しておけよ」

			　そう言いながら、ジークフリートはドアを数回ノックした。

			　だが、返事がない。

			　仕方ない、とジークフリートは懐から鍵を取り出すと、遠慮なく差し込み口に突っ込んだ。カチャリ、と施(せ)錠(じよう)が解除される。

			「……ジークフリートさん、どうして合鍵を？」

			「か、勘違いするなよ。俺だけじゃなくて、リリスも持っているからな！」

			「別にそんな慌てなくても……」

			「あいつと何かあるって思われたくないんだよ。本当に。心の底から！」

			　本人が聞いたら烈火の如く怒り狂うであろう言葉である。

			　必死に説明した後に、ジークフリートはドアを開いた。そして――。

			　そこには、青々とした森が広がっていた。

			　何かを比(ひ)喩(ゆ)した説明ではない。本当に森だった。

			　天井付近まで成長した木と、床を埋め尽くす多種類の草花。天井や壁は蔓(つる)で侵食され、木の根元を見れば茸(きのこ)が生えていた。

			　綺(き)麗(れい)、汚いの次元の問題ではなかった。

			「な、俺は、こんな家の持ち主とは付き合えない」

			「そもそも、ここは人間の生活区域内なんですか？」

			「毎日この家で生活してるらしいから、区域内なんだろ。あいつにとっては」

			　彼らの前を虫が横切った。羽根が生えたムカデのような虫だった。

			　総(そう)司(じ)とジークフリートは、羽ムカデが優雅に森の奥へ姿を消すのを見守る。

			「あ、いらっしゃい、ジーク。書類持ってきてくれたんでしょ？　助かったわー」

			　そしてムカデと入れ替わるかたちで、奥から現れた菫(すみれ)色のローブをまとった魔女。

			「ん？　あんた他に誰連れて来て……」

			「お邪魔してます、ヘリオドールさん」

			「……………………」

			　ひらひらと手を振る少年に、ヘリオドールの笑顔が引きつった。

			　なぜここに。そんな疑問が彼女の中に湧き上がったのだろう。

			　直後、ジャングルに悲鳴が響き渡った。

			　

			　それから一分後、魔女の巣(そう)窟(くつ)へと訪れた哀れな二人は、リビングへと連行された。当然、そこも森だった。

			　むしろ玄関よりも木の量が多く、どこに壁があるのかすら分からない。中央に置かれた木製の机がアウトドア感を醸(かも)し出す。唯一、天井に設置されたランプだけが、ここは室内であることを思い出させてくれた。

			「何で総(そう)司(じ)君、連れて来ちゃうのよ……あんたなんてハゲればいいのに……」

			「俺だって何があるか分からないから、一人で来るのは怖いんだ！　だいたい、お前がこんな家に住んでるのが悪いんだからな！」

			「全部が全部、こんな感じじゃないわよ！　台所見たでしょうが!!」

			「料理するところは綺(き)麗(れい)にしようって気持ちがあるなら、何で家全体をそうしようと思わないんだよ!?」

			　壮(そう)絶(ぜつ)な言い争いの中で、総(そう)司(じ)が「青木ヶ原樹海……」と静かに呟(つぶや)いた。

			　ジークフリートは聞き慣れない単語に首を傾げたが、ヘリオドールは自宅を異世界の自殺スポット呼ばわりされ、固まってしまう。

			　とにもかくにも二人の口論は止まった。

			「居心地は悪くはありませんよ、ヘリオドールさん」

			「そ、そう？」

			　思いがけない部下の評価に、ヘリオドールの機嫌が直る。ジークフリートは死んだ魚の目をしながら、出された珈(コー)琲(ヒー)を飲んだ。

			「でも、どうしてこんなに木がたくさんあるんですか？」

			「……元は、薬草をあのスペースで育てていただけなのよ」

			　ヘリオドールが指差した場所には、一際大きな巨木が佇(たたず)んでいた。すでに草ではなく、木が育っている。

			「そしたら面白くなってきて、どんどんいろんな種類の薬草を育ててたら、いつの間にこんなことになってたのよ……私も仕事が忙しくて、なかなか片付ける暇がなくて」

			「ヘリオドールさん、いつもお仕事頑張ってますからねえ」

			「総(そう)司(じ)君……私のこと、ちゃんと見てくれていたのね」

			「わざとらしく涙ぐむな。ソウジも持ち上げる発言はやめろ」

			　プラス要素の言葉を連発する総(そう)司(じ)を、ジークフリートが諌(いさ)める。つまり自宅がこんな有り様になった過程は、

			　①薬草をちょっとだけ育てた。

			　②薬草の数を少しだけ増やした。

			　③今に至る。

			　なのだが、そんなわけはない。

			　だったら、こんなジャングルのような空間にはならない。②と③の間に、取り返しの付かない異変があったことは明らかだ。

			　批判ばかりをするジークフリートに、ヘリオドールは頬を膨(ふく)らませた。

			「私だってヤバいと思ってそろそろ掃除するつもりではいたわよ！　あんたはともかく、総(そう)司(じ)君には見られたくなかったわ」

			「ヘリオドールさん、掃除じゃなくて伐(ばつ)採(さい)です」

			「う、うるさいわね！」

			　総(そう)司(じ)からの的確なツッコミに、ヘリオドールは頬を赤く染めた。

			　そうして、深く息をつく。

			「次の次の休みの日、お母さんがうちに来るのよ……」

			「森林浴しにか？」

			「違うわよ！　私がちゃんと生活できてるかどうかを見に来るの！」

			　それは玄関の扉を開けた瞬間に判明するだろう。そもそも、最低限の生活を送れているかすら怪しい。

			「私の寝室と台所と浴室とトイレは、植物が入り込まないように結界張ってるから大丈夫だと思うけど、こんな状態の家をお母さんに見られたら、なんて言われるか……」

			「言われる云々じゃなくて、間違いなく実家に連れ戻されるぞ」

			「……家庭菜園やってます、って言えば切り抜けられるかもしれませんよ」

			「「抜けられるか！」」

			　気休めにもならない総(そう)司(じ)の提案は、即時に却下された。

			　それにしても、このままではヤバいと自覚していながら、このザマである。どうして仕事とプライベートを両立できないのかと、ジークフリートは心の中で嘆く。

			「とにかく、次の休みにはちゃんと人間の住む家にしておけよ」

			「ジークさん、僕は総(そう)司(じ)です」

			　総(そう)司(じ)へ剣(けん)呑(のん)な眼差しを向けるジークフリートに、ふざけている様子は見られない。ガチである。

			「またお前はそんなことを言って……ソウジはこっちにいるだろうが」

			「……………」

			　ジークフリートは木を指差して総(そう)司(じ)に言った。イケメンの異変に、総(そう)司(じ)は無言でヘリオドールを見た。ヘリオドールは全力で首を横に振った。

			「わ、私は何もしてないわよ！　ついにボケが始まったんじゃない……？」

			「ジークフリートさん、あちらにいる方は誰か分かりますか？」

			「俺の曾祖母に決まってるだろ。……いや、彼女は十年前に亡くなったはずだ。とすると、誰だ？　あの曾祖母の姿をしているのは誰なんだ……!?」

			「戻ってきてください、ジークフリートさん」

			　頭を抱えるジークフリートを何とか正気に戻そうとするが、症状は悪化していくばかりである。
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			　ついには、何もない空間をぼんやりと見詰めながら「川の向こうに曾祖父もいる」と言い出した。

			「俺は今、どこにいるんだ!?　教えてくれ、ソウジ！」

			「僕はこっちにいますけど」

			「何だ!?　ヘリオドールが敬語を喋(しやべ)ってるぞ、気持ち悪いからやめろ!!」

			「早く戻って来ないと、手遅れになりますね」

			「ぶぐぅっ!!」

			　言葉での呼び掛けは無意味と判断したらしい総(そう)司(じ)が、ついに暴力での解決に踏み切った。

			　ジークフリートの胸ぐらを掴み、頬を平手打ちしたのである。

			　バキャッと人体から聞こえてはならない音と、総(そう)司(じ)の頬に飛び散る赤い液体。ジークフリートの顔がどうなったかは、ご想像にお任せしたい。

			　一方、ジークフリートの豹(ひよう)変(へん)の原因を調べていたヘリオドールは、床から生える茸(きのこ)を見て「あっ」と叫んだ。

			「これ、ドラゴンに幻覚を見せる胞(ほう)子(し)を撒き散らす茸(きのこ)だわ」

			「ドラゴン？　それでどうしてジークフリートさんがおかしくなったんですか？」

			「ジークはドラゴンと人間のハーフなの。そんな見た目してても、九十三歳のおじいさんだからね。……待って、解毒剤を作ってくるわ」

			　ヘリオドールが慌ててリビングから立ち去る。残された総(そう)司(じ)は、草花のカーペットの上で静かに横たわるジークフリートに声をかけた。

			「良かったですね、ジークフリートさん。ヘリオドールさんが薬作ってくれるみたいですよ」

			　返事はない。総(そう)司(じ)はジークフリートをしばらく観察した後、「あっ」と何かに気付いたように声を出した。

			「……呼吸が止まってる」

			　後に奇跡的生還を遂げたジークフリートは、当時のことを振り返り、「あれは人選ミスだった」と語っている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この日もヘリオドールは役所を休んでいた。

			　今日ばかりは無理だと語っていた魔女の悲壮感あふれる表情を思い出しながら、ジークフリートは仕事をしていた。

			　結局、この日ですべてにケリをつける――要するに、大掃除をするらしいが、そう上手く行くだろうか。

			　あのジャングルは一日、二日でどうにかなるものではない。

			　嫌な予感ばかりが頭を駆け巡り、仕事がなかなか手に付かない。自分で自分の家ぐらい何とかしろと突き放したいものの、ジークフリートにしてみれば、孫娘のような年頃の彼女が心配でならない。

			　手伝いに行ってやろうかとも考えたが、前回死にかけているのでそれは嫌だった。亡くなったはずの曾祖母に再会したと思ったら、保護研究課の職員が囲むベッドで目を覚ました。

			　彼らは全員泣いていた。もうあんな意味の分からない体験はしたくない。

			　だが、心配ではあるのだ。そしてジークフリートは悩みに悩み、一つの名案に辿り着いた。

			「というわけで、頼んだぞ、ソウジ」

			「……はい」

			　役所の入り口で、ヘリオドールの自宅の鍵を渡された総(そう)司(じ)は、どうして自分が呼ばれたのか分からないようで、じっとジークフリートを見ていた。

			　その無(む)垢(く)な眼差しに、先日この少年に殺されかけた男は、息を詰まらせた。

			　総(そう)司(じ)だって顔には出さないが、本当は嫌に違いない。だが、こんなことを頼めるのは彼しかいないのだ。

			「頼む、ソウジ。お前にしかできない仕事なんだ。今日のお前の仕事は、それだけでいいから、な？」

			「僕は構(かま)いませんけど……ヘリオドールさんはいいんですかね。前に僕が行った時、すごい動揺してましたよ」

			「いいんだよ、もう見られてるから。とにかく、何かあったら、すぐに役所に戻ってきていいからな」

			　その『何か』は、決して起きて欲しくはないのだが。

			「じゃあ、死ぬなよ」

			「はい」

			「身の危険を感じたら、すぐに撤(てつ)退(たい)しろ」

			「はい」

			「ヘリオドールが妙な真似をしようとしたら、全力で止めろ」

			「はい」

			　改めて言っておこう。総(そう)司(じ)は戦場に行くのではなく、先輩である女性の自宅に向かうだけである。なのに、この緊迫感。

			　二人の様子を見に来た保護研究課の職員にも、緊張が走る。全員「生きて帰ってこいよ……」と祈っていた。

			　ニールは総(そう)司(じ)に同行しようとして、職員たちに取り押さえられた。

			　あの日、顔面が潰れたトマトのようになって帰ってきたジークフリートは、彼らに深いトラウマを刻み付けた。

			　あんな場所に踏み込めるのは、もう総(そう)司(じ)しかいない。そんなただならぬ期待と重圧感を背負い、少年は街へと消えていった。

			　

			「こんばんは、ヘリオドールさん。調子はどうでしょう？」

			「どうして来たの!?」

			　またしても我が家に姿を見せた部下に、ヘリオドールは叫んだ。

			　こんな惨(さん)状(じよう)を彼には二度と見せたくなかったのに、とその場に座り込む魔女を尻目に、総(そう)司(じ)は室内を見回す。

			　だが、少しは頑張ったのか、以前訪問した時に比べて多少は改善されていた。

			　アウトドア満載だった部屋からは植物のほとんどが消えていた。壁が、天井が、床が完全に見える状態になっている。しかし、木が生えていた場所なのか、所々床に穴が開いているのが目立つ。なくなればなくなったで痛々しい風景が広がっていた。

			「……広くなりましたねぇ」

			「が、頑張ったのよ、私！」

			　部下に褒(ほ)められて喜ぶヘリオドール。ここにジークフリートがいれば「喜ぶのはまだ早い」とツッコミが飛んだことだろう。

			「でも、あの穴はどうするんですか？　ヘリオドールさんのお母さんが落ちたら大変ですよ」

			「お母さんだけじゃなくて、私の心配もしなさいよ。それに大丈夫。ちゃんと魔法で再生して、元通りにするから」

			「困った時の魔法頼み」

			「うるさい！」

			　痛いところを突かれたヘリオドールの頬は赤い。

			　この部屋に寄生していた植物をすべて外に運び出し火炎魔法で焼いたとは、この少年には言えなかった。しかし、きっと彼は感付いているだろう。

			　その証拠に、それについてはまったく触れようとはしない。

			　魔女は魔法を使うから魔女なのだ。魔法を常用的に使って何が悪いと完全に開き直り、ヘリオドールは杖(つえ)を構(かま)える。

			「み、見てなさい！　魔法っていうのはいつでも使いたくなるほど便利なものだって、教えてあげるわ！」

			「はあ」

			「今から、この床を再生してみせるから！　見てなさい！」

			「……分かりました」

			　そして、黙って木の根によって大破した木製の床を凝視する総(そう)司(じ)。

			　自分で見ておけと言ったのにもかかわらず、ヘリオドールは若(じやつ)干(かん)緊張していた。そんな真剣に見つめられてしまうと、何が何でも成功しなければならないという使命感に駆られてしまうではないか。

			　実は、ヘリオドールは治癒魔法など、『なおす』系統の魔法が苦手だった。得意魔法は、もっぱら攻撃。

			　母親は治癒魔法を含んだ様々な魔法を使用できるのに、ヘリオドールにはその才能が受け継がれなかった。

			　その代わり、ユグドラシル城の宮廷魔術師に、という声がかかるほど、攻撃魔法には特化していたが。

			「行くわよ。……朽(く)ちた生命よ。死の淵から舞い戻り、あるべき姿へとなれ。木のドリュアスの祈りの下に――『翠緑の帰還』!!」

			　ベキッ。

			　瞬間、再生魔法だというのに、破壊音が室内に響いた。

			　しかも、床は壊れたままである。本来なら、あの木の板が面積を広げ元通りになるはずなのに。

			　バキッ。

			　また音がした。ヘリオドールは室内を見回して、気付いてしまった。総(そう)司(じ)の立っている場所の真横の床から、木が突き出ていることに。

			　バキバキバキッ。

			　あん？　と首を傾げる間もなく、また一本の木が床を突き破って出てきた。さらに一本。今度の木にはピンク色の花が咲いている。あら可愛いわね、などと抜かしている場合ではない。

			　現在、想定していなかった異常事態が起きているのだ。

			「え……何……どういうこと……」

			「ヘリオドールさんが今唱えた魔法って、何なんですか？」

			「き……木の再生、成長を促(そく)進(しん)する魔法よ。床を直そうと思って」

			「床の下に、切り取った木の根っこがまだ残ってたんじゃないですか？　そっちに魔法がかかってしまったとか……」

			　狼狽(うろた)える術者をよそに、この状況でも冷静さを失わない総(そう)司(じ)が推理する。

			「そ、そんなわけないじゃない。魔法をかける対象を間違えるだなんて、そんな……」

			　ズガァァァン。

			　ヘリオドールの背後から出てきた木が、伸びすぎて天井を突き破った。頭上から降ってくる葉っぱやら天井の破片やらに、魔女の笑みが引きつる。

			「出ましょう。危ないです」

			「ちょ……総(そう)司(じ)君!?」

			　総(そう)司(じ)は素早くヘリオドールに駆け寄ると、横にして抱き上げた。お姫様抱っこである。普段のヘリオドールであれば、羞(しゆう)恥(ち)で離せと喚(わめ)いているだろう。だが――。

			「ぎゃああああああ！　総(そう)司(じ)君、早く出て！　死ぬ！　死んじゃうから!!」

			　今は次から次へと床を破壊して現れる木々に意識が持っていかれていた。

			　どこから突き上げて来るかも分からないトラップに、仕掛けた本人はすっかりパニックに陥ってしまう。叫びながら、総(そう)司(じ)の首に腕を回してしがみつく。

			　そこに色気や恋愛のときめきは一切存在しない。それどころじゃないのだ。

			「はい、出ました」

			「うわああああああああ！」

		

	
		
			[image: 042.jpg]
		

	
		
			　ヘリオドールが正気に戻ったのは、総(そう)司(じ)が神回避を繰り返し無傷のまま外に出た時だった。少年の顔がキスができそうなくらい近くにあることを知り、「降ろしてー！」と叫ぶ。

			　総(そう)司(じ)でなければ、恩知らずなその発言に、文句の一つも出ていただろう。

			　そして、周辺の住民がざわつきながら家から出てきた。どう見てもいちゃついているとしか思えない二人を見るためではない。大量の樹木によって屋根が突き破られたヘリオドール家を見るためだ。

			　ある者は平和な街の突然の異変に悲鳴を上げ、ある者は口をポカンと開けたまま、魔女の家を見詰めていた。

			　悪夢と言っても、過言ではないこの現象。

			　家から物音がしなくなってから数分後。周囲のざわつきはクライマックスに達した。

			「ヘリオドールちゃん、あんたん家……どうなってんだい!?」

			「ちょっと魔法を失敗しちゃって……」

			「魔法っていうのは恐ろしいねえ……」

			「なんかすみません」

			　震え上がる近隣住民に総(そう)司(じ)が謝罪する。上司の不(ふ)祥(しよう)事(じ)に部下が頭を下げるという最悪なシナリオ。ヘリオドールも頭を深々と下げて家に入った。いや、もはや家とは呼べなくなっているが。

			　何も手を付けずにいた朝のほうがよっぽどマシな有り様となっていた。あちこちから突き出した巨木は軽々と床を、天井を、屋根を破壊して天高く伸びていた。

			　頭上を見上げれば、天は鬱(うつ)蒼(そう)と生い茂る木の葉で覆(おお)われていた。朝になれば、優しい木(こ)漏(も)れ日(び)が室内に降り注ぐだろう。

			「おかしいわね……そんなに魔力を込めてないのに、どうしてこんなことに……」

			「…………………」

			「総(そう)司(じ)君？」

			「…………………」

			「総(そう)司(じ)君、お願い！　黙っているくらいなら、いっそ私を罵(ののし)って!!」

			「僕、サディストの気はないので」

			　でも、自然にあふれていいと思いますよ。そう付け加えた少年の言葉に、気休めの効果はゼロだった。このクズ！　と罵(ば)倒(とう)されたほうがまだいい。

			　こういう時に気を遣われるのは、かえって辛い。

			「でも、方法がないわけじゃないのよ」

			「と言いますと？」

			「今度こそ、魔法のすごさを見せてあげるわ」

			　ヘリオドールは静かに杖(つえ)の先端を総(そう)司(じ)に向けた。まだ手段は残っているのだ。魔法で起こした失敗は、魔法でフォローする。

			「何をするんですか」

			「まずはこの木を全部消してしまえばいいのよ」

			「え……」

			「そこ、声を小さくしないの！　こういう時に使える魔法があるんだから！」

			　失われた信用を取り戻すために、ヘリオドールは再度杖(つえ)に魔力を込め始める。

			「暗(あん)鬱(うつ)なる黒き風よ。雄々しき生命を冥(めい)府(ふ)へと導きたまえ。新たなる魂の誕生の時のために……『滅びの翠緑』」

			　詠(えい)唱(しよう)が終わると、黒い煙(けむり)のようなものにまとわり付かれた木が、次々と縮んでいく。この魔法は先ほどの『翠緑の帰還』と対になっており、植物の成長を打ち消す効果がある。

			　これで元通りだ。木さえなくなれば何とかなる。

			　よし、とガッツポーズを見せるヘリオドールの横で、総(そう)司(じ)が鞄(かばん)から本のようなものを取り出した。

			「総(そう)司(じ)君、何それ」

			「エルフの人たちが作った植物の図鑑です。フィリアさんが貸してくれました……あ、ありました」

			　総(そう)司(じ)のページをめくる手が止まった。

			「エクスプロイドの木っていう、非常に希少価値のある不思議な木なんですね。斧(おの)やノコギリで切り倒すには何も問題はないみたいですが、攻撃魔法を受けると、その魔法のエネルギーを吸収して、爆発してしまうって書いてあります」

			「え……そんな木、どこにあるの？」

			「今、ヘリオドールさんの目の前に」

			　ヘリオドールの眼前にそびえ立っていた、黒と赤の縞(しま)模様の果実を実らせた木に、黒い煙(けむり)が吸い込まれていく。図鑑を鞄(かばん)にしまった総(そう)司(じ)が、またしてもヘリオドールを抱き上げた。

			　

			　住民が不安そうに見守る中、魔女の家が爆発炎上したのは、絶叫する家主を抱えた少年が外に出た直後のことだった。

			「私の家があああああああっ!!」

		

	
		
			　

			魔女とクッキー

			　

			　木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)にされたヘリオドールの自宅を飲み込む紅(ぐ)蓮(れん)の炎を消したのは、総(そう)司(じ)だった。

			「こんなこともあろうかと」と、鞄(かばん)の中から取り出したのは、以前も大活躍した消火器という道具。

			　こんなこともあろうかと、それはつまり先輩の家が燃えることを想定していたのかとヘリオドールはツッコもうとしたが、実際燃えているのだから仕方ない。大炎上だ。

			　火を消すには、明らかに大きさが足りない消火器から発射される白い煙(けむり)が、炎を消していく。いつ襲いかかって来るかも分からない炎に臆(おく)することなく、消火作業を行う少年は輝いて見えた。

			「ヘリオドールちゃん、大丈夫!?　女の子の家に火を付けるだなんて、ひどい悪党もいるもんだねぇ！」

			「ですよねぇ。犯人には逃げられてしまいましたが、早く火を消さなければなりません」

			　この大惨事に震え上がる老婆に、総(そう)司(じ)が息をするように嘘を付いた。上司のドジッ子では済まされない過ちが、闇(やみ)に葬(ほうむ)られた瞬間だった。できた部下である。

			　ヘリオドールもすぐに意図に気付き、「そうよね、今は火を消すのが先よね」と賛同し、水魔法を使おうとした、その時。

			「きゃあああああ！　ジークフリートさんよ！」

			　野次馬の女性陣が、一斉に黄色い悲鳴を上げた。

			　役所の方向から走ってくる銀髪のイケメン。騒ぎを聞き付けて飛んできたらしいジークフリートに、ファンが頬を赤らめる。ヘリオドールの家もいい具合に燃えていたが、彼女たちの恋の炎もめらめらと燃え上がっていた。

			　だが、ジークフリートの目には自分へ好意を寄せる異性など映っていなかった。彼の視線の先にあるのは、燃え上がる仕事仲間の自宅のみ。

			　どうしてこんなことに、と火事の経緯を懸命に推理するも、一番有力な候補は、やはり「こいつら掃除の時にやりやがったな」だった。

			　何がここまでヘリオドールを追い詰めたのだろう。ジークフリートは、二人の前に座り込んで男泣きを始めた。

			「……いくら片付かないからって、家ごと燃やすことはないだろう!?　お前は心の中にどんな闇(やみ)を抱えているんだ！」

			「あんたが泣いてどうすんのよ！　泣きたいのはこっちよ！」

			「泣かないでください、ヘリオドールさん」

			　半泣きの大人に、少年が冷静に指示する。

			　その後、火はどうにかして消すことはできたものの、残されたのは炭と化した柱と瓦(が)礫(れき)のみだった。たった一時間程度でこれだ。

			　街の人々は、火の恐ろしさを改めて思い知る。誰がこんなひどいことを。皆口々にそう言いながら帰っていく。

			　ヘリオドールは、苦笑いを浮かべることしかできなかった。しかし、傍(はた)目(め)からは儚(はかな)い微笑(ほほえ)みに見えたのか、「私たちに心配をかけさせまいと……」と涙ぐむ者もいた。

			　真実を知った時、彼らはどのような反応をするのだろうか。

			「エクスプロイドの木？　何でそんな危険物が置いてあったんだ……」

			「知らないわよ、勝手に生えてたんだから……」

			「他人事みたいに言うな。自分の家を爆発させておいて……」

			　丸焦げの建築物の前で交わされる怪しさ満点の会話。実行犯の魔女の無気力な供述に頭を抱えるイケメン。

			　やはり来れば良かったと後悔しても遅い。家は爆発してしまったのだ。

			「ところでソウジは？」

			　ジークフリートが、消火直後から姿を見せない少年を捜す。

			　すると「ここにいます」と、背後から総(そう)司(じ)が答えた。先ほどまで消火器を持っていた手は、赤い花の植木鉢を抱えていた。

			　ぐにゃ、と茎の周辺の地面から生えてきた触手に、ジークフリートは凍(こお)り付く。ヘリオドールの玄関に置いてあった鉢だ。

			「生き残りです」

			「お、おう」

			　他は爆発に巻き込まれたのだろう。生き残り。重みのある言葉だ。心なしか総(そう)司(じ)の表情も曇(くも)っている。

			「そういえばヘリオドールさん、これからどうするんですか。お母さん呼べなくなっちゃいましたけど」

			「呼べないどころか住めなくなったわよ。一応必要最低限なものはみんな魔法でこの水晶玉に閉じ込めてあるんだけど、問題は住む場所だわ……」

			　何もない場所から透明な水晶玉を出現させたヘリオドールは、唸り声を上げた。このままでは野宿生活を送る羽目となってしまう。

			　そもそも、母親に家がなくなったとは言えない。言えるはずもない。

			　悩めるヘリオドールに、ジークフリートが咳払いをする。

			「住む所ならあるぞ」

			「えっ、どこ!?」

			「役所の職員専用の寮(りよう)だ」

			「……ああ！」

			　その手があった。ジークフリートを思い切り指差しながらヘリオドールが頷(うなず)く。話が読めない総(そう)司(じ)が、両者を交互に見る。

			「寮(りよう)って、そんなところがあるんですか？」

			「役所の近くにね。フィリアちゃんも住んでるわ。でも、あそこって借りるのに申請とかが必要だから、結構時間がかかるわよね。それまで路上生活って……」

			「申請はほぼ済ませてある。すぐにでも住めるから安心しろ。片付けられなかった時のために用意していたんだ……さすがに爆発させるとは思わなかったが」

			　おじいちゃん心というやつである。もっとも、ヘリオドールの母を招くためのダミー用の部屋として確保していただけだ。家がなくなることを想定していたわけではない。

			　しかし、結果として家はなくなった。ヘリオドールは思わず涙ぐんだ。総(そう)司(じ)も拍手する。

			「良かったですね、ヘリオドールさん。お母さん、ちゃんと呼べますよ」

			「あんたは私そのものを心配する気はあるの？」

			「一応ありますよ」

			「一応!?」

			　心配してくれるだけいいじゃないか。総(そう)司(じ)に詰め寄るヘリオドールに、ジークフリートは心からそう思った。

			　ここまでの醜(しゆう)態(たい)を見せておいて、それでも普通に接してくれる男はそういない。

			　もう総(そう)司(じ)を手放したら、二度と巡り会えないのではないかという危機感すら覚える。総(そう)司(じ)には、フィリアのような優しい少女がぴったりだとは思うので、ヘリオドールをその気にさせるような発言をするつもりはないが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　役所の職員専用の寮(りよう)は、役所の近くにある集合住宅だ。ヘリオドールに振り分けられたのは、最近ちょうど空き部屋になった０２１号室だった。

			「だいたいの家具はあらかじめ部屋に用意されているから、あとは持ち出してきた物を片付ければ何とかなるだろ？」

			「すみません、何から何まで」

			「お前が謝るな、ソウジ」

			「そうよ、私の立場がもっと悪くなるじゃない……」

			　本当である。しかも今からヘリオドールが万が一に備えて水晶玉に閉じ込めていた私物を整理しなければならないのだが、それも総(そう)司(じ)が手伝うことになっていた。

			　現在の時刻十九時半。彼が帰る時間がどんどん延びていく。

			「総(そう)司(じ)君、何時に帰らなきゃならないの？　あんまり遅くなるようなら、帰んなさいよ。私なら大丈夫だから……」

			「明日は日曜日だから大丈夫です。最後まで手伝いますから」

			　暗に心配だから残りますと言っているようなものだ。嬉(うれ)しいやら情けないやら。ヘリオドールは唇を噛み締める。

			　そして二人の横では、ジークフリートが屈伸を始めていた。

			「俺も手伝う。ソウジを遅くまで残らせるわけにはいかないからな」

			「おじいちゃん……仕事はいいの？」

			「その呼び方はやめろ。それに部下に仕事は頼んであるから、たとえ俺がここで死んでも問題ない。だから安心しろ」

			「え……」

			　決死の覚悟で、彼がここにやって来たというのが窺(うかが)える。

			　あまりにも真剣な顔をするので、「死ぬようなことなんてあるわけないじゃない」というツッコミすら空気が読めていないようで、ヘリオドールは何も言えずにいた。

			　どうして、たかが大掃除だけで家は爆発し、死の覚悟をする人物まで現れるのだろう。こんな大騒ぎになるとは思っていなかった。

			　何だか二人に申し訳なくなってきた。彼らには関係のないはずのヘリオドールの母親の来訪。そのために片付けを手伝ってくれる。

			「ねえ、だったら夕飯食べていかない？　私が作ってあげるから」

			「いいんですか？」

			「そのくらいはさせなさいよ。それに練習もしたいの」

			「何をですか？」

			「料理に決まってるじゃない」

			　練習。上達を目標に、同じことを繰り返して習うことである。

			　料理の練習？

			「ありがとうございます」とお礼する総(そう)司(じ)の横で、ジークフリートは背筋を震わせた。妙に張り切っている魔女と、何となく嬉(うれ)しそうな少年。

			　まだ死ぬには早すぎる。ジークフリートがそう思った瞬間、玄関から声が聞こえてきた。

			「ヘリオドールちゃーん、もう来てるかしらー？」

			　その声は役所の食堂で働く職員のものだった。ヘリオドールがドアを開くと、中年女性が人の良さそうな笑顔で立っていた。大鍋を両手で持って。

			「夕ご飯まだだったかしら？　リゾット作りすぎちゃったから、お裾(すそ)分(わ)けに来たんだけど……」

			「あ、ありがとうございます……！」

			「ヘリオドールちゃん急に引っ越しするって聞いて大変だと思って。急に押しかけて来ちゃったんだけど、逆に悪かったかしら」

			「そんなことありません！　あなたのおかげで死なずに済みました！」

			　目を潤(うる)ませながら微笑(ほほえ)むジークフリートに、何を勘違いしたのか、「あらまあ」と命の恩人は頬を赤く染めて帰って行った。後日、彼女は同僚に、このことを自慢するだろう。

			　扉が閉まった後、ヘリオドールは叫んだ。

			「死なずに済んだって何よ！　私の作る料理は食べられないみたいな言い方じゃないの！」

			「練習って言葉を使う時点で、嫌な予感しかしないんだよ！」

			「ひどい……！」

			「何かいい匂いがするんですけど、出前でも来たんですか？」

			　二人のピリピリした空気を緩(かん)和(わ)するかのように登場した総(そう)司(じ)。リゾット入りの鍋に視線を注ぐ彼に、ヘリオドールは泣きながら縋(すが)り付いた。

			「聞いてよ、総(そう)司(じ)君！　こいつ乙女の心を平気でズタズタにできるのよ！」

			「ジークさん、いったいどんなおぞましい言葉をヘリオドールさんに……」

			「二人がかりで攻撃するのはやめろ。特にソウジからのは地味にキツいから……」

			　とりあえず、ヘリオドールが料理の練習とか言い出して怖い、だから食べたくない。そんな主張のジークフリートに対し、ヘリオドールは頬を膨(ふく)らませた。

			「そんな食べられないようなものは作らないから、安心しなさいよ……」

			「……ちなみにヘリオドールさん、練習っていうのは」

			「私、普段あまり料理しないのよ。ご飯は役所の食堂か、外に行って食べることが多くて。でも、今度お母さんが来た時に、私がご馳走作ってあげるねって約束しちゃったから……」

			「なるほど、僕たちは被検体なんですねえ」

			　否定はできないらしい。総(そう)司(じ)の言葉に、ヘリオドールは急に静かになった。それは鳴き喚(わめ)いていた蝉(せみ)が突然静かになった時の不気味さと似ていた。

			「でも僕はヘリオドールさんの作る料理、食べてみたいです」

			「総(そう)司(じ)君……」

			　実に男気あふれる宣言。

			　ヘリオドールの胸がトクン、とときめいた。同時に道連れという単語が脳裏をよぎり、ジークフリートはブルリ、と身震いした。

			　やる気が再燃したヘリオドールを玄関に残し、ジークフリートは先に家具だけしか置かれていないリビングに戻った。総(そう)司(じ)を引き連れて。

			「お前があいつの力になりたいのは分かった。俺もあいつは孫みたいなものだから、できるなら協力はしたい。だが、死にたくはない」

			「落ち着いてください。毒入りではないんです。料理で人は死にません」

			「掃除で家は燃えないぞ」

			　あのヘリオドールの手料理。そんな魔女の料理を口に含む勇気はない。

			「やっぱり料理に関しては、手を引いたほうがいいと思う。お前は人体に影響があるかもしれない食べ物を口に入れる勇気があるのか？　ヘリオドールのためであっても」

			「ヘリオドールさんのためなら食べます」

			　いっそ清(すが)々(すが)しさすら感じる返答だった。まいったとジークフリートは心の中で完敗を認めた。ここで自分だけが引き下がったら男ではない。

			「だが、いきなり料理を食べるのは怖すぎる。俺の意見を聞いて欲しい」

			「どうぞ」

			　これに総(そう)司(じ)が賛成しなければ死が確定してしまう。ここが正念場だと、ジークフリートは震える声で一つの提案をした。

			「あ、いいんじゃないですか、それ。僕もそれがいいと思います」

			　総(そう)司(じ)が頷(うなず)いた瞬間、ジークフリートは心底安(あん)堵(ど)した。

			　だが、この時のジークフリートは、まだ気付いていないだけだった。

			　こんな提案をしたところで、彼の死ぬ確率はあくまでも低下しただけであって、ゼロになったわけではないのだと。

			　

			「ヘリオドールさん、僕クッキー食べたいです」

			「え？　クッキー……？」

			　自分を置いてけぼりにして、リビングに戻って行った男二人を追いかけてきたヘリオドールに、総(そう)司(じ)はおねだりをした。

			　本当はクッキーが食べたいと言い出したのはジークフリートなのだが、それは知られてはならない。今すべきなのは、ヘリオドールの調理方面のスキルがどんなものなのかを調べ、無事に生き残ることだ。

			　そんな思惑など知らず、ヘリオドールは怪(け)訝(げん)な表情を浮かべた。

			　とりあえず夕食のメインはゲットできたが、前菜くらいは何か作ろうかと目論(もくろ)んでいたところなのだ。どうせなら総(そう)司(じ)からのリクエストを受け付ける気満々だった。そうしたら、彼のほうからリクエストをしてきた。

			　ヘリオドールにとっては嬉(うれ)しい展開なのだが、少年が食べたいと言ったのは、クッキーだった。

			「物足りないわね……」

			「………………!?」

			　魔女の口からぽつりと呟(つぶや)かれた言葉に、ジークフリートが息を飲む。どれだけ手の込んだものを作って自分たちを苦しめるつもりだったのかと。

			　ヘリオドールの手作りが毒物であると信じて疑わないイケメンは、総(そう)司(じ)の肩を叩いた。激励するように。

			　作り笑顔を貼り付けるジークフリートに、危機的なものを感じ取ったのか、総(そう)司(じ)はこくんと首を縦に振った。

			「僕……クッキーが大好きなんです」

			「え？　あんた好きなお菓子は酢昆布って、この間言ってなかった？」

			「今はクッキーな年頃なんです」

			　どんな年頃。素なのかボケているだけなのか判断できず、ヘリオドールはツッコミを放棄した。ジークフリートは自分の命が関わっているので、それどころではない。

			「ですから、ヘリオドールさんがクッキーを作れるなら食べてみたいなって思っていたんですけど……」

			「そ、そういうことだったのね……」

			「あ、すみません。好き勝手言ってしまって……他のものを作ってみたいならそれでも僕は構(かま)いません。ヘリオドールさんが作ってくれるものなら、何でも食べたいですから……」

			「いいわよ！　クッキーね！　クッキーを作ればいいのね!?」

			　部下からの珍しいおねだりである。これを聞かないでいつ聞く。最後に自分の意見を尊重しようとしてくれた総(そう)司(じ)に、ヘリオドールは決意した。

			　総(そう)司(じ)が美(お)味(い)しく食べてくれるようなクッキーを作ってみせる。

			　腹が減っては戦はできぬと言わんばかりに「まずは夕食を食べるわよ！　その後のおやつとして作ってあげる！」と叫びながら、水晶玉から食器を取り出す。

			　その気合の入った様子に、大きな不安を抱いたジークフリートは、一仕事を終えたばかりの総(そう)司(じ)に声をかけた。

			「ソウジ……俺の選択は正しかったのか？」

			「正しいんじゃないですか？　それに僕がヘリオドールさんのクッキーを食べてみたいのは本当ですし……」

			「お前は勇気があるな。俺は死刑執行が先に延びただけのような気がするぞ……」

			　惨(さん)劇(げき)は避けられないのではないだろうか。そんな予感に顔色を悪くするジークフリートを放って、総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)で、魔女の食卓の準備の手伝いを始めた。その横顔に不安や恐怖の色は見られない。

			　眩(まぶ)しいものを見るように、ジークフリートは目を細めた。

			　

			　食堂の職員からの差し入れのリゾットは非常に美(お)味(い)しく、鍋いっぱいにあったそれは綺(き)麗(れい)になくなった。そして、食器と鍋も綺(き)麗(れい)に洗ったところで、ジークフリートは爽(さわ)やかな笑みを無理矢理顔に貼り付けた。

			「よし、じゃあ今から片付けを始めるぞ！」

			「私はクッキーの準備をするわね！」

			　リゾットを食べているうちに忘れることを期待していたのに、しっかりと覚えていた。

			　太陽のように明るい笑顔を見せる魔女に、ジークフリートはもう何も言えなかった。ただ裁きの時を待ちながら、彼女が持ってきた荷物を整理するだけである。

			「ヘリオドールさん、水晶玉から片付けるものを出してもらってもいいですか？」

			「ええ、よろしくね」

			　ヘリオドールが水晶玉にぶつぶつと呪文を唱えると、封じ込めていた物が外に飛び出した。

			　それは主に紙、枯れた薬草だった。後は夕飯の時に使用しなかった、食器類や小物など。それらがリビングに散乱した。

			　おそらく薬草から来るものなのか、奇妙な匂いが室内に充満して呼吸がしづらくなった。

			「換気をしましょう」と部屋主の許可を得ないまま、総(そう)司(じ)が窓をがらり、と開けた。外から清らかな空気が入って来る。今の彼らにとっては、とても美(お)味(い)しい空気だった。

			「ヘリオドールさん、なんかたくさん枯れている草がありますが、これは……」

			「つ、使うわよ！　いつか薬を作る時に使おうと思っていたやつなのよ！」

			「嘘付け！」

			　いつか使うから取っておく。そう言って部屋に残されたものの大半は、結局使用されず、捨てられる運命にある。

			　だったら今のうちに捨てるほうがいいに決まっている。どこから見てもゴミにしか見えない薬草を、次々と廃(はい)棄(き)物(ぶつ)スペースに放り投げる男二人に、ヘリオドールが叫ぶ。

			「鬼(き)畜(ちく)ー！」

			「すみません、ヘリオドールさん」

			　ヘリオドールにいちいち説教をかましながらも、手にした物品を一応使うものかを見極めているジークフリートに対し、総(そう)司(じ)は一言謝るだけで手に取ったものを次々と廃(はい)棄(き)コーナー送りにしていった。

			　もっとも、ただ闇(やみ)雲(くも)に捨てているのではなく、きちんと要らなそうなもののみを手にしていたが。

			　ヘリオドールの了承を取りながらでは、作業が進まないと判断したのだろう。ヘリオドールが総(そう)司(じ)の言葉に反応するよりも先に、ゴミ認定していた。

			　おかげで、ヘリオドールが持って来た荷物の半分ほどの量が消えた。

			　半分がゴミだったのである。

			「総(そう)司(じ)君……これとかこれは絶対いつか使う予定が……」

			「いつ使うか明確な日にちが分からないものは、捨てちゃったほうがいいと思います」

			「はい……」

			　どっちが上司か分からない。「ここは僕たちに任せて、ヘリオドールさんはクッキー作りをお願いします」と上司をキッチンへと追放した総(そう)司(じ)の動きは、さらに素早くなった。

			　今、彼を止められる者は誰もいない。ジークフリートも一切の情けも見せず、選別作業に専念する。

			　これはどこにしまい、それはあそこにしまうとかの話ではない。まず、この中から要るもの、要らないものを区別するのが先だった。予想していたよりも時間がかかるかもしれない。

			「ソウジ、時間大丈夫か？　この選別だけでも一時間くらいかかりそうだが……」

			「役所の仮眠室を今晩は使わせてもらおうと思います。親には友達の家に泊まると言っておけば、何とかなりますから」

			「と、泊まるって……そこまで長期戦にはならないと思うぞ」

			　泊まりがけでやるような作業であれば、ジークフリートが強制的にウトガルドに帰らせていた。そもそもこの労働自体が強制ではないのだ。帰りたくなったら、いつでも帰っていいのだ。

			「お前がそこまで頑張る必要はないんだからな。ヘリオドールに何か弱味を握られているってわけでもないんだろう？」

			「そんなまさか。ただ、ジークフリートさんに何かがあった時は、僕とヘリオドールさんの二人で頑張らなければいけないと思ったので……」

			「俺に……？」

			　黒(こく)曜(よう)石(せき)を思わせる瞳(ひとみ)が何かを訴えるようにジークフリートを見詰める。その視線が恐ろしく思えて、恐怖を誤(ご)魔(ま)化(か)すように明るく笑う。本日何度目の作り笑いだろうか。

			「や、やめろ。縁起でもない。お前のその言い方だと、俺がヘリオドールのクッキーを食べて、大変なことになるみたいじゃないか」

			「いえ、でも……」

			「安心しろ。どんな不(ま)味(ず)い料理を食べても、片付けは最後まで手伝うつもりだ。お前の帰りが遅くならないようにな」

			　だが、結局――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「母さん？　ごめん、今日斎(さい)藤(とう)君の家に泊まることになったんだ。着替えとかはちゃんと持ってるから……」

			「ジーク！　しっかりしなさいよ、ジークフリート!!　どうしてクッキー食べた直後に、口から緑色の泡吹いて倒れてんのよ!?」

			「女の人の声がする？　斎(さい)藤(とう)君のお母さんだよ。斎(さい)藤(とう)君が何かやらかしたみたいで……うん、父さんによろしくね。それじゃ、明日の朝には帰るから」

			　母親に『お泊まり』の電話を終えた総(そう)司(じ)は、携帯電話を鞄(かばん)にしまいながら室内を見渡す。

			　ようやく選別を終えたヘリオドールの荷物。

			　ぶるぶると震えながら、白目を剥(む)き緑色の泡を吐くジークフリート。

			　床に散らばる黒い岩石のような物体。

			　顔面蒼白なジークフリートの異変に、パニックを起こすヘリオドール。

			　地獄のような光景だった。

			　

			　ジークフリートを引き取りに来た保護研究課の職員たちは、部屋に踏み込んで数秒後、「なんか臭い」「なんか汚い」などと小声で文句を言った。引越し初日だというのに、室内は悪臭が漂(ただよ)い、窓を全開にして換気をしているのに、空気が浄化する気配は見られなかった。

			　さらに謎のゴミ山が存在していた。枯れた草や丸められた書類や干からびたトカゲの死体などが積み上がっていた。いったいどういうこと？　と首を傾げるしかない。

			　ヘリオドールはそんな彼らにひたすら謝ることしかできなかった。新しい住み処を提供してくれたジークフリートを、殺しそうになってしまった。

			　もうこれは全力で謝ることしかできなかった。

			「私がジークに無理矢理クッキーを食べさせたから……！」

			「ヘリオドールさんのせいじゃありませんよ」

			　自責の念に駆られる上司に慰(なぐさ)めの言葉をかける総(そう)司(じ)の手には、黒い物体があった。彼が食べているそれこそが、ジークフリートを瀕(ひん)死(し)に追いやったクッキーだった。それを食べてぶっ倒れたというなら、作ったヘリオドールに原因はある。

			「僕は美(お)味(い)しいと思うんですけど……」

			　そんな狂った感想を述べられても、「じゃあ俺も食べる！」と言い出す者など誰もいなかった。

			　誰も死にたくないのだ。勇気を持って食べようとした職員も、クッキーを顔に近付けた瞬間、青ざめたかと思うと外に飛び出した。

			「ジークフリート課長、こんなのを食べたのか……」

			「もう年なのに頑張るな……」

			「無茶しやがって……」

			　よく見ればもはや焼き菓子というよりは炭だ。それを食べたのである。そりゃ倒れる。

			「ほら……ジークフリート課長、帰りましょう」

			　職員がベッドに寝かされたジークフリートに声をかけるも、返事はない。彼を尊敬する部下たちは、皆すすり泣いた。葬式のような重苦しい雰囲気が、悪臭に満ちた部屋にのしかかる。

			　結局ジークフリートは保護研究課が手配した馬車に乗せられて帰ることになった。残されたヘリオドールにできることは、ため息をつくことだけだった。

			「……すみません。僕がクッキーを食べたいなんてわがままを言ったから、こんなことに……」

			「あんたのせいじゃないわよ……私だってここまで不(ま)味(ず)いものを作るだなんて思ってなかったから……」

			　せっかく総(そう)司(じ)がねだってくれたのだ。味よし健康よしのクッキーを目指して、薬草のエキスを入れたことが原因だろうか。

			　なぜこんなことになってしまったのかと、ヘリオドールは必死に考える。このまま何も思い付かなかったら、ジークフリートは犬死にだ。悲劇は再び繰り返される。

			「総(そう)司(じ)君、何が悪かったかあんた分かる？　さっきからボリボリ食べてるけど……」

			「僕にはよく分かりません。普通に美(お)味(い)しいと思いますよ」

			「ええい、役に立たない！」

			　美(お)味(い)しいと言って、何でも食べてもらえるのも考えものである。総(そう)司(じ)に美(お)味(い)しいと褒(ほ)めてもらえたのは嬉(うれ)しいが、彼にしか食べられないクッキーでは意味がないのだ。母親が食べてジークフリートのようになったら、おそらく立ち直れない。

			「ジークフリートさんが嫌いなものでも入ってたんじゃないですか？　草の香りがしますけど……」

			「やっぱりそこかしら。薬草のエキスを入れてみたんだけど、その中にジークが食べられないものがあったのね……」

			「きっとそうじゃないですか？　いっそのこと、エキスは入れないほうがいいと思います」

			「うーん……」

			　特定の種族が食べられないような薬草を除いて、新たなるエキスを作製しようと目論(もくろ)むヘリオドール。そんな魔女に、総(そう)司(じ)はをクッキーを食べ終えてから、口を開いた。

			「お菓子に栄養なんて求めなくても、大丈夫ですよ。お菓子は美(お)味(い)しかったらそれでいいんです」

			「そ、そうね……」

			　ヘリオドールはぐうの音も出なかった。そうだ、料理の経験があまりない自分が、味と栄養を両立させられるわけがない。

			　まずは味。不(ま)味(ず)かったら食べてもらえず、栄養どころではない。

			「ありがとう、総(そう)司(じ)君！　私……頑張るわよ！」

			「応援してます。でも」

			「でも？」

			「その前に部屋の整理をしないと、夜中になってしまいそうです」

			　総(そう)司(じ)の言葉にヘリオドールは息を飲んだ。そう、自分たちはクッキーの改良を考えるより先に、やることがあった。片付けである。使うものとゴミの分別は終わったが、今からその使うものを片付けなければならないのだ。

			　本来はジークフリートがいたはずなのだが、彼はもういない。

			　ここからは二人ですべてやらなければならないのである。

			「総(そう)司(じ)君……」

			「何でしょうか？」

			「もう少し手伝って……」

			「はい」

			　ここで総(そう)司(じ)が拒否しようものなら、きっと泣き叫んで「帰らないで」と懇(こん)願(がん)していただろう。

			　その言葉は、遊びに来た彼氏が帰ろうとする時に甘えた口調で言うのが、本来の用途である。

			　このように、いつ終わるかも分からないデスマーチに付き合わせるために使用される言葉ではない。

			　数時間後、異臭が立ち込めていた室内に、ほんのりと甘い柑(かん)橘(きつ)類の香りが漂(ただよ)っていた。総(そう)司(じ)が「万が一に備えて持ってきてました」と、思い出したように鞄(かばん)から取り出した芳(ほう)香(こう)剤(ざい)によるものだ。

			　ゴミはなくなった。ヘリオドールが疲労と切なさで半泣きになりながら、焼き払ったからである。

			　必要な物もすべてあるべき場所へ設置され、汚かった喪女の部屋は、小綺(き)麗(れい)な乙女の部屋へとクラスチェンジを果たした。

			「やったわよ、総(そう)司(じ)君！　私たち、やり遂げたのよ……！」

			「おめでとうございます」

			「何言ってんの！　あんたがいたからこそ、頑張ってこれたんじゃないの……！」

			「泣かないでください」

			　床に座り込み咽(むせ)び泣くヘリオドールの肩を叩く総(そう)司(じ)。現在夜の十一時。

			　すでに寝る人は寝て、夜遊びを楽しむ人は楽しんでいる間、二人はずっと片付けを頑張った。

			　何度も挫(くじ)けそうになるヘリオドールを総(そう)司(じ)が「諦(あきら)めてはいけません」と叱(しつ)咤(た)していなかったら、今頃彼女はゴミに囲まれて一夜を過ごしていただろう。

			「それじゃ、僕はこれで」

			　どこかすべてをやり遂げたような達成感をまとわせた総(そう)司(じ)が鞄(かばん)を肩にかける。え、と金色の目を丸くするヘリオドールの異変には、気付いていないようだった。

			　おやすみなさい、ヘリオドールさん。そう言って、玄関へ向かおうとする総(そう)司(じ)の動きがピタリ、と止まった。

			　ヘリオドールが床に座ったままの体勢で、総(そう)司(じ)の両足首を掴んだのだ。

			「あの、ヘリオドールさん？」

			「どこに行くの？」

			「役所の仮眠室をお借りしようかと」

			「私の部屋に泊まればいいじゃない。ベッド貸すから、そこで寝なさいよ。私は床で寝るから」

			　なりふり構(かま)っていられない。鬼のような形相で、無茶苦茶な提案をするヘリオドールの性別は女である。

			　そして、両足首を凄(すさ)まじい力で掴まれた総(そう)司(じ)の性別は男である。

			　オネェ口調の彼氏と、ボクっ子の彼女ではない。ベッドを貸すから泊まれ、自分は床で寝ると言い出したとしても。

			「寝袋を持って来てますから、僕が床でも大丈夫なんですが……」

			「じゃあ泊まって！　お願いだから!!」

			　両目をかっ開いて叫ぶヘリオドールには、色気は感じられない。どちらかと言えば、ホラー映画に登場するヒステリックな女幽霊だった。

			「僕は構(かま)いませんけど、女の人の家に泊まるのはちょっと」

			「え……ん!?　あ、あんたまさか私がそういう意味で泊まれって言ったと思ってるの!?」

			　自分の発言の危うさに気付いたのか、そこでやっとヘリオドールは頬を赤らめた。遠ざかっていた甘いムードが、ほんの少し戻ってきた。

			「ち、ち、ち、違うわよ！　私はただ、今夜眠れそうにないから、あんたにいて欲しいってだけだから!!」

			「はぁ」

			　ますます誤解を招く発言をするヘリオドールだが、総(そう)司(じ)の表情は崩れない。

			　しかし、「この人どうしたのかなぁ」的な空気が、ほんのわずかに流れる。ヘリオドールはハッとすると、眠れない理由を話すことにした。

			「わ、私、慣れない家とか部屋だと、緊張しちゃって寝れないのよ……あの家でも、最初はリリスに泊まってもらったの。誰かがいれば、安心して眠れるから」

			「……分かりました。でも僕は台所で寝袋を使って眠らせてください。僕の気配がヘリオドールさんにまで届けばの話ですけど」

			「多分、いけるわ。それじゃあ、よろしくね、総(そう)司(じ)君！」

			　ようやく笑顔を見せたヘリオドールに、総(そう)司(じ)は「よろしくお願いします」と律(りち)儀(ぎ)に頭を下げた。

			　ひんやりとした空気の流れる台所で、いそいそと鞄(かばん)から寝袋を出し始める少年と、安心した表情でベッドに潜り込む美しい魔女。別に少年は魔女によって惨(みじ)めな生活を強いられているわけではない。

			　こうして、彼らは朝まで一度も目を覚まさず眠り続けるのであった。

			　フラグとはいったい何なのか。

		

	
		
			　

			少年と母親

			　

			「ん……」

			　カーテンの隙間から室内に入り込む暖かな光。ヘリオドールはゆっくりと瞼(まぶた)を開いた。

			　金色の瞳(ひとみ)が最初に映したのは見慣れない天井だった。それをぼんやりと見詰めながら、魔女は思い出した。

			（あ……私の家、昨日なくなったんだった……）

			　そして、役所の職員専用の寮(りよう)に急(きゆう)遽(きよ)引っ越してきたのである。昨夜の死闘による疲労がまだ残っているようで、体がだるい。

			　ベッドから起き上がり、部屋を徘(はい)徊(かい)する。その姿はまるで、生者を求めて彷徨(さまよ)うゾンビのようだった。

			　リビングまで向かうと、隅に黒い鞄(かばん)が置かれていた。総(そう)司(じ)がいつも持ち歩いているものだ。一見、何の変哲もない鞄(かばん)にしか思えない。消火器やドアが入るスペースは、どう考えてもないはずだ。

			「どうなってんのかしら……」

			　気になるものは気になる。ちょっとだけ。ちょっと中身を覗いてすぐに閉めるから。

			　台所から物音がしないことを考えると、総(そう)司(じ)はまだ夢の中にいるはずだ。チャンスは今しかない。

			（いろんな意味で）気になる男子の鞄(かばん)の中身を勝手に見ることへの罪悪感と、何かおぞましい物を見てしまうかもしれないという恐怖感。

			　ドクン、ドクンと脈打つ心臓。こめかみから、流れる一筋の汗。

			　だが、ヘリオドールはため息をついて鞄(かばん)から遠ざかった。人には、やはりやっていいことと悪いことがある。今やろうとしているのは、明らかに悪いことだ。

			（ごめんね、総(そう)司(じ)君……私、間違っていたわ……）

			　ヘリオドールが上司としての威(い)厳(げん)を守り抜いた、その時だった。鞄(かばん)のチャックがジー…と音を立てながら勝手に開いた。

			「え……」

			　周囲の気温が五度くらい下がった気がした。総(そう)司(じ)の世界には、勝手にチャックが開く鞄(かばん)が流通しているのだろうか。いや、そんなはずはない。

			　あれほど見たいと思っていた鞄(かばん)の中を、今なら見られる。絶好の機会のはずなのに、ヘリオドールは後(あと)退(ずさ)りした。

			「な、何、何なの……？」

			　ヘリオドールの言葉に反応するように、中から白い物が出てきた。

			　人間の手だ。ペンキで塗られたように真っ白なそれは、五本の指を各自バラバラに動かし、見る者に嫌(けん)悪(お)感と恐怖を与えた。

			　ヘリオドールが悲鳴を上げようとすると、鞄(かばん)からにゅっと同じく真っ白な人間の脚が伸びてきた。それも二本。男性のものなのか、引き締まった脚だった。

			「ヒィィィィィィ!!」

			　ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺた。

			　二本の脚を使って鞄(かばん)がヘリオドールを横切って窓へ向かっていく。

			　そして、奇妙な動きを見せていた手が、腕をさらに伸ばしカーテンをガッと掴み、開いた。室内を照らす、神聖な早朝の光。

			「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

			　平和かつ穏やかな朝をぶち壊す悲鳴。ヘリオドールは台所に向かって走り出した。

			「総(そう)司(じ)君！　総(そう)司(じ)君!!」

			「おはようございます、ヘリオドールさん」

			　鞄(かばん)の持ち主はすでに起床して、台所で何かを作っていた。材料を見るとクッキーのようだ。小皿にのったナッツ類やベリー系の果実は、生地に練り込む具だろうか。さらに白い三角巾とエプロンを装備している女子力の高さ。

			　いつもなら気配をまったく感じさせずに作っていた少年に引いていたところだが、今日のヘリオドールは、それどころではなかった。大事件が起こったのである。

			「鞄(かばん)！　鞄(かばん)が!!」

			「鞄(かばん)？」

			「あんたのよ、あんたの！　あんたの鞄(かばん)が!!」

			「僕の鞄(かばん)が……ですか？」

			　こてんと、首を傾げたあと、総(そう)司(じ)はヘリオドールに腕を引っ張られ、リビングへとやって来た。

			　が、鞄(かばん)は何事もなかったかのように、元の場所に置いてあった。チャックは閉じられており、白い手足もはみ出していない。

			「あ……れ……？」

			「きっと寝ぼけていたんですよ。気にしないでください」

			「え、あ、うん……私ったら幻覚でも見てたのかしら……」

			　静かに台所に戻っていく総(そう)司(じ)を見詰めながら、ヘリオドールは自分の頭をぺちんと叩いた。いくら疲れていると言っても、幻覚を見るようになってはおしまいだ。

			　自(じ)嘲(ちよう)しながら、窓へ視線を向ける。閉め切っていたはずのカーテンは全開になっていた。

			「も、もう！　私ってば自分でカーテン開けたことも忘れちゃったのね！　馬鹿馬鹿！　馬鹿な私！」

			　そう自分に言い聞かせるヘリオドールの顔は血の気が引き、手は小刻みに震えていた。あれは幻覚。寝(ね)惚(ぼ)けて見てしまった幻覚。心の中で必死にそう唱えると、台所で作業をしていた総(そう)司(じ)が「朝ごはん食べますか？」と声をかけてきた。

			「ヒィィッッ」

			　ヘリオドールは、それに過敏に反応した。

			「……昨日、夕ごはんをくれた人がまたやって来て、スープと朝焼いたばかりのパンをくれました。早速食べませんか？」

			「え!?　ホントに!?」

			　絶賛爆睡中の時に現れた食堂の職員が、応対する総(そう)司(じ)を見てニヤニヤしていたことをヘリオドールは知らない。「お熱い夜を過ごしたのかしら？」と聞いてきた職員に総(そう)司(じ)が「換気で窓をずっと開けてたので寒かったです」とすっとぼけた返答をしたことも。

			　職員は若いのはいいことだと微笑(ほほえ)みながら帰っていった。真実を知ったら、彼女はおそらく哀れみの涙を流すだろう。

			「……ん？　そんであんたはどうしてクッキーを作ってたの？」

			「昨日ヘリオドールさんのクッキーを食べてたら、自分でも作ってみたくなりまして」

			「だからって、こんな朝っぱらからやらなくてもいいじゃない……の……」

			　台所から漂(ただよ)う甘い香りに、ヘリオドールは言葉を止めた。ぐうう、と代わりに腹が唸り声を上げる。

			　凍(こお)り付く上司に、部下は顔色一つ変えず「ごはん食べましょう」と言った。

			　この少年の無表情が平常運転であることに、これほどまでに感謝する機会が来るとは。ヘリオドールは何度も頷(うなず)いた。

			　

			　貰ったパンとスープで朝食を済ませた頃に、クッキーはちょうど焼き上がった。食欲をそそる甘く優しい香り。

			　ヘリオドールは小刻みに震える手で、クッキーを一つ摘み、かじってみた。さくっ、という食感と生地の甘み、そしてナッツの香ばしさ。

			　これが女子力の本気。ヘリオドールは膝(ひざ)から崩れ落ちた。

			「な、なんっ……」

			「ナン？」

			「何であんた、こんなに美(お)味(い)しいのよ……チェーンソーとか消火器振り回してるくせに……」

			「母の手伝いをしていたので」

			　そう言いながら総(そう)司(じ)は鞄(かばん)から携帯電話を取り出した。誰かにメールか電話をするのかと思いきや、テレビを見始めた。

			　気になってヘリオドールは後ろから携帯電話の画面を覗き込んだ。

			「ニュース？　それとも録画したアニメ？」

			「いえ、相撲です」

			　はっけよーい、のこった！

			「そこはアニメでしょ!?　対相撲用のツッコミなんて考えてなかったわ!?」

			「いえ、さすがに人様の家で朝からアニメを観るのは抵抗が」

			「相撲だって同じよ!?」

			　しかも、かなり真剣に見ている。ある推測が浮かび、ヘリオドールは後ろから尋ねた。

			「あんた、もしかして力士になりたいの……？」

			「僕には格闘系スポーツは向いてませんから」

			「嘘つけ！」

			　ふう、とため息をついてヘリオドールは立ち上がった。

			　そして、いそいそと帽子を被る。

			「私はジークフリートが生きてるかどうか見てくるから、あんたはちょっと待ってて」

			「じゃあ、僕も……」

			「あ、あんたは駄目。二人でこんな朝から一緒に行ったら、絶対に誤解されるから！」

			「はあ」

			　驚くほどに何の展開もなかったとはいえ、総(そう)司(じ)がヘリオドールの部屋に泊まったと噂(うわさ)が広まるのは確実に避けたい。ここは総(そう)司(じ)に我慢して留守番をしてもらいたい。

			「な……何でもしてあげるから」

			「……じゃあ、くつろいでますので」

			　最早、年頃の少年を部屋に一人きりにさせておく危険性に、ヘリオドールが気付く余裕もなかった。

			「それじゃ、誰か知ってる人が来ても開けちゃ駄目よ」

			「知らない人はどうしますか？」

			「とにかく誰が来ても開けないで」

			　そう言ってヘリオドールが部屋から出て行く。それを「行ってらっしゃい」と見送る総(そう)司(じ)。

			　しかし、この言いつけは、この五分後破られることとなる。それを同僚の身を案じるヘリオドールは知る由もなかった――。

			　

			「ヘリオドール？　ヘリオドール!?」

			　ヘリオドールが寮(りよう)を出て五分後、０２１号室の扉の前には、顔面蒼白になりながら、娘の名前を必死で呼ぶモルガナの姿があった。

			　モルガナの自宅に、中心部で暮らす魔女仲間が訪れたのは、明け方のことであった。その魔女から、ヘリオドールの自宅が何者かによって爆破されてしまったらしいと聞き、いても立ってもいられなくなったのだ。

			　どうやら娘自身は無傷で脱出して、この役所の職員専用の寮(りよう)に移ったようだが、それでも直に無事を確認するまでは安心できなかった。

			　何度も呼びかけているものの、扉が開く様子はまったくない。魔女仲間が役所の食堂で働く女性から聞き出した部屋は、ここで間違っていないはずなのだが。

			　不在なだけなのだろうか。様々な疑問や不安に、モルガナの顔色がますます悪くなっていく。

			　きい、と扉が開いたのは、役所に直接行ってみようかと考えた時だった。

			「ヘリオドール！」

			　ようやく娘と。そんな喜びに泣き笑いを浮かべるモルガナだったが、すぐに扉の向こうにいた人物に、赤紫色の瞳(ひとみ)を丸くした。

			　そこにいたのは、ヘリオドールではなく、黒髪の少年だった。

			「あの……ヘリオドールさんなら、今役所に行っていますけど」

			「え……えっと、あなたは？」

			「ヘリオドールさんの部下です」

			「部下……」

			　モルガナはまじまじと少年を見た。大人しそうな見た目をしているが、こんな温和そうな少年があのハリケーンのような娘を上司に持って大丈夫なのだろうか。

			　予想外の人物の登場に脱力していると、少年はぼんやりとした表情で、モルガナをじっと見詰めていた。

			「ヘリオドールさんに何か御用でしたら、一緒に役所に行きましょうか？」

			「いえ……」

			「でも、ヘリオドールさんの名前をすごく心配そうに呼んでいましたよね」

			「家が爆発したと聞いたから、不安になって来たの。どこも怪(け)我(が)はしていないかしら？」

			　ヘリオドールの母親だと名乗らなかったのは、少年に対してある予感がしたからである。

			　部下と言っても、異性を一人部屋に残して外出など普通は考えられない。それをやってのけるということは、少年をそれだけ信頼しているということだろう。

			　つまり……。

			「ヘリオドールさんは、どこも怪(け)我(が)はしてませんよ。安心してください」

			「そう……」

			「……あの？」

			　総(そう)司(じ)の声に、わずかに困惑の色が混ざる。モルガナが突然総(そう)司(じ)に輝いた眼差しを向け始めたのだ。

			　そして、モルガナは総(そう)司(じ)の両手を握った。
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			「あの子をお願いね……！」

			「え、あ、はあ」

			「それじゃあ、ヘリオドールが帰ってきても私がここに来たことは秘密にしてもらえるかしら？　あの子、きっと恥ずかしがるだろうから」

			「……では、僕があなたに会ったことも秘密にしてもらえますか？　一応ヘリオドールさんに誰が来ても開けるなと言われましたので……」

			「ええ！　もちろん！」

			　幸せそうに立ち去っていくモルガナに、総(そう)司(じ)は「そういえば、名前聞いてなかった……」と呟(つぶや)きつつも見送った。

			　モルガナも内心「そういえば名前聞いてなかったわね……」と思いつつも、そのうち娘から紹介してくれるだろうと深く考えないことにした。

			　そして、母親がとんでもない誤解をしていると知らずに、その頃ヘリオドールはジークフリートに平謝りをしているのだった。

			　

			　一週間後。総(そう)司(じ)がいつも通り家の近くの洋館に到着すると、その扉の前にはヘリオドールが待ち構(かま)えていた。それも、満面の笑みを浮かべて。

			「やったわ、総(そう)司(じ)君！　昨日、お母さんがうちに遊びに来たんだけど、クッキーすっごく喜んでくれたの！」

			「おめでとうございます、ヘリオドールさん」

			「あんたのおかげよ、総(そう)司(じ)君……！」

			　総(そう)司(じ)のクッキーを食べたヘリオドールは、あることに気付いた。彼に作り方を教えてもらえば、誰でも食べられるクッキーが作れるのではないかと。

			　それから母親が自宅に訪れる日がやって来るまでの間、ヘリオドールは総(そう)司(じ)に付き添われながら頑張った。

			　フィリアにも味見をしてもらった。もちろん、その前に男性陣に毒味をさせてから食べてもらったが（総(そう)司(じ)は何でも美(う)味(ま)いと言うので役に立たなかった）。

			「こんなに美(お)味(い)しいクッキー、初めて食べたって言ってくれたのよ！　私、お母さんに料理とかお菓子で褒(ほ)められたの、生まれて初めてだったの！」

			「前のも美(お)味(い)しかったですけど、もっと美(お)味(い)しくなりましたからね」

			　いい方向に進化を遂げた、そのクッキーを食べたジークフリートの感想は「味覚が誤作動を起こしたかと思った。普通に美(お)味(い)しい」だった。そのぐらいヘリオドールは成長した。

			　彼女は大いなる一歩を踏み出したのである。

			「でも変なのよ、お母さん……」

			「どうしたんですか？」

			「すごい優しい顔で『お母さんは、あの子とのこと応援するわ』って言われたの……いったい誰のことかしら？」

			「さあ……」

			　ヘリオドールと総(そう)司(じ)はただ首を傾げるしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユグドラシル城には、地(ち)下(か)牢(ろう)が存在する。そこには多くの重罪者が閉じ込められており、処刑のために出されるか病や老(ろう)衰(すい)で死んで出されるかのどちらかしかない。

			　だが、さらにその下にもう一つ地(ち)下(か)牢(ろう)がある。ノルンの国民はおろか、並の兵士ですら、その存在を知ることはない。『存在してはならない』罪人を閉じ込め、周囲から隠す。その二つの役割を、その地(ち)下(か)牢(ろう)は持っていた。

			　ジークフリートはその暗闇の中を歩く。カツン、カツンと規則正しい靴の音が大きく響く。

			　牢(ろう)の中の者たちは皆、生気を失った目でジークフリートを見ていた。その虚(うつ)ろな眼差しから伝わる憎しみや悲哀に、ジークフリートは顔色を変えることはなかった。

			「ジ、ジークフリート様！」

			「……何の用だ」

			　冬の風を思わせる凍(い)てつくような声で尋ねる男を呼んだのは、髪と髭(ひげ)を無造作に生やした、四十代ほどの男だった。垢(あか)にまみれた顔をしており、すえた臭いをまとっている。

			　男が縋(すが)り付くように泣き笑いを浮かべ、牢(ろう)の檻(おり)にしがみつきながら叫ぶ。

			「ジークフリート様。あれから二十年経ったんですよ。もういいじゃないですか、開けてくださいよ」

			「…………………」

			「あの時のことは俺たちも悪かったと思ってます。あの時はつい魔が差したんだ。ほら、裏切りなんてよくあることじゃないですか？　あの魔族のガキも、勇者に惚(ほ)れたから人間側についた！」

			「…………………」

			「……自分の命が可愛くて何が悪いんですか!?　あんな状況で、まさか人間側が勝つだなん、て……」

			　自分を静かに見詰めていたルビーレッドの瞳(ひとみ)が濃くなっていくのに気付き、男は言葉を途中で止めた。血の如く鮮やかなそれから放たれる殺気に、全身が小刻みに震える。

			　赦(ゆる)しを乞うべきではなかった。男が慌てて弁解の言葉を告げようと口を開くが――。

			　ジークフリートが牢(ろう)の隙間に手を差し入れるのが先だった。

			　その手から放たれた爆炎が男の体を飲み込む。暗黒の地下牢(ろう)獄(ごく)を照らす炎色の光。谺(こだま)する断(だん)末(まつ)魔(ま)。瞬時に全身を焼き尽くされた男の体が、その場に倒れ込む。

			「うぅ……」

			　男は生きていた。焼かれた皮(ひ)膚(ふ)がゆっくりと自己再生していく。だが、気が狂うほどの熱を帯びた痛覚までは、簡単には癒(い)えない。

			　清潔とは言えない床に体を擦り付けて熱を逃がそうとする男を、ジークフリートは冷淡な眼差しで見下ろした。

			「人間なら簡単に炭に変えるほどの熱だったんだがな。中途半端であっても魔族は魔族か……」

			「ち……違う。俺は人間です。俺はにんげ……」

			　掠(かす)れた声で反論しようとする男の右足が爆(は)ぜる。もはや悲鳴を上げることすらできず、男は涙を流しながら、激痛に嘔(おう)吐(と)し、傷が治癒するのをひたすら耐えた。それしかできることはなかった。

			　その様子を見ていた他の囚人たちは息を飲み、早くジークフリートが立ち去るのを待った。それに気付いていたジークフリートは、低い声で彼らに告げた。

			「俺ならお前たちを簡単に殺すことができる。だが、それはしない。どうしてか分かるか？」

			　怯(おび)えとほんの少しの怒りが込められた視線を集めながら、言葉を紡(つむ)ぐ。その姿からは、普段妖(よう)精(せい)霊(れい)や部下と接している時の優しさや穏やかさは、一切感じられない。

			　そこにいたのは、魔族の本性を剥(む)き出しにした男だった。

			「俺はさっさと殺すなんて生(なま)温(ぬる)いやり方は赦(ゆる)さない。お前たちには数え切れないほどの苦しみや絶望を味わってもらってから、この薄汚い場所で無様に死んでもらう」

			　囚人たちは反論することなく、彼の逆(げき)鱗(りん)に触れぬように格子から離れて体を丸めた。

			　それを見たジークフリートは、複雑な表情を一瞬だけ見せてから歩き出した。

			　憤(ふん)怒(ぬ)ばかりが宿っていたルビーレッドの瞳(ひとみ)には、今は迷いという感情が溶かし入れられていた。

			　

			　地下牢(ろう)獄(ごく)の最奥部の牢(ろう)には、青みを帯びた結界が何重にも張られていた。

			　その結界から伝わる強力な魔力に、ジークフリートは背筋を震わせるも、平常心を保ちながら牢(ろう)の前に腰かける人物に声をかけた。

			「久しぶりだな……アイオライト」

			「よっ、ジーク。年のくせに相変わらずのイケメンぶりだな」

			　夜明け前の空を連想させる藍(あい)色の髪と、野に咲く菫(すみれ)のような藤色の瞳(ひとみ)。十歳ほどの見た目の少女は、ジークフリートを愛称で呼ぶと、青いワンピースの裾をはためかせ椅子から降りた。

			　旧友との再会に笑顔を浮かべるアイオライトとは対照的に、ジークフリートは呆れを含んだため息をついた。

			「世界中から結界専門の魔術師を集めてくるまでの間、『奴』の見張りを頼まれたのはお前だったというわけか……」

			「いやー、隠居生活もいい加減飽きて来たから、何か仕事したくなってさ」

			『よく言うわ……死にぞこないのくせして』

			　楽しそうに笑うアイオライトを笑ったのは、牢(ろう)の中で閉じ込められていた人物――いや、魔族だった。

			　魔王戦争で肉体を失って今は魂だけの存在となり、静寂の世界『ニブルヘイム』に永遠に幽(ゆう)閉(へい)されるはずだった。だが、脱獄を果たして人間たちに復讐をしようとしていた『暗黒竜』ニーズヘッグ。

			　手始めにノルンの妖(よう)精(せい)霊(れい)をすべて喰い尽くそうとしていた計画を一人の少年に潰され、二代目の魔王レイラに人間と魔族の均(きん)衡(こう)を保つためにとユグドラシル城に預けられた哀れなドラゴン。

			　現在は他の魔族の体を依(より)代(しろ)にしなければ本来の力を発揮できないどころか、普段の姿は小さな黒いトカゲにしか見えない。

			　ニーズヘッグがジークフリートへ視線を向ける。

			『お前がジークフリートという半端者か……魔族の血を引いていながら、人間の軍について戦ったらしいが』

			「俺もお前と会うのは初めてだな、ニーズヘッグ。どうだ、アイオライトの結界の中の居心地は？　今のお前にはちょうどいいだろ？」

			『何を……こんなもので暗黒竜を封じられるとでも……！』

			　挑発に乗ったニーズヘッグが結界に突進して、青い障壁に激突した。全身をビクビクと痙(けい)攣(れん)させる暗黒竜に、アイオライトが腹を抱えて笑った。

			　そんな少女にジークフリートは静かに告げる。

			「……死にぞこないか。今のニーズヘッグに力はほとんどない。結界を張る役目は、お前でなくても良かったはずだ」

			「……いいだろ？　アタシはもう少しで『壊れる』。その前に慈(じ)善(ぜん)活動くらいさせろって」

			「結界を張るのにも相当な体力と魔力を消費する。死が早く近付くと分かってるのか？　いや、分かってやっているんだろうな……」

			　諦(あきら)めたようにジークフリートが笑う。

			「死にたがりだな、お前は……」

			「うっさい。それよか、もうすぐでいろんなところから、この暗黒竜様の監視役の魔術師様たちが来るんだろ？　それでアタシの仕事は終わりだ」

			「ああ。だから村にかえ……」

			「だから、ちょっとだけ役所で遊ばせてくれよ」

			　アイオライトからの思わぬ提案に、ジークフリートは顔をしかめた。

			「あそこは遊ぶところじゃないぞ」

			「分かってる、分かってる。しばらく働かせてくれってことだよ」

			　頼むよ、と上目遣いで懇(こん)願(がん)する少女に、ジークフリートはしばらく考えた後に前髪を掻き分けた。そうして、困ったような口調で問いかけた。

			「お前はただ……ニーズヘッグを倒したウトガルドの子供が見たいだけだろう」

			「そうそう。だって、気になるじゃんか。『あの子』と同じ世界からやって来た『あいつ』にそっくりな子供なんて」

			「分かった……手配しておく」

			　ジークフリートがそう言えば、アイオライトは無邪気な笑みを浮かべて、その場で飛び跳ねた。ワンピースの裾が捲(まく)れて白い脚が露となる。

			　そこにはいくつもの亀(き)裂(れつ)が入っていた。彼女はもうすぐで『壊れる』。この亀(き)裂(れつ)はその証拠だ。

			（お前は総(そう)司(じ)に『あいつら』の面影を見出したいだけなんじゃないのか……）

			　それしか、この『聖剣』が自らの死期を早めてでも、あの少年に会おうとする理由はなかった。

		

	
		
			　

			間章・少年の部屋

			　

			　ヘリオドールの不可視の魔法は完(かん)璧(ぺき)である。幼い子供と総(そう)司(じ)以外のすべてのウトガルドの人間には、ヘリオドールの姿は見えないはずだ。

			「あら、総ちゃん。そのお隣の綺(き)麗(れい)な女の人は恋人さん？」

			　なのだが、その例外が発生した。とある日曜の夕方、アルバイトを終えた総(そう)司(じ)をウトガルドに連れ帰った時のことだ。洋館から出てすぐに通りかかった女性に、そう言われたのである。

			　どうして私の姿見えんの、この子。それだけでも衝撃的だったのに、さらなる一撃がヘリオドールを襲った。

			「違うよ、バイト先の先輩」

			「そっかぁ。優しそうな人ね」

			　女が総(そう)司(じ)の頭を撫でたのである。しかも、総(そう)司(じ)は女に対してタメ口。

			　この幼(おさな)馴(な)染(じ)みなオーラは何なのだろう。

			「総(そう)司(じ)君……その人は……」

			「僕の母です」

			「嘘ならもう少し無理のない嘘にしなさいよ」

			「いえ、だから僕の母ですってば」

			　総(そう)司(じ)の場合、ポーカーフェイスの技能が神クラスのせいで、その言葉が真実か非常に判別しにくい。

			　彼の性格を考えれば嘘なんてつかないだろうが、何せ女の見た目が若い。二十代前半にしか見えない。ヘリオドールがうんうん唸っていると、女は丁寧に頭を下げた。

			「初めまして、総(そう)司(じ)の母の藤(ふじ)原(わら)愛(あい)華(か)です」

			　ヘリオドールは、総(そう)司(じ)の美少女や美女に対する耐性がどうして高いのか、この時何となく分かった気がした。

			　

			　そして、ヘリオドールは藤(ふじ)原(わら)家にご招待されていた。総(そう)司(じ)の母親――愛(あい)華(か)が「良かったら、ご飯食べていきませんか？」と誘ってきたのだ。見ているだけで癒(い)される愛らしい笑顔。どうしてその笑顔、息子に受け継がれなかったのか。

			（にしても、総(そう)司(じ)君の警戒心のなさはお母さん譲りかしら……）

			　父親は出張中らしい藤(ふじ)原(わら)家にお邪魔してから早十数分。愛(あい)華(か)はヘリオドールに温かな緑茶を淹(い)れてから、台所に向かった。彼女からはヘリオドールへの警戒心がまったく窺(うかが)えない。

			　こんなコスプレみたいな格好をした女性が、息子のバイト先の先輩なのである。ヘリオドールが愛(あい)華(か)の立場であるなら、自分の子供の職場環境を案じるはずだ。

			　こんな不審人物を家に入れるなんて、この惨(さん)状(じよう)を父親が見たらどう思うのか。まだ見ぬ彼だけは、この一家の良心だと信じたい。

			「それではヘリオドールさん、ごゆっくり」

			　ここで、ずっとリビングでヘリオドールと一緒にニュースを見ていた総(そう)司(じ)が立ち上がった。ヘリオドールは、彼の制服の裾を掴んだ。

			「ちょっと、どこ行く気？」

			「自分の部屋に行きます。明日の学校の準備を今のうちに……」

			「私は？　私はどうなるの？」

			「？　ですから、ここでごゆっくりと……」

			「客人リビングに残して自分の部屋に行くって、あんたそれ一番駄目なパターン!!」

			　ごゆっくりと言われて、一人ぼっちでリビングでのんびりできるほど、ヘリオドールの神経は図太くない。

			「じゃあ、一緒に行きますか？」

			「へっ」

			「僕の部屋に」

			　

			　なぜこんなことに。ヘリオドールは緊張のあまり吐きそうになっていた。

			　初めて訪れた総(そう)司(じ)の部屋の中心で正座をしながら、周りを見渡す。さすがアニメオタク。棚には漫画や小説、ゲームがびっしり揃えられていた。

			　しかし、学生らしく勉強道具もきちんと完備されているし、毛糸や布などの手芸道具もある。

			　要するに何でも置いてある。それに、ちゃんと整理整頓されてある。

			（ここは本当に男子高校生の部屋なの……？）

			　普通、男子高校生の部屋はもう少し散らかっているものだ。その辺に脱いだ服やいかがわしい本が投げ捨てられているはず。それもなければ、アニオタっぽくフィギュアやポスターも飾られていない。

			　何だ、このクリーンな空間。机には小さなサボテンまで飾られている。

			「ひぃぃ……」

			　ある意味居心地が最悪である。フィリア辺りなら喜んだだろうが、総(そう)司(じ)に対して高校生という印象が強すぎるヘリオドールには、違和感ばかりが感じられた。

			　何か、何か高校生らしさを。

			　血眼でそれっぽいものを探すヘリオドールを無視して、総(そう)司(じ)が鞄(かばん)に明日の授業で使う教科書、ノートを入れていく。

			　殺(さつ)伐(ばつ)とした雰囲気すら漂(ただよ)い始めた時だった。ヘリオドールはベッドの下に置かれていたものに気付いて取り出した。

			　それはカバーが外された数枚のＤＶＤだった。ヘリオドールは勝利を確信して叫ぶ。

			「あった!!　ＡＶ!!」

			「それはクラスメイトからの借り物です。僕のものじゃありませんよ」

			「白々しいわね。それにまだ十八歳にもなってないのに、こんなもんを観てる時点で、あんたも同罪よ」

			　この少年にもこんな生々しい一面があったなんて。湧き上がる背(はい)徳(とく)感(かん)にヘリオドールが興奮していると、総(そう)司(じ)がＤＶＤプレーヤーを起動させ始めた。

			「一緒に観ましょう」

			「え、あの、これ、あんた何のＤＶＤか分かってる？」

			「分かっています」

			　想定外の展開だ。ヘリオドールは頬を紅(こう)潮(ちよう)させてＤＶＤプレーヤーを止めようとするが、パニックっているせいで両手をバタバタ動かすことしかできない。

			　やがて、黒かったテレビ画面に映像が映し出された。

			　空。青空をバックに表示されたタイトルは、その一文字であった。タイトルが消えると、そのまま青空の映像のみが残った。

			　一分経過。二分経過。三分が経過したところで、ヘリオドールが口を開く。

			「……これ、画面変わらないわよ」

			「変わってますよ。ほら、雲の位置が微妙に変わってます」

			「ちなみにこれ、何のＤＶＤ？」

			「空のＤＶＤです」

			「……他のＤＶＤもこんな感じなの？」

			「霧吹きが発射される動画、世界中の信号機を紹介する動画などがあります」

			　テレビからは一切音が聞こえず、二人きりの室内には羽音にも似たプレーヤーの起動音のみが聞こえるだけだ。静寂の中に静かに佇(たたず)む青い狂気。

			　ヘリオドールが隣に視線を向けると、総(そう)司(じ)の口角はわずかに上がっていた。

			（笑ってる……こんなものを見て……）

			　貴重な表情が今は怖くてたまらない。

			　実のところ、総(そう)司(じ)は単に異世界の人間とこうしてＤＶＤ鑑賞をできることに喜んでいた。それが本人の口から語られるのは後日のことだ。

			　この時点ではヘリオドールは真顔で四角い画面の中の青を見詰めることしかできなかった。

		

	
		
			　

			少年とクエスト課

			　

			　ティターニア来訪から一ヶ月経った頃、フレイヤの国から一枚の手紙がウルドの役所に届けられた。

			　差出人は美しく可(か)憐(れん)な姫君、ティターニア。受取人は役所にやって来てからまだまだ日の浅い藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)。

			　総(そう)司(じ)は手紙を受け取ると、休憩室で椅子に座って封筒を開けた。休憩室の外では大勢の職員が少年の様子を窺(うかが)っている。

			　無理もなかった。都市の中心である役所で働いていれば、それなりの生活は保証されるものの、さすがに王族と関わり合うことなど、ほとんどない。

			　それも他国のハイエルフの姫。雲の上の存在の人物からの手紙に、総(そう)司(じ)ではなく他の職員たちがどよめいた。

			『漆(しつ)黒(こく)の魔手』に狙われたティターニアを総(そう)司(じ)が助けた。

			　あの日、役所にいなかったほとんどの職員はそうとしか聞かされていなかった。

			　手紙を読み進める総(そう)司(じ)を覗き見ていた職員は、歯(は)軋(ぎし)りをした。何と書いてあるんだ。驚いたりにやついたり悲しんだりしない、徹底したノーリアクションのため、まったく内容が想像できない。

			「何だ？　何て書いてあるんだ……？」

			「思い切って聞いてみるか？」

			「いや、でも……それであいつ怒らねえかな？　『漆(しつ)黒(こく)の魔手』のリーダーを半殺しにしたの、あいつなんだろ？」

			　お前聞いてみろよ。嫌だよ、お前行け。

			　誰があの総(そう)司(じ)へ内容を聞き出すという大役を務めるのか。自分は怒られそうだから他の奴に任せたい。

			　そんな他力本願精神の集まりだったため、皆が皆、牽(けん)制(せい)しあっていたのだが――。

			「それティターニア姫からの手紙かい？」

			　一人の狐耳の男が軽い口調で総(そう)司(じ)に話しかけた。

			　もっとも、その彼は姫の起こした騒動や事件の真実をどこかで聞いていたらしく、手紙に何が書かれているかは、だいたい想像がついていたが。

			　少し長めの黒髪を指で弄(いじ)りながら聞いてきた男に、総(そう)司(じ)は素直に手紙を見せた。

			「こちらは元気にやってます、ソウジ様。と書かれています」

			「そりゃ良かった」

			　呆れが混じった笑みを浮かべる狐耳の男――オボロの後ろで、しかし、覗き見軍団が仰天する。これはいったい全体どういうことか。

			　秘密を探るべく、二人の会話に耳を傾けようとした時だ。総(そう)司(じ)が入り口のほうに虚(うつ)ろな眼差しを向けた。それから手招き。

			「あ、皆さん僕たちに構(かま)わず入ってきて、ゆっくり休んでくださ……」

			「失礼しました！　ごゆっくりどうぞおおおおおお!!」

			　一斉に逃げ出す連中に、オボロは肩を竦(すく)めた。

			　ティターニアが『漆(しつ)黒(こく)の魔手』に狙われていたこと、そのリーダーであったバイドンを総(そう)司(じ)が倒したことは、もちろん事実だ。

			　また、そもそも以前から、魔術師としては有能な所長の魔法をものともしない新人として、恐れられてもいた。

			　しかし、今回の件で総(そう)司(じ)の名はより広い方面に知られるようになった。

			　もう役所内で彼を知らない者はいないだろう。いや、役所だけではなく、酔っ払い改心事件に加えて今回の件で、街での知名度も上がっている。

			　ヘリオドールが可愛がり、あの保護研究課の美少女や鑑定課のオーガが慕(した)う人物。

			　そんな彼に次に惹(ひ)かれたのは、異国の姫だった。

			「ティアさん、元気にしてるみたいです」

			　総(そう)司(じ)との出会いを果たし、ティターニアは覚(かく)醒(せい)した。総(そう)司(じ)とブロッドと三人で街巡りをしている間に、彼女は本来の明るさを取り戻していった。

			「でも、ティアさんのお母さんはまだティアさんをあまり知らない人と結婚させようとしているみたいですね。大丈夫でしょうか」

			　結果として、今回も総(そう)司(じ)は様々な影響を残した。宝石店〝妖(よう)精(せい)の涙〟には連日大勢の客が訪れ、フレイヤの国のエルフからも高く評価された。

			　こちらの国でも、ゴブリンなどの小人族による宝石細工の技術の高さが認識され始めていた。熱心な宝石細工の見習い職人などは、すでに小人族が住む辺境の地へ、修行のため赴(おもむ)いているほどだ。

			　だが、一番変わったのはやはりティターニアだろう。何とか婚約の話を白紙にしようと、女王と日々ぶつかり合っているとのことだ。

			「ティターニアさん、いつかお母さんと和解できるといいですね」

			「……姫が幸せになれそうなのはいいことなんだろうけど、あそこまで漢(おとこ)らしくなっちゃって、さすがに亡くなった国王もいたたまれないんじゃ」

			「そうでもないぜ」

			　オボロの懸念を否定したのは、いつの間にか総(そう)司(じ)の背中に張り付いていた藍(あい)色の髪に藤色の瞳(ひとみ)を持った、幼い少女だった。総(そう)司(じ)の黒髪を弄(いじ)くりながら、思い出を語るような口調でその根拠を述べた。

			「あの王様ね、自分は結構病弱だったから、妻や娘には常に強くいてくれって思ってたんだよ。その旦那さんの願いを叶えるべく、女王様は強くて正しい母親を目指して、娘に相応(ふさわ)しいって思った相手と結婚させようとしたのさ。それが娘の幸せに繋がるとは限らないというのにも気付かずな」

			「で、姫は姫で本当に強い人に出会って……って何でフレイヤの王のことに詳しいの、君。ていうか、誰!?」

			　オボロの素朴な疑問に、その少女――アイオライトは、にっと笑ってみせた。

			「アイオライト。こないだクエスト課に入った。よろしく頼むぜ、生意気そうな狐君！」

			「あ、ああ……」

			「何だよ、愛想悪いな。ソウジに挨拶した時は、ちゃんと『よろしくお願いします』って言われたんだぜ？　鉄仮面みたいな顔だったけど」

			「僕は褒(ほ)められているんですか？」

			　アイオライトと総(そう)司(じ)の会話に、オボロは脱力しながらも、アイオライトに警戒心を覚えた。オボロは自分がそれなりに腕の立つ魔術師だと自覚している。

			　それなのに、今、アイオライトが背後にいたことに、まったく気付けなかったのだ。保護研究課のジークフリートは元軍人らしく、彼の気配が読めないのは分かる。

			　しかし、こんな自分よりずっと小さな少女が、そんな芸当ができるとは考えられなかったのだ。

			（何者だ、このチビ……）

			　オボロの勘ぐるような視線に気付いたアイオライトが、青年のほうを振り向く。

			　そして、少し困ったように、笑って人差し指を口の前に置いた。何も言わないで欲しいと言うように。
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			「な、ところでアタシはお前をクエスト課に連れてきてくれってヘリオドールから言われて来たんだよ。今、あいつが受付やってて、他の仕事に回れないから、雑用を頼むってさ」

			「はい。もう少しで休憩時間も終わりますし……」

			「よーし、じゃあ行こうぜ！」

			　嫌な顔一つせず頷(うなず)いた総(そう)司(じ)に気を良くしたアイオライトが、少年の背中に再び飛び乗った。突然のことにオボロは、ぎょっと目を見開いた。

			「背骨折れてない!?」

			「狐テメー、アタシがどんだけ超重量級だと思ってやがんだ」

			「心配しないでください。アイオライトさん、軽いですから」

			　完(かん)璧(ぺき)な紳士ぶりである。何の前触れもなく背後から乗って来られたら、いくら軽くても怒っていいのに。

			　天然たらしは恐ろしいなあ、と思いながら、オボロはアイオライトをおんぶしたまま去っていく総(そう)司(じ)を見送った。

			　

			　ダンジョンに潜り魔物を狩り、その戦利品やアイテムを手に入れることを生(なり)業(わい)とする冒険者が役所に訪れる理由は、主に二つある。

			　一つは、鑑定課で持ち帰ったアイテムの価値を調べてもらうこと。

			　もう一つは、クエスト申請課で短期のクエスト、つまり依頼を受けることだ。

			　村の近くに棲(す)み付いた魔物を退治して欲しい、特定の魔物を倒してその部位を手に入れて欲しい、などと言った冒険者らしい内容もあれば、家の大工仕事を手伝ってもらいたい、ペットの世話をしてもらいたいと言った内容まで。

			　様々な仕事がウルド中から集められ、その仕事を冒険者に提供するのが、クエスト申請課の仕事だった。

			　鑑定課と同じように、クエスト申請課の周辺は、多くの冒険者であふれ返っていた。重厚な鎧(よろい)をまとった剣士や斧(おの)使いがいれば、軽装の弓使いもいる。

			　単独での冒険者がいれば、複数でチームを作っている冒険者もいる。

			　そんな彼らのうちの数人は、ある職員の姿を見るなり、目付きを変えた。

			　深い黒色の髪と見慣れぬ異世界の衣服。感情の見えない、まだ幼さの残る少年の顔付き。星のない夜の空の色をした瞳(ひとみ)。

			　フレイヤのティターニア姫を、たった一人で犯罪者ギルド『漆(しつ)黒(こく)の魔手』から守ったとされる職員。たった今、背中に幼女を背負っている少年だ。少年からはこれっぽっちも魔力を感じられない。

			　それもそのはず、彼は魔法や妖(よう)術(じゆつ)は使わないらしい。そして、その痩(そう)身(しん)からは想像できないほどの怪力を秘めているとか。

			　役所の職員で留まるにはあまりにももったいない逸材。ダイヤモンドの原石が目の前を練り歩いている。彼を何とか自分たちの仲間に引き入れられないだろうか。そんな企みを持った何人かが、受付で担当者に交渉を始める。

			「では、こちらのクエストでよろしいですか？」

			「ええ。それでちょっと相談したいことがありまして。このクエストで退治する魔物って、少し強そうじゃないですか。俺たちだけじゃちょっと不安で。よければ、お宅の職員を一人お借りしたいんですが」

			「うちの職員をですか？」

			　受付嬢の尖り帽子の尖りが、わずかに鋭利になる。低くなった声のトーンに、冒険者は違和感を覚えつつも、話を進めていく。

			「あっ、もちろんクエストの料金の半分は役所の方にお渡ししますよ。なのでできることなら……」

			「……ちなみに誰をお貸しすれば？」

			「あっ！　じゃあ、あそこにいる少年をぜひ！　彼は特定の課に所属してないんですよね？　それならお宅もあまり痛手にはならないでしょうし……」

			「構(かま)いませんよ」

			　受付嬢は優しい微笑(ほほえ)みを浮かべると、冒険者の頭を鷲(わし)掴(づか)みにした。隣にいた受付の担当者と冒険者が「ヒッ」と悲鳴を上げる。金色の炎が揺らめく双(そう)眸(ぼう)が、凍(こお)り付いたように動かない冒険者を射貫く。

			「ただし、条件があります」

			「じょ、じょ、条件？」

			「あの子への邪(よこしま)な気持ちがあるようでしたら、もれなく他の職員による妨害がついてきます。私もそれに参加します。武力を行使して」

			　頭を掴む手に、力がこもる。頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)が砕かれそうだ。冒険者はここ数年感じたことのない死の恐怖に心を震わせた。

			「す、すいません。やっぱりいいです」

			　そう言って立ち去る冒険者の後ろ姿を見送りながら、魔女はため息をつく。もう二度と来るなと思いながら。

			　そして、その魔女の後ろ姿を眺めながら、総(そう)司(じ)におぶさっていたアイオライトは苦笑いを浮かべた。

			「お前をね、パートナーにしたいって冒険者が最近よく来るんだよ」

			「僕よりヘリオドールさんや、ジークフリートさんのほうがいいと思いますよ」

			「謙(けん)虚(きよ)だな、お前」

			「だって僕は、戦えませんから」

			　よくそんなことをさらりと言えたものである。

			「こんなにちやほやされてるんだぞ。もう少しふんぞり返ろうとは思わないのか？」

			　ため息混じりに尋ねるアイオライトだったが、そんな彼女を諌(いさ)めるような声が背後から聞こえた。ヘリオドールだ。

			「アイオライト、あんたはもう少し総(そう)司(じ)君の謙(けん)虚(きよ)さを見習ったら？　さっさと降りなさい！」

			　受付係から解放されたらしい。新人の美少女をおんぶする総(そう)司(じ)を見付けて飛んできたのだ。

			　アイオライトは総(そう)司(じ)の首に腕を回して抵抗する舌を出した。そんな挑発にヘリオドールの金色の瞳(ひとみ)に闘争心が宿る。

			「キィィィィィィ、とっととどきなさい、泥(どろ)棒(ぼう)猫(ねこ)!!」

			「別にこいつはお前のじゃないだろー？」

			　修(しゆ)羅(ら)場(ば)である。ド修(しゆ)羅(ら)場(ば)である。職員たちは遠くからハラハラした様子で、成り行きを見守る。

			　先日から働き始めたアイオライトという少女は、なぜか自分より少しだけ先輩なだけの総(そう)司(じ)によく懐いていた。総(そう)司(じ)と休憩時間が重なればべたべたとくっついている。

			　ジークフリートが連れてきたらしい藍(あい)色の美少女の総(そう)司(じ)への懐きぶりに、ヘリオドールが平常心を保っていられるはずがなかった。

			　休憩時間は仕方ないとしても、仕事中での過剰なスキンシップを何とか阻止しようと頑張っているようだった。

			「いいんです、ヘリオドールさん。なんかアイオライトさん、ちょっと具合悪そうに見えたので」

			　目を吊り上げて怒るヘリオドールを、総(そう)司(じ)が制止する。その言葉にアイオライトが一瞬表情を強(こわ)張(ば)らせた。

			　だが、それは彼女を背中に乗せた総(そう)司(じ)も、総(そう)司(じ)を怪(け)訝(げん)そうに見るヘリオドールも知らない。

			「ソウジは優しいなぁ。それに比べてこっちの魔女っ子は……もうちょい大人になれ」

			「大人よ。あんたなんかよりはずっと大人よ」

			「はいはい。じゃあ、書類の整理、頼むな」

			　総(そう)司(じ)から降りたアイオライトの指差す先。そこには数本の白い塔が佇(たたず)んでいた。塔の資材は紙。数百の書類が集まり、重ねられていき束となる。

			「うわ……」という呟(つぶや)きがヘリオドールの口から漏(も)れる。総(そう)司(じ)が腕捲(まく)りを始める。頑張るぞという彼なりの意思表示であった。

			「これをどんなふうに整理すればいいんですか？」

			「んとな、とりあえず……」

			「もう……この課、どれだけ雑用作業、溜め込んでるのよ」

			「頑張りましょう、ヘリオドールさん」

			　死んだ魚の目のヘリオドールの肩を総(そう)司(じ)が掴む。アイオライトが、両手で顔を覆(おお)って弱々しい声を出した。

			「お前はいい子だなあ……一度頼まれた仕事を投げ出さないで……」

			「これが僕の仕事です」

			「ソウジ……うっ、ううっ……」

			「どうしてアイオライトさんが泣くんですか？」

			　総(そう)司(じ)が明らかに嘘泣きのアイオライトの背中を擦る。この腹黒系ロりめ。略して腹ロリにヘリオドールはハンカチを取り出し、怒りの形相でそれを噛み締めた。

			　美女と美少女がいて華やかなはずなのに、雰囲気が最悪である。近年稀(まれ)に見る険悪な空気の流れるクエスト課。

			　粗(そ)暴(ぼう)そうな冒険者も顔色を悪くして黙り込むが、この最悪な状況を救ったのは総(そう)司(じ)であった。

			「ヘリオドールさん、早くやりましょうよ」

			「あ……うん」

			「……もしかしてヘリオドールさんも具合が悪いとか？」

			「ち、違うわよ」

			「よし、二人とも頼んだぞ！」

			　顔を上げたアイオライトは、とてもいい笑顔だった。不吉な黒雲を切り裂き、地上を逞(たくま)しい光で照らす、太陽のように。

			　ヘリオドールは顔をしかめた。どうもこの少女には勝てない。

			「アイオライトさん」

			「んー？」

			「本当に大丈夫ですか？」

			　総(そう)司(じ)がアイオライトの顔を覗き込んで尋ねる。少女の目が大きく見開かれ、唇が声を出さないまま動いた。

			　それを見たヘリオドールが目を細めた。なぜだろうか。胸の奥が冷たくなるような、嫌な感覚に襲われた。

			「……本当に具合悪いなら休んで来たらいいんじゃないの？　無理して働いてもらって倒れられたら、元も子もないし」

			　急に湧き上がったアイオライトに対する庇(ひ)護(ご)欲(よく)に、ヘリオドールが刺(とげ)々(とげ)しい声色でも気遣いの言葉をかけるも、少女は首を横に振った。

			「新人が休んでどうすんだよ。ちょっと疲れただけだっての」

			「でも……本当に疲れているなら、ゆっくり休んでくださいね」

			「はいはい。ありがとな、ソウジ」

			　アイオライトはまたいつものように笑って総(そう)司(じ)の手をぎゅっと握ると、走り去って行った。

			　彼女には別の仕事が待っているようだ。

			　ヘリオドールは握られていた手を見下ろす総(そう)司(じ)に話し掛けた。

			「よく気付いたわね、アイオライトの調子が悪いって」

			「表情が似てるんですよ。僕の家の近所に住んでたおばあさんと。その人、自分が病気でもう手遅れだって分かってたのに、誰にも心配かけないように振る舞ってたんです」

			「……あんなに元気そうじゃない」

			　二人による塔の解体作業が始まる。書類には各地から集められたクエストやそのクエストを受けた冒険者の情報などが書かれている。そのうちの一枚の書類に、総(そう)司(じ)の手の動きがぴたりと止まる。

			「総(そう)司(じ)君、どうしたの？」

			「いえ、このクエスト、まだ誰も引き受けてないんだなって」

			　総(そう)司(じ)の興味を引いたのは、とある村から依頼されたクエストだった。その内容は村の祠(ほこら)の虫退治。文章だけ見ると、子供でもできそうな依頼だ。

			　しかし、虫退治にしては報酬額が高い。

			　これはただ虫を駆逐すればいいというわけではなさそうだ。

			「僕、こっちの世界の虫、あんまり見たことないんです」

			「え、あんたって虫に興味あるの!?」

			「昔は虫かご持って、山に行ってたりしてました」

			「ふうん……」

			「…………」

			「総(そう)司(じ)君？」

			「いえ……」

			　いつも以上にぼんやりとした様子の総(そう)司(じ)に、ヘリオドールが心配して声をかけるが、総(そう)司(じ)は言葉を濁(にご)した。自覚しているのかは知らないが、この少年には先見の明が備わっているのでは、とヘリオドールは考えている。

			　そんな彼が何かを予感して憂(うれ)いているなら、きっとこれからよくないことが起こるのだろう。ヘリオドールはそう感じていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自分の『持ち主』に相応(ふさわ)しい人間として、異世界ウトガルドから召(しよう)喚(かん)された少女。

			　望まずして魔王を倒す勇者となってしまった彼女が味方に引き入れたのは、黒い髪に菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)を持つ魔族の少年だった。

			「一緒に戦おうって言ってくれたんだよー！」

			「一緒に戦おうって、こいつ思いっきり魔族じゃねーか！　何でこんなちんちくりん連れて来たんだよ!?」

			　魔族と人間との混血なら、人間側にもたくさんいる。ジークフリートも、ドラゴンとの混血だ。

			　だが、この緊迫した情勢の中で、純血の魔族を連れてくるなんてどうかしている。少年にニコニコ笑いかけている勇者は、人を疑うことを知らない。少年が魔王から送り込まれたスパイだったらどうする。

			　顔を思い切りしかめるアイオライトだが、この勇者には本気で怒れない。代わりに一応名前ぐらい聞いておこうと、少年に視線を向ける。彼もここにやって来たのは不本意だったのか、バツの悪そうな顔をしている。

			「魔族……テメー、名前は何て言うんだ」

			「……ロキ」

			「あん？」

			「だから……ロキ」

			　アイオライトの表情が凍(こお)り付く。アイオライトの心情を察してか、ロキと名乗った少年も「ハアー」とため息をつく。

			　そんな中、勇者である少女だけが楽しそうに笑った。

			「あのね、ロキ君、私と勝負して勝ったら、仲間になってくれるって言うから頑張って勝ったよ！」

			「ああ……頑張ったなあ、お前」

			「うん！」

			　どれだけ頑張ったのだろう。

			　ロキと言えば、魔王配下の魔族の中で、最強の魔導師だ。普通ならば一撃与えるどころか、生き残ろうとするだけでも精一杯なはずなのだが。

			　しかも、『武器』である自分もなしに。

			「さあ、頑張ろー！」

			　魔族を一人半ば強引に仲間に引き入れた少女は、アイオライトとロキの間に流れる気まずい空気など気にせず、元気良く叫んだ。

			　勇者は致命的なレベルで空気が読めなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			（懐かしいな……）

			　もう二十年も経っているのに、昨日のことのように蘇(よみがえ)る『彼ら』との記憶。

			　アイオライトは、中心部の広場に設置された赤いベンチに座りながら、少し昔の思い出に浸っていた。すぐ側にある、勇者の像を愛おしそうに眺めながら。

			　勇者が大事そうに持つ剣。本物の彼女も、あんな優しそうな顔をして、自分を『使って』くれていたな、と笑う。

			「う……っ」

			　パリン。脆(もろ)い何かが割れて壊れてしまった音に、アイオライトは目を閉じて小さく息を吐く。二ヶ月ほど前から、体の中から聞こえる涼(すず)やかなこの音を聞く頻(ひん)度(ど)が、多くなっていた。

			　それは緩(ゆる)やかに、アイオライトが崩れていく音色だった。

			　今のところは、日常生活に支障を来すことはない。たまに体に激痛が走る程度。

			　だが、きっと『その時』が来たら、あっという間に壊れてしまって、終わりなのだ。

			（最期がいつか分かったら、バレないうちに逃げないとな）

			　ジークフリートには気付かれている。彼はアイオライトを救うために、どうにかしようとすでに動いていた。

			　だからこそ、アイオライトは立ち去らなければならなかった。アイオライトが『壊れない』方法はたった一つだけあるものの、それはどう足(あ)掻(が)いても無理な手段だった。

			　戦争時に多くの仲間を失った彼には、また誰かを失う苦痛を味わわせたくない。そんな思いをさせてしまうくらいなら、誰も知らない場所で、独り最期を迎えたかった。

			　生きてるか死んでるかも分からなくなるが、もうこの世界にはいないと確定させるよりは、ましなように思えた。

			（これが罰だと思えば、何てことはないな。むしろ軽すぎるくらいだ）

			　あの日、魔王を殺すための『力』を使いこなせる者を向こうの世界から呼び寄せてみれば、細く、小さな若い娘が出て来てしまった。

			　そんな魔王どころか、下等魔族にさえ敵わないであろう少女。その娘を人間たちは最後の希望だと、勝手に魔王を倒す勇者だと崇めた。

			　これは何かの間違いであって、今すぐに元の世界に帰すべきだと言おうとしても言えなかった。間違いなど有り得なかったからだ。

			　世界を救わなければならないという重圧を背負わされてしまった少女。

			　こちらの世界の都合で、何度も少女は命を落としそうになった。

			　結果的に、魔王を滅ぼし正真正銘の勇者となった少女は、元の世界へ帰還することができた。

			　しかし、それもアイオライトの力だけでは成し遂げられなかったことだ。あの『男』がいてくれたおかげで、勇者は、ただの少女に戻れた。

			（壊れる前にあいつらに謝りたかったなぁ……）

			　少女はもう向こうの世界のどこにいるかも分からない。男は生きているのかさえ不明だ。細やかな願いすら、アイオライトには叶えられない。叶える資格がなかった。

			「アイオライトさん」

			「うおっ！」

			　ひょっこり。目の前に突然現れた少年に、アイオライトは思わず悲鳴を上げた。

			　驚かれたのが予想外だったのか。少年は固まっていたが、自分に非があると気付いたようで、頭を下げた。

			「すみません。驚かせるつもりはなかったんです」

			「お、おう……で、何の用だよ」

			「これ、一緒に食べませんか？」

			　総(そう)司(じ)がアイオライトの隣に座り、肩にかけていた鞄(かばん)から四角くて小さな箱を取り出す。その箱の中にはさらに袋が入っていて、開けると細長い茶色の菓子が出てきた。

			「……何だこりゃ」

			「ポッキーっていうお菓子です。一緒に食べませんか？」

			　総(そう)司(じ)が袋から一本取り出す。アイオライトはそれを口で咥えるかたちで受け取った。甘さ控えめのクッキーと、わずかなほろ苦さを含んだチョコレートの甘さが絡み合って美(び)味(み)だ。

			　総(そう)司(じ)はもう一本差し出してきた。表情こそ変わらないが、どこか窺(うかが)うような眼差しに、少女は噴き出しそうになった。

			「お前……もしかしてアタシを心配してんの？」

			「……すみません」

			「謝るなよ。むしろ嬉(うれ)しいくらいだぞ」

			　二本目を食べ始めながら、アイオライトは笑った。すると、総(そう)司(じ)が少しだけ深く息を吐いたのが分かった。安(あん)堵(ど)しているようだった。

			　この少年は本当に顔に喜怒哀楽が表れない。笑うこともなければ、怒ることもない。かといって無愛想ではなく、それどころか誰に対しても温厚な態度を崩さない。

			　そんな総(そう)司(じ)に好意的な人物も多くいる。所長は初対面の時によほど怖い目に遭(あ)ったようで、ひどく警戒しているが。

			　まだ出会ってから二週間ほどしか経っていない。毎日毎日顔を合わせるわけでもない。それでも『彼女』と同じ世界からやって来たという少年に、アイオライトは強い興味を抱いていた。

			「お前さ、どうしてアタシのことそんなに心配してくれんの？　ひょっとしたらアタシに気があるとか？」

			「アイオライトさんが僕と仲良くしてくれているので」

			「……あっそ」

			　こういう時はもう少し慌てるものだろう。あっさり答えた総(そう)司(じ)に、アイオライトは呆気に取られた。

			「そういえば……アイオライトさんはどうして僕と仲良くしてくれるんですか？」

			「……気になる？」

			「だって僕たち、会ったばかりじゃないですか」

			　総(そう)司(じ)の疑問は当然のものだった。純粋な問いかけにアイオライトはくすぐったさを覚えた。

			「似てるんだよ、お前。アタシが大好きだった友達二人と」

			　正確には戦友だが。

			　アイオライトは少しだけ身を乗り上げて総(そう)司(じ)の黒髪に触れた。ふわふわと柔らかい髪に、少女が頬を綻(ほころ)ばせる。

			「ふわふわな見た目は男のほうにそっくりで、中身のふわふわ具合は女のほうにそっくりだ」

			「……どっちもふわふわですね」

			「嫌か？」

			「そんなことは。この見た目と性格のおかげで、友達が一人増えたのなら嬉(うれ)しいことですから」

			「友達、ねえ」

			　アイオライトは悪戯(いたずら)っ子のような笑みを見せると、頭を撫でていた手を総(そう)司(じ)の頬に移動させ、顔をぐっと近付けた。

			　目を細めて笑う子供らしくない表情。あと数センチ近付けば、互いの唇が触れるであろう距離だ。

			「友達以外にも、なれる関係はあると思うぜ？」

			「兄妹とかでしょうか。これだけ近付いても違和感がない関係というと」

			「おっまえ……アタシの見た目がチビだからって、他の答えを削除しやがって」

			　おかげで毒気が抜かれてしまった。キスしてやろうかと思ったが、あの魔女の耳に入ったら面倒なことになりそうなのでやめる。

			「ま、そんなわけでアタシはお前を気に入ってるのよ。もう会えないと思っていた奴らと似てる人間に会えたんだ。壊れる前のいい思い出作りにはなったよ」

			「壊れる、前？」

			「……こういうことだよ」

			　アイオライトは、袖(そで)を肘(ひじ)が見える部分まで捲(まく)った。白くて柔らかなはずの少女の腕には、何ヵ所もヒビのようなものが入っている。もう片方の手で腕を軽く叩くと、パキンッと割れる音の直後に亀(き)裂(れつ)が大きくなった。

			　総(そう)司(じ)はアイオライトの痛々しい腕を凝視していた。

			「アタシは、ちょっと特殊な体をしててさ、昔ヘマをやらかしたせいで、もう少しで壊れるんだ」

			「壊れるということは、つまり死んでしまうということですか？」

			「そういうことにな……」

			　アイオライトはハッとした。

			　彼はまだ少年で死に慣れていない異世界の住人だ。こんな話をされても重いだけだろう。言うべきではなかった。

			　そう、誰にも言うつもりはなかったのだ。

			　なのに、この少年があまりにもあの二人に似ているせいで、つい言葉が漏(も)れてしまった。

			　自分の弱味を晒(さら)け出して甘えたくなってしまった。

			「冗談……今の話は冗談だからな！　嘘だからな！」

			「どこまでがですか？」

			「壊れるとか死ぬってところ。別に死ぬわけじゃないんだ。ただ、治りが遅い病気なだけだから」

			「こっちには、そういう病気もあるんですね」

			「あんの。一応、誰にも言っちゃ駄目だからな」

			　すっかり信じてくれたらしい総(そう)司(じ)に、そう念を押す。どうせ、そのうち村に帰るつもりなのだ。職員の記憶からすぐに消えてなくなるように、余計な情報は与えたくなかった。

			（こいつの記憶からもいなくならなきゃならないってのに……）

			　袖(そで)で隠した腕にまた微弱なヒビが入り、その痛みに顔を歪(ゆが)めつつ、アイオライトは自(じ)嘲(ちよう)した。

		

	
		
			　

			少年と劔(つるぎ)族(ぞく)

			　

			「アイオライトさん！」

			　数日後、役所内を歩いていたアイオライトを呼び止めたのは、ジークフリートの部下だった。あの少年と同じ日に入って来た美しく可(か)憐(れん)なエルフ。彼女の月色の頭の上には、小さな黒いドラゴンが乗っていた。

			「どうしたよ、フィリア嬢。このアイオライトちゃんに何か用か？」

			「あ、私ではなく、ソウジさんが！」

			「うん！　オイラと一緒に来てよ！」

			「ん……？」

			　ニコニコと笑うエルフとドラゴンの意図が分からずに、アイオライトは首を傾ぐしかなかった。

			　

			「総(そう)司(じ)君、どうしたのよ、それ……」

			　役所から外に出て数メートルのところで、ヘリオドールは自分の部下へ奇妙なものを見るような視線を送っていた。

			「今から行く場所で、必要になるかと思いまして」

			　麦わら帽子を被った総(そう)司(じ)は、手に持った細長い棒を軽く振った。その棒の先端には小さな網。首からは小さな緑色の籠(かご)をぶら下げている。そして、あの謎の収納能力を持った鞄(かばん)。

			　総(そう)司(じ)はどこか誇(ほこ)らしげに仁王立ちしていた。これから向かう戦場での狩りを心待ちにしているかのように。

			「おーい、ソウジ！　アタシに何か用か？」

			　やって来た藍(あい)色の少女に、ヘリオドールと総(そう)司(じ)、もう一人の人物の視線が向けられる。少女の頭上付近を飛んでいた子供のドラゴンが、麦わら帽子の少年を見るなり、目を輝かせて彼目掛けて飛んでいく。

			「ソウジお兄ちゃん、その格好どうしたの？　いつもよりお兄ちゃんがちょっと子供っぽく見えるよー」

			「そうですか？」

			「そうだよ！　それからね、えーと……オボロお兄ちゃん、大丈夫？」

			　ニールから視線を向けられた獣人の青年は、ゆっくりと頷(うなず)いた。生気が完全に失われた瞳(ひとみ)をしながら。

			「大丈夫さ。人間、一日寝なくても生きてられるものだから」

			　オボロからいつもの余裕ぶった笑みは、すっかり消えていた。

			「あんた、全然大丈夫じゃないわよ。目の下のクマがもう……！」

			　据わった目のオボロに、ヘリオドールがドン引きである。

			　いったいオボロの身に何が起こったのか。その答えを知っているらしい総(そう)司(じ)は、オボロを気遣うように自分よりやや身長の高い彼の肩を叩いた。

			　それから少しだけ申し訳なさそうな声で言った。

			「オボロさんには悪いことをしてしまいました。アイオライトさんの分の仕事を徹夜で頑張ってもらっていました」

			「アタシの？　たしかに今日はめちゃくちゃ暇で、すぐに仕事も終わったけど……」

			「君、そんなちっこい体で新人のくせに、職員の何倍も仕事してるみたいじゃない。だから具合も悪くなるんだよ」

			　ふあ、と欠伸(あくび)をしながら軽い嫌味を含んだ発言をオボロが漏(も)らす。目(め)尻(じり)には涙が滲(にじ)んでいた。

			　しかし、その口調はどこか柔らかく優しさすら感じる。混乱するアイオライトに、総(そう)司(じ)が屈んで告げた。

			「アイオライトさん、旅に出ましょう」

			　総(そう)司(じ)からの提案にアイオライトは首を傾げた。

			「旅って……何だ、そりゃあ」

			「この前、森を荒らす虫を退治するってクエストを見付けたんです。それで、その依頼を出した村に、有名な薬屋さんがあるみたいなんですよ」

			「総(そう)司(じ)君、その村にあんたが元気になるような薬があるかもしれないから行きたいんですって」

			　ヘリオドールが困ったような、嬉(うれ)しそうな笑顔を浮かべながら、総(そう)司(じ)の目的を話す。アイオライトは、その優しげな表情に息を詰まらせ、狼(ろう)狽(ばい)しつつ総(そう)司(じ)を見上げた。

			「お前……アタシのために、このクエストを選んだのか？」

			「いえ、たまたま見付けたんです。ヘリオドールさんにも受けてみろと言われまして。……秘密なのに喋(しやべ)ってしまいました、すみません」

			「あんた、病気なんだって？　そういうのはちゃんと言いなさいよ」

			　ヘリオドールが呆れたように言う。病人とあらば放ってはおけない。

			　ふと、アイオライトがオボロに視線を移してみると、青年は物凄い速度で顔を逸らした。疲労のためか蒼白だった頬に、赤みが差す。普段彼にからかわれることの多いヘリオドールが噴き出し、総(そう)司(じ)が追い撃ちをかける。

			「オボロさんも、アイオライトさんのこと心配してくれているんです。住民課の仕事が終わったあとに、一人残ってアイオライトさんがする予定だった仕事を……」

			「僕は彼の負担を減らしたかっただけだよ。そうじゃなかったら、ソウジが夜中に来る予定だったみたいだし。それにそんなに苦でもなかったよ。ほら、僕はそこにいる魔女と違ってまだ若……」

			「……あとであんた、しばくわよ」

			　必死で弁解を繰り返すオボロは無意識のうちにヘリオドールの地雷を踏んだ。

			「それじゃあ、お願いします。ニール君」

			「任せて、ソウジお兄ちゃん！」

			　青ざめるオボロを無視して、総(そう)司(じ)は網に頭を突っ込んで遊んでいたニールに声をかけた。

			　黒くて小さな体が金色に輝き始め、みるみるうちに大きくなっていく。

			　ジークフリートに教わった体を一時的に大きくさせる魔法。それを総(そう)司(じ)のために使うとあって、ニールは張り切っていた。

			　あんなに可愛らしかった子竜が、かなり凶悪な見た目のドラゴンになってしまい、ヘリオドールとオボロは絶句した。

		

	
		
			[image: 129.jpg]
		

	
		
			「ソウジお兄ちゃん！　早く背中に乗って乗って！　その村まで送ってあげる!!」

			　声も中性的な少年系だったのに、声変わりしてダンディーなバリトンへと変(へん)貌(ぼう)している。その低音ボイスでの『お兄ちゃん』は凄(すさ)まじい違和感だ。役所の前を通り掛かった市民が、目をかっ開いてドラゴンを見る。

			　子供が「お母さん、あれなーに？」と聞き、母親が「見ちゃいけません！」と注意した。見てもいけないそうだ。

			「……じゃあ、行こうか。僕、ドラゴンに乗るなんて初めてだよ」

			　オボロがニールの背中に乗り込む。漆(しつ)黒(こく)の鱗(うろこ)に覆(おお)われた硬い体と、それ自体が武器になりそうな翼。ドラゴンを従者として乗りこなす竜騎士でなければ、できない経験だ。

			　アイオライトも乗り込もうとすると、その手を総(そう)司(じ)が掴んだ。

			「手伝います。乗るの大変そうですから」

			「……ありがとう」

			「ごめん、総(そう)司(じ)君、私も手を貸して。緊張して足が震えてんの……」

			　総(そう)司(じ)に手を伸ばすヘリオドールに、アイオライトがニヤリと笑った。

			「ソウジのお守りはアタシ一人でも十分だぜ？」

			「総(そう)司(じ)君は私の部下です！　部下の面倒は上司が見るものなの！」

			「ソウジ！　この人たちうるさいから僕と二人だけで行こうよ」

			　二名が乗ったら急に煩(うるさ)くなった。寝不足のオボロが顔をしかめる。

			「飛ぶよ～」とダンディーな声での宣告の後、飛翔するニールの巨体。

			　直後、漆(しつ)黒(こく)の竜は翼を羽ばたかせて目的地まで一気に駆けて行った。その光景を目にした者たちによって、ざわつくウルド中心部。かつての魔王との戦いで殺(さつ)戮(りく)を繰り返した悪しき黒竜の再来ではないかと怯(おび)える者もいた。

			　そんな者たちを宥(なだ)めたのは、ドラゴンの乗客をしっかり見ていた人物だった。

			「あのドラゴンって多分、役所のペットだから……」

			「ああ……」

			　その一言で何もかもが解決した。

			『性の監獄』として恐れられていたが、最近少しずつ変わってきたウルド役所。今現在、街の人々からはこう呼ばれていた。

			　中身が少し残念な方々の集まる場所、と。

			　

			　ドラゴンの真下に広がる大地を眺める総(そう)司(じ)に、ヘリオドールがずっと抱いていた疑問を口にした。

			「あんたって本当に虫に興味があったのね。趣味は漫画、手芸、お菓子作りって、女子力高めなオタクだと思ってたら、そんなアウトドアな趣味もあったなんて意外」

			「確かに。虫は嫌がりそうだと思ってたんだけどね……」

			　ヘリオドールの言葉にオボロも同意する。

			　そんな二人に総(そう)司(じ)は首を横に振った。

			「そうでもないですよ。僕、昔は夏になるとミツバチ王国を探してたくらいですから」

			　ミツバチ王国って何。さあ、多分この子のいる世界の話だと思う。オボロとヘリオドールが視線を合わし、そんな思考のやり取りを行う。彼らの混乱をよそに、総(そう)司(じ)はどんどん自らの思い出を語っていく。

			「一度、ミツバチを脅(おびや)かすスズメバチを退治してやろうと思って、道具を持って山に入ったらミツバチ王国はなくて。でも、別の場所に辿り着きまして」

			「へえ……」

			「どうやってそこに辿り着いたのか、どうやって帰ってきたのか、分からないんです。大人が言うには、全身血まみれになって山に倒れてたみたいで、目覚めた時には病院にいました」

			　しみじみとした様子の総(そう)司(じ)に、ヘリオドールが顔面蒼白となり、くらり、と目眩(めまい)を起こした。そんな上司の体を支える総(そう)司(じ)に、オボロは彼女の分まで心を込めて思い切り叫んだ。

			「それ臨死体験じゃん!!」

			「そうよ！　あんた一人で山に入って、どんな凶悪犯罪に巻き込まれたのよ!?」

			　何とか立ち直ったヘリオドールも勢い良く問い詰める。今は昔の物語。血まみれで倒れていた子供は、すくすくと成長して、目の前にいる。

			　だが、聞かずにはいられない。総(そう)司(じ)が深手を負った理由を。

			「すみません。その血なんですけど、僕のものでは……アイオライトさん？」

			　そこで、総(そう)司(じ)はどこか懐かしそうな笑みで地上を見下ろすアイオライトに声をかけた。

			　少年の呼びかけに、少女は我に返ったように一瞬戸惑った顔をしてから、「何だ？」と聞いてきた。

			「アイオライトさん、さっきからずっと下を見ているので……もしかしたら、この辺りに来たことあるんですか？」

			「来たことがあるとかよりも、今から向かう村、実はアタシの住んでた村なんだよ」

			「そうなんですか」

			「は？　おチビさんってあの村の人間だったの？」

			　総(そう)司(じ)の相(あい)槌(づち)で静かに終わろうとしていた会話を継続させたのは、オボロだった。

			　住民課である彼はウルドの地形や情勢にも詳しい。今回のクエストで訪れる村のことも当然知っていた。そして、そこに住む人々についても。

			　オボロにヘリオドールが不思議そうな顔をした。

			「どうしてあんた、そんなにびっくりしてんのよ。単なる偶然ってことでしょ？」

			「まあ、そうなんだけど……」

			「ま、アタシのことはどうだっていいから、ソウジの話聞こうぜ。な、ソウジ？」

			　アイオライトが面倒臭そうに話題を総(そう)司(じ)の幼少期に戻そうとする。あまり触れて欲しくない話だったかと、ヘリオドールとオボロは口を閉ざす。

			　総(そう)司(じ)も空気を読んだのか、血まみれ失(しつ)踪(そう)事件の話の続きを喋(しやべ)る。

			「えーとですね、僕の服に付いてた血は、僕のではなかったんですよ」

			　もしや被害者ではなく、加害者。

			「誰のかは僕も教えてもらえませんでした。僕も何が起こったか全然覚えてなかったし、両親もびっくりしてました……特に父さんが物凄く慌てて」

			「そりゃびっくりするわよ……」

			　ヘリオドールの脳裏に浮かんだのは、あの扉の妖(よう)精(せい)だった。総(そう)司(じ)の父親をモデルにしたという変質者。

			「ヘリオドールさん？　どうしました？」

			「な、何でもない……」

			「ソウジお兄ちゃん、着いたよー！」

			　二人の間に流れる微妙な空気を吹き飛ばすようなバリトンボイス。

			　総(そう)司(じ)もふう、と小さく息をついた。

			「……それでは、このお話はここでお開きということにしましょうか」

			　総(そう)司(じ)の言葉とともにニールは急降下していった。

			　そこは周りを青々とした森に囲まれた、木の家ばかりが立ち並ぶ小さな村だった。

			　ウルド北部に隠れるようにして存在するミーミル村。

			　その入り口には、白く清潔なローブを着た金髪の女性が、柔(にゆう)和(わ)な笑みを浮かべ来客者を待っていた。女性の足元には、白い毛玉二つと白黒の毛玉が転がっていた。

			「初めまして。ウルドの役所から来ました、藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)と言います」

			　魔法を解いて体を元のサイズに戻したニールを脇に抱えた総(そう)司(じ)は、女性へ深々と頭を下げた。その目線はちゃんと女性の顔へと向けられている。が、毛玉に気付くなり、そっちを見始めた。

			「初めまして、皆様。私はこの村の村長のフェイです。このたびは……あら？」

			　フェイは四人を一通り見渡した後、アイオライトを見るなり、笑顔を消して少女へと駆け寄る。毛玉も動き出す。こちらは総(そう)司(じ)へと向かって行った。

			　毛玉の暴走に構(かま)わず、フェイはアイオライトに深々と頭を下げる。その瞳(ひとみ)からは涙が零(こぼ)れていた。

			「アイオライト様……結界の任を解かれたというのに、村に戻らないので心配していたのですよ」

			「落ち着けよ、フェイ。みんなびっくりしてんだろ？」

			「あの、お二人はどのような関係で……？」

			　まるで生き別れた親子か年の離れた姉妹の再会劇だ。すっかり二人の世界に浸る彼女たちに、ヘリオドールが恐る恐る聞いてみる。その答えはすぐに返って来た。

			「アイオライト様は、このミーミル村の先代の村長だった方なんです。先代と言っても、私に引継ぎが行われたのは、つい最近の話ですが」

			　嬉(うれ)しそうに説明するフェイと、「ふふん」と胸を張るアイオライト。両者を交互に見たヘリオドールは、そこでやっと声を上げた。

			「村長!?」

			「ということは、実年齢は相当ババアなのか、このおチビ……」

			　要らないことを堂々と言ったオボロの鳩尾(みぞおち)に、アイオライトの拳がもろに入る。だが蛙(かえる)の潰れたような音は、総(そう)司(じ)の周辺からの鳴き声に掻き消された。

			　毛玉の正体は小さな犬と、それよりもさらにサイズが小さめの犬二匹だった。おそらく母犬と仔犬だろう。三匹は突然現れた少年に怯(おび)える様子もなく、むしろ待っていたかのようにじゃれついた。総(そう)司(じ)の足にしがみつき、くるんと丸まった小さな尻尾(しつぽ)を存分に振っている。

			「あーっ！　せっかくソウジお兄ちゃんに褒(ほ)めてもらおうと思ったのに、お兄ちゃん取らないでよーっ！」

			　慌て出したのはニールだ。三匹に離れるように訴えかける。ニール自身も仔犬は可愛いと思ったので、実力行使に出ることもできず、ただ言葉で抗議するしかなかった。

			　

			　ミーミル村の様子がおかしいとヘリオドールが気付いたのは、フェイの案内のもと、しばらく村の中を歩いてからのことだった。何度も周囲を見回して首を捻る。杖(つえ)を握る手の力も強まり、同じく違和感を覚えているのか目を細めるオボロに、意見を求めるように声をかける。

			「あんた、この村のこと知ってるんでしょ。昔からこんな感じなの？」

			「いや、ここに住む人間……が特殊ってこと以外は普通の村のはずだよ。僕の記憶が正しければ、こんな場所じゃなかったと思うけど」

			　村は異常なほどの静寂に包まれていた。無邪気に遊び回る子供はおろか、大人の姿すら見当たらない。全員家に入っているのか、それともどこかへ行ってしまっているのか。

			　さらにどこからか感じる奇妙な視線。体だけでなく、心の奥底まで覗かれているような感覚に、ヘリオドールは鳥肌を立たせた。堪らず子犬二匹を抱え、疲れ切って眠るニールを頭に乗せた総(そう)司(じ)に、ぴたりとくっつく。

			「寒いんですか、ヘリオドールさん？」

			「違うわよ。総(そう)司(じ)君、気付かないの？　どこからか見られてる感じがするの」

			「僕たちと友達になりたいのかもしれませんね」

			「……ああ、そう」

			　ポジティブ全開な発言に、ヘリオドールは脱力しそうになる。が、あまりにも何とも思っていなさそうな顔と斜め上をぶっちぎる言葉が、逆に嫌(けん)悪(お)感(かん)を紛らわしてくれる。

			　もしかしたら気を遣ってわざと言ったのかも、と部下の優しさに感動する魔女に子犬が「キャン！」と可愛らしい声で鳴いた。

			　オボロは先頭を歩くフェイの背中を睨むように見詰めた。どこか怯(おび)えの色を窺(うかが)わせる彼女の後ろ姿。オボロが口を開く前に、フェイの隣を歩くアイオライトが問い掛ける。

			「どういうことだ、フェイ嬢。村の連中の気がまったく感じられないぜ」

			「も、申し訳ありません、アイオライト様……」

			「怒っちゃいないさ。ただ、久しぶりに帰ってきたって言うのに、お前以外と会えないのが寂しいんだよ」

			　アイオライトは曖(あい)昧(まい)な笑みを顔に貼り付け、息を深くついた。不気味な空気に慣れてきたヘリオドールは、オボロの肩を掴んだ。突然の不意討ちに青年から上がる悲鳴。

			「うわっ、何すんだよ！」

			「結局、この村に住む人たちって、どんな種族なのよ。早く教えてよ！」

			「気張り詰めてる時にちょっかい出すんじゃないよ、君は！　ソウジを少しは見習って……」

			「いいから！」

			「仕方ないなあ……このミーミル村に住んでいるのは『劔(つるぎ)族(ぞく)』だよ」

			「劔(つるぎ)族(ぞく)……あの劔(つるぎ)族(ぞく)!?」

			　大きな反応を示したヘリオドールの声に苦笑するのは、前方の村長二人組だ。気恥ずかしそうに顔を赤くするフェイに、「気にすんな」とアイオライトが宥(なだ)める。

			　一方、総(そう)司(じ)は無反応だった。オーバーな反応を見せた上司とは対照的に、清(すが)々(すが)しいまでのノーリアクション。もう少し「何それ？」と首を傾げる程度の動作は欲しかった。

			　興味の欠片(かけら)もないのでは。そんな予感にオボロと静まり返ったヘリオドールが息を飲んでいると、ついに彼がその口を開く。

			「ヘリオドールさんのおかげですごいのは分かりましたけど、どのようにすごいかを説明してもらえると」

			「あっ、良かった。興味はあるのね、総(そう)司(じ)君。ほら、オボロ説明してあげて」

			「してあげてって、君もあまり分かんないんだね……」

			　説明をすべて丸投げにしたヘリオドール。そう、彼女は劔(つるぎ)族(ぞく)の名と大きな特徴を知っていても、詳細な情報は持ち合わせていなかったのである。

			　結局、一から十まで自分が説明する必要があるらしい。かと言って、友人とその上司に頼られるのは嫌ではない。わざとらしく咳をしてから、声を出そうとした、その時である。

			「劔(つるぎ)族(ぞく)がどのような種族なのか。その目で見ていただくのが一番分かりやすいと思います」

			　悪気のないフェイの言葉がオボロの説明を遮(さえぎ)った。

			「ま、こういうのは本人たちの説明がいっちばん分かりやすいもんだ」

			　さらにアイオライトも追撃した。オボロは密かに落ち込んだ。

			　青年一人の心を置き去りにして、総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)で独自の発想を語り出す。

			「つるぎ族って聞くと、僕は剣に手足が付いて夜道を徘(はい)徊(かい)するイメージがあります」

			「は、徘(はい)徊(かい)って何!?　どこにそんな仄(ほの)暗(ぐら)い連想をさせる要素があるのよ!?」

			　ヘリオドールがぎょっとした。

			「自分より強いつるぎ族を見付けるために、雨の降りしきる夜を歩き続けている感じがします」

			「僕の知っている劔(つるぎ)族(ぞく)と違う……」

			　試しにヘリオドールとオボロは、総(そう)司(じ)発案のつるぎ族を想像してみた。絶対に会いたくないと即座に想像を打ち消す。

			　ドン引きの二人に思うところがあったのか、総(そう)司(じ)は顔の前で手を振った。

			「でも、アイオライトさんも村長さんも、外見はヘリオドールさんたちと同じですから、多分違うと思います」

			「けどなソウジ、お前の予想はあながち間違っちゃいないんだよな」

			「はい、我々の本体は『劔(つるぎ)』なので。……さて、着きました。ここが私の自宅です」

			　特別豪勢な造りもされていない、他と同じ質素な見た目のフェイの自宅。総(そう)司(じ)にまとわり付いていた母犬が、一鳴きしてから尻尾(しつぽ)を振ってドアの前まで走っていく。

			　そうして早く開けんかーいと言わんばかりに、前足でドアをぺちぺちと叩く。二匹の子犬も何かを求めるように総(そう)司(じ)を見る。総(そう)司(じ)も応えるように頷(うなず)いた。

			「今、降ろしてあげますね」

			「えっ！　ちょっと待っ……」

			　母犬の近くで降ろそうと考えたのか、自分よりも一歩前へ出ようとする総(そう)司(じ)に、フェイが血相を変える。少年が後ろを振り向きながら、前方に出した右足で地面を踏んだ、瞬間だった。

			　家の周囲を、紫の電流が包み込む。範囲外にいた四人に被害はなかったものの、総(そう)司(じ)には容(よう)赦(しや)なく紫(し)電(でん)が襲いかかった。

			　時間にして十秒ほど。電流が消え失せたと同時に、ヘリオドールが動き出す。

			「そ、総(そう)司(じ)君……生き……てる？」

			「紫色の電気なんて初めて見ました。ファンタジーな雰囲気がして、かっこよかったですね」

			「ぷわぁー、今の静電気みたいなの何!?　オイラ、すごくびっくりしちゃったよ！」

			　総(そう)司(じ)も、ついでに喰らったニールも、特に大きなダメージは負っていないようだった。総(そう)司(じ)が抱える子犬は、欠伸(あくび)をしていた。

			　数秒前の壮(そう)絶(ぜつ)な光景との繋がりが、見いだせない状況。

			　口を開けたまま放心するフェイに、アイオライトが呆れと心配を混ぜた声をかけた。

			「フェイ嬢、お前もすぐに解除してやれよ。何ぼーっと見てたんだ。ソウジに惚(ほ)れたか？」

			「も、申し訳ありません。ですが、よく無傷でいられましたね……」

			　フェイの反応に苦笑しつつ、ヘリオドールは家の周りを見渡した。

			「でも、ニールも静電気って言うぐらいだから、見た目が派手でもそんなに威力ないのかしら」

			「静電気でもビリッとするから触らないほうがいいですよ、ヘリオドールさん」

			　そう言って、先ほど電流が流れた場所へ触れようとするヘリオドールを総(そう)司(じ)が止める。その隙に、オボロは道端に転がっていたやや大きい石を拾い、それを思い切りフェイの自宅へと投げ付けた。

			　迸(ほとばし)る紫(し)電(でん)。石は瞬時に砕け散った。静電気のレベルではない。

			「犬は分からないとして、ニールが平気だったのは小さくても一応はドラゴンだからじゃないかな。ソウジが平気だったのは……ソウジだからだよ、うん」

			　考えることを放棄したオボロに、ヘリオドールは頷(うなず)いた。うん、この子だから仕方ないもの。深い理由なんて要らない。

			　二人が醸(かも)し出す湿った雰囲気に圧倒されていたフェイだったが、アイオライトに脇腹をつつかれて、我に返る。

			　そして、慌てて総(そう)司(じ)へ頭を下げる。

			「申し訳ございません！　こちらからお呼びしたのにもかかわらず、危害を加えてしまいまして……」

			「僕のほうこそ、話を聞かないですみませんでした」

			「お前はそこまで謝らなくていいぜ、ソウジ。悪いのはこんなヤバい罠(わな)を仕掛けたフェイなんだから。何も知らない奴がお前の家に訪ねて来たらどうするんだ」

			　咎(とが)めるようなアイオライトの言葉にフェイは、目を伏せた。

			「……今はその心配は必要ありません」

			　フェイの声に、緊張の色が混じる。まるで何かを必死に堪えるように唇を噛んだあと、彼女は総(そう)司(じ)たちに下がるように言って右手を胸元に当てた。

			　その刹那、フェイから放たれる魔力をまとった風が、森を覆(おお)う無数の木の葉を揺らす。

			「我が魂、我が思い、我が剣。護りたまえ、力なきか弱い者たちを。祓(はら)いたまえ、災(さい)厄(やく)率いし醜悪なる者どもを。我は夕闇色の裁きの雷(らい)撃(げき)なり。『罰雷剣(ばつらいのつるぎ)』」

			　フェイの胸元から突き出たのは、一本の柄だった。それを掴み一気に引き抜くと紫色の電流をまとった刃の剣が姿を現す。
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			　フェイは剣を軽々と持ち上げ、何かを断ち切るようにそのまま振り下ろした。

			　パァン、と何かが壊れる音が響く。

			「これで大丈夫です。さあ、どうぞ」

			　何かを壊した、あるいは消した剣が、役目を終えたかのようにフェイの手から消える。一部始終を眺めていた総(そう)司(じ)が、アイオライトを静かに見下ろした。

			「アイオライトさんも、剣出るんですか？」

			「出せるぜ。見たい？」

			「見てみたいです」

			「アタシにキスしてくれたら見せ――」

			　アイオライトの口をヘリオドールが塞いだため、最後まで続かなかった。部下にセクハラするなこの野郎、と語る魔女の目。

			　総(そう)司(じ)は何事もなかったかのように子犬を解放し、ずっと扉の前で待っていた母犬とじゃれ合う光景を観察していた。

			　ようやく家に入った時、一部始終を聞いていたオボロの目は死んでいた。

			「おチビのセクハラなんか気にしちゃ駄目だよ」

			「フェイ、後でこいつ切り刻め。みじん切……り」

			　アイオライトの声が止まる。

			　だが、今度は口を塞がれたせいではない。居間に置かれた大量の『それ』に、言葉を失ってしまったからだった。

			　アイオライトだけではない。ヘリオドール、オボロまでもが、その光景に困惑し、絶句する。

			『それ』は十数本にも及ぶ剣だった。

			　両手で持たなければならないような大振りなものから、細く刺突の剣であるレイピアまで。さらに片刃で後方に反り返った刀と呼ばれる種類の剣もある。

			　そして、中には刃(は)零(こぼ)れを起こし、ひびが入ってしまっている剣まであった。

			　様々な形の剣だが、共通点が一つだけあった。すべて刃が鮮血を思わせる紅に染まっているのだ。

			「な、何よ、これ」

			　ヘリオドールは思わず後(あと)退(ずさ)りをした。

			「村人です」

			　フェイが弱々しい声で答える。その瞳(ひとみ)はかつてこの村をまとめていた少女をまっすぐ見詰めていた。

			「何とか助け出すことができた、村人です……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　劔(つるぎ)族(ぞく)とは、人間でも獣人でも、魔族ですらない稀(け)有(う)な種族。言うなれば剣の精霊のようなものだ。

			　主のために人を斬り続けた英雄の聖剣、愛刀と奉り上げられ、あるいは手にした者を次々と不幸へ導く魔剣や妖(よう)刀(とう)と恐れられた剣は、稀(まれ)に『心』を持つ。そして、次に人間と同じような『体』を手に入れる。

			　それが、劔(つるぎ)族(ぞく)だった。彼らの容姿や性格、年齢は剣によって異なる。

			　姿と心は、ヒトになる前の剣の持ち主だった者の人格によって、大きく左右される。

			　殺(さつ)戮(りく)と鮮血を好む、人間としての感情が大きく欠如してしまった者の剣は、醜悪かつ残(ざん)虐(ぎやく)な劔(つるぎ)族(ぞく)となる。逆に、主や恋人など、誰かのために戦い続け、最期まで深き闇(やみ)に魅(み)入(い)られずにいた者の剣からは、善良な劔(つるぎ)族(ぞく)が生まれる。

			　年齢は持ち主と剣が過ごした年数によって決まる。

			　まだあどけない子供もいれば、年老いた姿の劔(つるぎ)族(ぞく)も存在した。

			　劔(つるぎ)族(ぞく)は同族同士で集まり、小さな集落を作って暮らしている。

			　戦いと血を求めて冒険者になる者もいるが、多くは人間との関わりを絶って、魔族と同じほどの緩(ゆる)やかで永い生涯の終わりを待つ。

			　劔(つるぎ)族(ぞく)の本体であり、武器でもある剣は高い攻撃力と魔力を秘めている。そのため、彼らに傭(よう)兵(へい)にならないかと声をかける者も少なくはない。

			　だが、多くの劔(つるぎ)族(ぞく)は戦いや争いを好まない。彼らは人を殺す武器でありながら、再び人を殺すことを拒絶するようになった。人を生かすために薬屋を営む劔(つるぎ)族(ぞく)も多い。

			　それでも自分たちを求める人間から逃れるように身を隠し、ひっそりと生き続ける。それが劔(つるぎ)族(ぞく)の生き方だった。

			「……ここまで話せば分かるでしょうが、この村は数少ない劔(つるぎ)族(ぞく)の集落の一つ、だった場所です」

			　一通り説明すると、フェイは小さなため息をつく。その虚(うつ)ろな視線の先にはボロボロになってしまった剣たち。何とか帰ってくることのできたこの村の住民。

			　オボロは、フェイの話を聞かずに、剣の状態を観察していた。一言で言ってしまえば、すでに手遅れの状態だ。劔(つるぎ)族(ぞく)は剣さえ傷付かなければ永い寿命が尽きる以外で命を落とすことはほぼ有り得ない。

			　あまりにも痛々しく、剣からはほとんど魔力が感じられない。ヒトの姿を保つこともできないほどに弱っている。かろうじて生きている状態。

			　劔(つるぎ)族(ぞく)の剣は、一度傷付けば一生癒(い)えない。ここまで破壊されてしまえば、もうどうしようもない。人間の姿を維持できなくなれば、剣に宿った魂まで失われてしまう。

			　ヘリオドールもそのことは何とか察したようで、気遣うようにアイオライトを見る。彼女もいつの間に村がこんな有り様になっているとは、まったく知らずにいたのだろう。

			　剣を目にした時の彼女は、驚(きよう)愕(がく)と悲(ひ)愴(そう)を混じり合わせた表情をしていた。

			「……祠(ほこら)に入られたな？」

			　真(しん)摯(し)な眼差しを向けながら、アイオライトはフェイに問いかけた。平素の無邪気さを含ませた軽いものではなく、硬質的な声。その声が今がどれだけ異常事態なのかを物語る。

			　フェイは自分よりも小さな姿の少女からの静かな問いに、わずかにその身を強(こわ)張(ば)らせた。答えに迷ったのか、一瞬口を開いてからすぐに閉じる。

			　しかし、正直に答えるべきだと判断して再び開く。

			「はい……」

			「そうか」

			　事情を詳しく知らない者を焦らすような短いやり取り。不満げに唇を尖らせたヘリオドールは、説明を求めるようにアイオライトに詰め寄った。

			「ちゃんと私たちに分かるように説明しなさいよ。何も分からないんじゃ、どうしたらいいかも分からないわ」

			「あ、悪い悪い。祠(ほこら)ってのはミーミル村の奥の森の、さらにまた奥にあるやつでな、そこにはある剣が封印されていたんだよ」

			「剣？」

			「刀系統で『虎(こ)徹(てつ)』って言う大昔の村長の剣だ。寿命で魂と肉体が消滅して残った刀をずっと祠(ほこら)で奉ってたのさ。ま、今回の件はそれを誰かが奪っちまったせいで起こったんだなあ」

			　ふー、と息を吐きながらアイオライトは天井を見上げた。その眼差しはどこか苛(いら)立(だ)ちを孕(はら)んだ苛(か)烈(れつ)さを含んでいた。ヘリオドールとオボロは背筋に冷たいものを感じた。

			「虎(こ)徹(てつ)ってのはとんでもない力を持ってる。他の劔(つるぎ)族(ぞく)を従属させる能力だ。虎(こ)徹(てつ)の持ち主はどっかの軍隊のお偉いさんだったみたいでな。真っ当なお人だったみたいで、村長も穏やかな性格だったんだけど、その能力が厄介なんだ。劔(つるぎ)族(ぞく)を強制的にヒトから剣に戻して、自分の剣として従わせてしまう」

			「なるほど、話が見えてきたよ。何でこの村に劔(つるぎ)族(ぞく)がほとんどいないのかが」

			　どこか難しそうに言うオボロに、アイオライトが口角を吊り上げて頷(うなず)く。両者とも目は笑っていなかった。

			「うちの村人のほとんどが、今は虎(こ)徹(てつ)を盗みやがった野郎の私物になってる。そうだろ、フェイ嬢？」

			「その通りです。そして、祠(ほこら)を荒らし、虎(こ)徹(てつ)を奪った者は、この村の劔(つるぎ)族(ぞく)であるベンケイ。『傀儡剣(くぐつのつるぎ)』の男です」

			「ベンケイって、武(む)蔵(さし)坊(ぼう)弁(べん)慶(けい)ですか？」

			　この会話の中で初めて総(そう)司(じ)が口を開く。

			「ソウジ様、ムサシ……とは？」

			　フェイが首を傾げる。

			「僕の世界でそんな人がいるんですよ。刀狩りみたいなことをしてたんですが、最期は主のために、立ったまま亡くなってしまうんです」

			「刀狩りか。ま、合ってるかもな」

			　アイオライトが頷(うなず)き、フェイがベンケイの剣の詳細を語り始める。

			「ベンケイの傀儡剣(くぐつのつるぎ)は下等な魔族程度なら行動をコントロールする洗脳の能力を持っています。それで森にいた『蟲(むし)人(びと)』を操り、祠(ほこら)に侵入して剣を奪ったんです」

			　蟲(むし)人(びと)とは虫系統の魔族だ。森を好み自然を愛するエルフと似た種族で、滅多に人間に干(かん)渉(しよう)しない。人間に牙(きば)を剥(む)くのは、自然を不必要に荒らされた時。

			　彼らは単体での攻撃力はさほどない。しかし、数が集まれば、その力は膨(ぼう)大(だい)なものとなる。

			「虎(こ)徹(てつ)を奪(だつ)還(かん)しようと村の者たちは戦いを挑みましたが、多くは虎(こ)徹(てつ)の能力に飲み込まれてしまい、逃れた者も蟲(むし)人(びと)の攻撃を受け……」

			　フェイが痛ましい姿となった村人を見詰める。その瞳(ひとみ)からは涙が流れ、青白い頬を伝った。

			「ベンケイは今、祠(ほこら)に眠るもう一本の剣『兼(かね)定(さだ)』をも抜こうと立て籠(こも)っています。剣そのものを守る結界はそうそう破れませんが、それも時間の問題でしょう。あなた方には祠(ほこら)に立ちはだかる蟲(むし)人(びと)を蹴(け)散(ち)らし、ベンケイを止めていただきたいのです」

			「いただきたいって……ちょっと待ちなさいよ」

			　ヘリオドールが頬を引き攣(つ)らせた。

			「クエストの依頼書には、虫退治としか書かれていなかったわよ？」

			「も、申し訳ありません。すべて事情を説明してしまうと、依頼を引き受けてくれる者が現れない可能性があったので……」

			　この状況を放ってはおけないが、予想以上の惨(さん)状(じよう)にため息をつくヘリオドール。

			「ですが、ベンケイは私が止めます。村人を守れなかった村長のけじめとして。だから蟲(むし)人(びと)の動きを封じて、祠(ほこら)への入り口さえ開けてもらえれば何とかなります」

			「フェイ？　お前、何考えてんだ？」

			「……祠(ほこら)への地図をご用意します。少々お待ちください」

			　アイオライトの呼びかけを無視して、部屋から出て行こうとするフェイ。彼女を「ちょっといいですか？」と引き止めたのは、剣を母犬と一緒に眺めていた総(そう)司(じ)だった。

			「劔(つるぎ)族(ぞく)さんを治せる方法はないのかなって思いまして……この村の人って、薬屋の人が多いんですよね？　そういうので何とかならないんですか」

			「……あるとしたら、一つだけ存在するぜ」

			　答えたのはアイオライトだったが、決して喜ばしい時に見せる表情ではなく、その声にも諦(あきら)めが混じっていた。

			　フェイも目を伏せ、何も言おうとしない。

			「あるんですか？」

			「ソウジ、あるとしたら、って言ったろ？　半ば伝説みたいな話なんだけど、昔、劔(つるぎ)族(ぞく)の剣を癒す力を持った劔(つるぎ)族(ぞく)が、一人だけ存在したらしいんだ。その劔(つるぎ)族(ぞく)がどんな奴で、剣の形状がどんななのかはアタシも知らない。けど、そいつがいれば、もしかしたら……」

			「……でも、そんな人存在しない確率のほうが高いのね。いたとしても、もう死んでる可能性もあるし」

			　ヘリオドールも残念そうにアイオライトから顔を背ける。

			　同族の剣を癒せるということしか判明していない、雲を掴むような話である。たとえベンケイとやらから虎(こ)徹(てつ)を奪(だつ)還(かん)できたとしても、取り込まれた劔(つるぎ)族(ぞく)が無事とは限らない。

			　村人を救えなかったフェイにとっては、残酷な夢物語でしかなかった。

			　だが、フェイは笑顔を崩そうとはしなかった。何とか涙を堪えて総(そう)司(じ)に微笑(ほほえ)んだ。

			　そして、アイオライトは、総(そう)司(じ)の頭を撫でながら笑った。

			「ソウジ、劔(つるぎ)族(ぞく)は他の人間からしてみれば、強力な兵器と変わらないんだ。『ヒト』として扱おうとすらしない奴も多い。そのことに対して、アタシは否定しない。アタシらは、元は武器で、本当は心なんざ存在しなかったんだからさ」

			　心が宿ってしまったがゆえに、戦いを好まない、殺(さつ)戮(りく)を望まない。

			　そのことに対して、余計な考えを持つようになったと、疎(うと)ましく思う人間を、劔(つるぎ)族(ぞく)はたくさん見てきた。

			　アイオライトはその人間たちの言葉を思い出していた。彼らは世界を救うためだと語り、自分をヒトではなく、兵器としてしか見ようとはせず、あの少女も、兵器を使いこなす道具としてしか見ていなかった。

			　口先だけで何もせず、城に籠(こも)るだけの彼らを、殺してしまおうかと考えたこともあった。

			　だが、この世界にいるのはそのような人間ばかりではない。だからこそ、アイオライトも少女も頑張ったのだ。頑張って、頑張って、そして――。

			「あんまり深く考えてくれてなかったとしても、わりと嬉(うれ)しいよ。村人を気遣ってくれたこと。ありがとうな、ソウジ。……ほら、さっさと行くぞー、フェイ。アタシも連れてけ」

			「……はい」

			　アイオライトと、彼女に促されるかたちで部屋から出て行くフェイ。残された三人に重い沈黙が流れる。

			　自分たちの役目は、祠(ほこら)を見張る蟲(むし)人(びと)の大群を蹴(け)散(ち)らすこと。フェイはその隙にベンケイを止め、虎(こ)徹(てつ)を奪(だつ)還(かん)する。

			　それで、すべて解決するわけではなかったとしても――。

			「ここにいる劔(つるぎ)族(ぞく)やベンケイって奴に奪われた劔(つるぎ)族(ぞく)は、もう助けられないのね……」

			「仕方ないよ。その治癒の力を持った劔(つるぎ)族(ぞく)に頼るわけにもいかないでしょ。僕たちはただ、蟲(むし)人(びと)を倒すことだけ考えようよ」

			　オボロがふん、と鼻を鳴らして冷たく言い放つ。

			　総(そう)司(じ)が足元に擦り寄る母犬を抱き上げながら、口を開く。ご機嫌で尻尾(しつぽ)を振りまくる母毛玉。

			「でも、もしかしたら、皆さんを治してくれる劔(つるぎ)族(ぞく)さんが、本当にいるかもしれないじゃないですか」

			「あんたね……アイオライトもいないっぽいこと言ってたじゃないの」

			「そうだよ、存在も不確かなものにすがったって……」

			「不確かってことは、いないかもしれないけど、いるってことも有り得るじゃないですか。ほら、案外近くにいるかもしれませんよ」

			　重い空気を跳ね除ける、総(そう)司(じ)の言葉。それは残された二人の劔(つるぎ)族(ぞく)にとって、救いの言葉でもあり、虚しい妄(もう)言(げん)でもあった。

			　彼女たちがどちらに受け取るかは、分からないが。

			「不思議ね。総(そう)司(じ)君が言うと、本当にそうかもしれないって思うんだから」

			「……それにしても、君はその犬たちによく懐かれてるね」

			　しんみりとした雰囲気を変えるために、オボロが別の話題を出す。先ほどまでニールとじゃれていた子犬二匹も、疲れて総(そう)司(じ)の傍で眠り始めた。

			「可愛いですね。この村に数年前にふらりとやって来たってフェイさんが言ってました」

			「村の人たちは好き勝手に名前付けてたみたいだけど……あんたも好きに呼んでみたら？」

			　ヘリオドールがそう提案すると、総(そう)司(じ)は数秒考えてから口を開いた。

			「そうですね……じゃあ、この少し大きいのはタンポポ、子犬はヒマワリと……ガーベラにしましょう」

			「えっ、花の名前？　総(そう)司(じ)君のことだから漫画のキャラの名前にするかと思ったけど」

			「何となく花がいいなと思いまして。ヘリオドールさんはどんなのが良かったですか？」

			「うーん、響き的にハーラミとかミノンとか、カルビルとか……え、どうしたの、総(そう)司(じ)君!?」

			　総(そう)司(じ)は爆睡中の子犬二匹も抱えると、ヘリオドールから少し離れた。実に機(き)敏(びん)な動きだった。

		

	
		
			　

			少年と蟲(むし)人(びと)

			　

			　無数の木の葉が太陽の光を遮(しや)断(だん)し、日中であろうと薄暗い道なき道がどこまでも続いている鬱(うつ)々(うつ)とした森林。

			　穢(けが)れを嫌い、常に清らかな空気を求める妖(よう)精(せい)霊(れい)やここに棲(す)む者たちにとっては理想の場所であっても、必要以上に自然を荒らそうとする邪(よこしま)な者にとっては、処刑場にもなるだろう。

			　この森を縄張りとする蟲(むし)人(びと)がともに棲(す)む仲間たちを守るために、牙(きば)を剥(む)く。

			　そして、彼らは今、森の果てにぽつんと存在する小さな若竹色の建築物の周りに集結していた。見た目は巨大な円(えん)錐(すい)形の石にしか見えないが、そこには一ヶ所だけ斬り口があり、ここに劔(つるぎ)族(ぞく)の剣を差し込むことで、扉が開く仕掛けになっていた。それ以外の方法でこの劔(つるぎ)族(ぞく)の祠(ほこら)に入ることは、不可能とされている。

			　ミーミル村の劔(つるぎ)族(ぞく)を率いてきた村長らが遺した二本の剣を護るための祠(ほこら)。

			　村長のみが入ることを許されるその内部は、簡素な造りになっている。剣と剣を封じるための装置のみが置かれているだけ。

			　だが、剣は装置ごと何重もの結界で守られており、それをすべて破るには相当の時間を要する。

			　そのために蟲(むし)人(びと)を操り、祠(ほこら)の警備に当たらせた。いくら劔(つるぎ)族(ぞく)といえども、殺しても殺しても湧いてくる無数の魔族相手なら、手こずるだろう。

			「馬鹿な奴らだ……」

			　ベンケイ――全身を血塗れにした男の右手に握られた紅い刃の剣。

			　この一振りの刃に、どれだけの劔(つるぎ)族(ぞく)が飲み込まれていったのだろう。男は考える。考えても行き着く先は力を手に入れた快楽のみ。

			　何とか虎(こ)徹(てつ)のほうの封印を打ち破ったところまでは覚えている。自分の剣は弱い者を操ることしか能がない。男はその力を嫌(けん)悪(お)した。

			　男が求めたのは純粋な力だ。他を圧倒し、すべての頂点に立てるほどの力。他者を傀(く)儡(ぐつ)にして操り人形にして戦わせるような卑怯な力など欲しくなかった。

			　しかし、男はその忌(い)み嫌っていた力を、自らの欲望を叶えるために行使した。長い時間をかけて破壊した封印装置と右手にある『虎(こ)徹(てつ)』がその結果だ。村の者が蟲(むし)人(びと)の壁を切り抜けてきたのはその直後で、せっかく手に入れた物を手離したくない一心で虎(こ)徹(てつ)に秘められた能力を使ってしまった。

			　ヒトの姿から剣に戻った村人が次々と刃に吸い込まれていく。まるで魂を喰らう化け物のように、刃は血の如き紅へと染まっていく。

			　虎(こ)徹(てつ)に飲まれた剣は虎(こ)徹(てつ)と同化し、永遠に従属することになり、苦しみ続ける。この魔刀を破壊したところで一体となっているため、完全なる死を以て解放するだけの結末にしかなり得ない。

			「も、もう後戻りはできない……」

			　村中の剣を奪ったがまだ足りない。『兼(かね)定(さだ)』が残っている。これを手に入れて十分な力を得てから、あの勇者の聖剣となった『彼女』の剣も奪う。

			　そうして、初めて自分は最強の劔(つるぎ)族(ぞく)になれる。ベンケイはその瞬間を迎えるため、もう一本の剣の結界を破りにかかった。

			　わずかに湧き上がる淀(よど)みを、心の片隅に追いやる。

			　その淀(よど)みの名は『罪悪感』だということに、ベンケイは気付かずにいた。

			　

			　森へ足を一歩踏み入れた途端、ヘリオドールは四方八方から突き刺さるような殺気を感じ、杖(つえ)を握り締めて周囲を見回した。

			　蟲(むし)人(びと)のものなのだろうが、どこにもその姿はない。

			　森は蟲(むし)人(びと)にとって最も戦いやすい場所だ。草むらや木の葉に隠れて敵に気付かれないように接近して攻撃を仕かけてくる。

			「まるでアマゾンの秘境みたいですね」

			　呑(のん)気(き)に感想を述べる、麦わら帽子と籠(かご)と虫取り網を装備した総(そう)司(じ)を見て、ヘリオドールは決心する。

			　自分が頑張らなければならない。横で網を振り回し、虫取りのシミュレーションをする部下を守るのは、上司の仕事だと。

			「あっ、捕まえました」

			「えっ？」

			　突然の総(そう)司(じ)の手応えを感じさせる声。総(そう)司(じ)は網を振り下ろしたまま、そこに捕まったものを見下ろす。ヘリオドールも恐る恐る見てみれば、掌(てのひら)サイズの蜂(はち)が、ブブブと羽を動かして、必死に藻(も)掻(が)いていた。

			　頭部だけは人間という奇妙な姿をしている。蜂(はち)タイプの蟲(むし)人(びと)だ。

			「ちくしょう！　気配を消して女に近付いていたのに、どうして……！」

			「すみません、適当に網動かしてたら、捕まえてしまいました」

			「さすがだね」

			　悪魔のような笑みを浮かべて網に近付いてくるのはオボロだ。その手からは金色の光が浮かび上がっている。本能的に危険を察知した蜂(はち)が、急いで網から脱出しようとするが、総(そう)司(じ)が解放してくれないので、どうしようもない。

			「荒れ狂う心に安らぎを、妬(ねた)み憎む心に穏やかな眠りを。眠りの姫君が誘う先は暗(あん)鬱(うつ)なる森。悠(ゆう)久(きゆう)の夢を見続けろ『枳(からたち)』」

			　オボロの手から生まれた光が蜂(はち)を包み込む。蜂(はち)はあっという間に気を失った。羽の動きを止めて、地面に転がる。

			　総(そう)司(じ)に網を外すように指示すると、オボロは蜂(はち)を羽の部分を摘まんで持ち上げた。あれほど煩(うるさ)かった虫からのいびき。

			「蟲(むし)人(びと)の結束力は固いって言うからね。それを利用させてもらおう」

			「まさかとは思うけど、あんたその蟲(むし)人(びと)を人質に使う気？」

			　ヘリオドールが恐る恐る尋ねる。

			「そりゃあ、使うよ。使えるものは使わないと」

			　ククッ、と笑いながら人質を眺めるその様子は、ただの極悪人である。爆睡中の蜂(はち)は、総(そう)司(じ)の首からぶら下げた籠(かご)に投獄された。

			「にしても、どうしてあのチビドラゴン置いてきちゃったの？　壊れかけた劔(つるぎ)族(ぞく)の護衛とか言ってたけど」

			「ニールなら大丈夫だと思うわよ。いざとなったら大きくなれば、蟲(むし)人(びと)を追い払うぐらいのことはできそうだし」

			　ヘリオドールの言葉に、次の瞬間、オボロはすごいことを言い出した。

			「その力使って蟲(むし)人(びと)まとめて攻撃すればいいじゃん。火吐けるなら僕たちがちまちまやらなくても、ドラゴンブレスだけで一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)に……」

			　沈黙。総(そう)司(じ)が何も言わずにオボロを見た。

			「ごめん、冗談。言ってみただけ。そうだよね、そんなことしたら森まで燃えるからね。すみません、二度と言いません」

			　ほんの少しだけ本気で出してみた案だったが、オボロは顔色を悪くした。

			「オボロさんって、そういえば魔法使えるんですよね」

			「え、うん、まあ、使えるけど」

			　すると、総(そう)司(じ)は別のことを聞き出した。それに上(うわ)擦(ず)った声で何とか答えるオボロ。悪魔のような笑みを浮かべて蟲(むし)人(びと)に魔法をかけた者とは、とても思えない怯(おび)えぶりだった。

			「だったらヘリオドールさんと一緒に、これを祠(ほこら)の周りに撒き散らして欲しいんですけど」

			　総(そう)司(じ)が鞄(かばん)から取り出したのは、無色透明な液体が入った霧吹きだった。魔力も感じられない、ただの水のような見た目だ。

			「総(そう)司(じ)君、何これ」

			「虫除けスプレーです。近所の人から、作り方を聞いて作ってみました。蟲(むし)人(びと)の人にも効きますかね？」

			　どうだろう。ヘリオドールは渋い表情を浮かべた。

			　蟲(むし)人(びと)はれっきとした魔族である。魔法もない世界の虫除けが効くとは、ちょっと考えられない。

			　だが、オボロは無(む)謀(ぼう)にもその霧吹きを、試しに宙に吹きかけた。もしも森が汚染されたらどうするつもりだとヘリオドールが一瞬身(み)構(がま)えるが、草木が腐敗する気配は見られない。

			　オボロは「うーん」と唸り声を上げた。

			「これ、本当に君が作ったの？　匂いも全然しないけど」

			「はい、原液のままだと虫が死んでしまうのでだいぶ薄めてみたんです。室内で吹きかけたら、父さんが倒れてしまいました」

			「え？　何であんたのお父さんが倒れるのよ……」

			「近所の人と一緒に作ってる時は、ちょっと臭いぐらいにしか感じなかったんですけど」

			　話を聞いてオボロはあまり深く考えずに、霧吹きを使ったことを盛大に後悔した。

			　今、自分が無傷でいられるのは、総(そう)司(じ)の父親という尊(とうと)き犠牲があったからである。

			「やっぱり僕がこっそり林(りん)檎(ご)のすりおろしを入れたせいでしょうか」

			「そんな隠し味的な感覚で入れたせいで、人間に害を及ぼすようになったなら私は二度と林(りん)檎(ご)食べないわよ」

			「何騒いでんだ。蟲(むし)人(びと)に気付かれるぜー？」

			　林(りん)檎(ご)の危険性に戦慄するヘリオドールに、呆れたように言ったのはアイオライトだった。その後ろからは、祠(ほこら)への地図を持ったフェイがやって来た。

			「もう気付かれたわよ。総(そう)司(じ)君が捕まえてくれたけど」

			「ふうん。まだ森の入り口付近だってのに……こりゃ祠(ほこら)まで行くのも一苦労だな」

			　フェイが地図を広げる。ここからまっすぐ進んだ場所に祠(ほこら)はあるようだった。地図が必要になるような地形でもない。フェイかアイオライトの口頭での道案内でも、十分辿り着けそうな道のりだ。

			「このまま正面ルートで行けば、大量の蟲(むし)人(びと)とやり合うことになる。アタシらの仕事はそれなんだが、いくらなんでも一気にかかって来られると、さすがに面倒臭い。遠回りになってもいいから、蟲(むし)人(びと)の気配が少ないルートを攻めるぞ。この森は単純な地形に見えて、案外複雑だ。いろんな道を歩きながら祠(ほこら)を目指すなら地図を見ながらのほうが安全だ」

			「あ、それなんですけど、これ試しに使ってもらえませんか？」

			　総(そう)司(じ)がアイオライトに見せたのは、例の虫除けスプレーだった。

			「虫除けの薬です。蟲(むし)人(びと)の人にも効いたらいいんですが。操られてるなら、あまり喧嘩したくないですし」

			「お前、やっぱり優しいなあ。この状況で蟲(むし)人(びと)の心配までするなんてさ」

			　嬉(うれ)しそうに笑うアイオライトとは対照的に、フェイは呆れた声を上げた。

			「ソウジ様、申し訳ありませんが、たとえ効果があったとしても、蟲(むし)人(びと)の数は膨(ぼう)大(だい)です。この瓶の中身だけで、すべての蟲(むし)人(びと)を払えるとは」

			「ヘリオドールさんとオボロさんに、魔法で薬の中身を森中に撒き散らしてもらおうかと思っています」

			　こんな小さな霧吹きに詰めた無色透明無臭の液体を森中に？　指名されたヘリオドールとオボロは、顔を見合わせた。どちらが言う？　みたいな視線が、二人の間に交わされる。

			　そして、ヘリオドールが重い口を開いた。

			「あ、あんた、それ意味あるの？」

			「大丈夫だと思うんですが」

			「その自信はどこから来るのよ！」

			「まあ、いいじゃん。やってみろやってみろ」

			　アイオライトのどこか投げやりな発言に、ヘリオドールは杖(つえ)をかざし、オボロは掌(てのひら)から翠(みどり)の光を灯す。総(そう)司(じ)は霧吹きのキャップを外した。

			　フェイは「こいつら大丈夫か？」という視線を三人へ向けた。

			　ヘリオドールが詠(えい)唱(しよう)を行う。

			「大気を踊り舞う風たちよ。その手を脆(ぜい)弱(じやく)な人間へ差し伸べよ。暖かく穏やかな風を――『風の通り道』」

			　オボロもそれに続く。

			「嘆きの慟(どう)哭(こく)を掻き消す風を、不浄なる穢(けが)れを連れ去る風を。風乙女が誘うは清浄なる大気。吹き荒べ『常磐(ときわ)』」

			　二人の詠(えい)唱(しよう)が終わり、彼らを中心に起こる強風。総(そう)司(じ)の持っていた霧吹きが、持ち主の手から離れ、中身がすべて宙へと零(こぼ)れ出す。液体は二つの風によって空に舞い上がり、四方へと拡(かく)散(さん)されていく。

			　森中へ運ばれていく液体が、溶け込んだ風。その様を見ていたヘリオドールが一言。

			「全然効き目ないような気がするわよ」

			　オボロも空笑いを浮かべて頷(うなず)く。

			「それより今の風は少し強かったかもね。蟲(むし)人(びと)が一斉に来るかも……」

			　どさ。

			　何かが落ちたような音が、ヘリオドールの背後から聞こえた。つい張り切ってしまったと反省するオボロと、いつ押し寄せるか分からない蟲(むし)人(びと)に警戒するフェイが、音の方向に目を向け、「ヒィッ」と掠(かす)れた悲鳴を上げた。

			　アイオライトですら目を丸くして固まっている。

			　ヘリオドールは深呼吸してから、自分の後ろに落ちたものを確認すべく、振り向いた。

			　頭部だけが人間の、人と同じサイズの巨大な蜘(く)蛛(も)が白目を剥(む)き、涎(よだれ)をだらしなく流して、体をぴくぴく痙(けい)攣(れん)させていた。

			「ぎゃああああああああああああああああああああああ!!」

			　ヘリオドールは凄(すさ)まじい悲鳴とともに総(そう)司(じ)の首にしがみつく。その間にも、次々と木から降ってくる異形。背中から蝶の羽を生やした小人や、額から角や鍬(くわ)のような物を生やした体格の良い男らもいる。

			　彼らは全員、蟲(むし)人(びと)だった。

			　

			◆　◆　◆　

			　

			　一人の少年が作製した虫除けスプレーによって、一つの森が地獄絵図と化した頃。

			　魔法や魔物が存在しない世界、ウトガルドにあるオタク大国日本のとある会社では、一人のサラリーマンが盛大なくしゃみをぶちまけていた。

			　いつも仏頂面な顔を、これでもかというくらい歪(ゆが)ませ、低音での「ぶえぇいくしょんッ」に彼の部下は動揺した。

			　部長が風邪？　と。

			「やべー！　ついに部長にも病魔が！」

			「笑い事じゃねーよ。こっちはずっとくしゃみと鼻づまりが止まらねえんだぞ」

			　珍しい光景にテンションが上がる部下に、部長は舌打ちをしてから鼻をかむ。ポケットティッシュでは対処しきれないため、デスクの上にはボックスティッシュがセッティング済みであった。

			　インフルエンザで部下が次々とやられても、淡々と彼らの分の仕事をこなし、花粉にも負けない男の体調不良。明日は雪が降るかもしれないと、その男を知る誰もが恐れおののいた。

			「ほら、さっき言ったろ。うちの息子が作ったスプレー使ったらぶっ倒れたって。あれからなんだよ。最初よか、ずいぶん楽にはなったが……ぶしょいッ！」

			「息子さん、虫除けスプレー作ったんでしたっけ？　それでやられたってことは、部長前世は虫だったんじゃないですか？」

			「ちげーよ。あいつが完成した薬になんか混ぜたせいで、成分おかしくなったんだって。入れる前のスプレーの臭い嗅(か)いだ時は、何ともなかったんだぞ」

			「なんか科学変化でも起こっちゃったんですかねー」

			　部下の言葉に、部長は台所で一心不乱になって息子が林(りん)檎(ご)をすりおろしていた光景を思い出す。やはりあれが原因か。林(りん)檎(ご)。あの甘い芳香を漂(ただよ)わせる果実に、そんなおぞましい効果があるとは初耳である。

			　スプレーを使用した直後に意識が遠退いた時は、何か息子に恨まれることをしたのかと思ったほどの殺傷能力であった。

			「ていうか……奥さんは大丈夫だったんですか!?」

			「嫁と息子はノーダメージ。何だって俺だけこんな目に……いや、あいつらも同じ目に遭(あ)わなくて良かったけど……」

			「つまりやられたのは部長だけであると。なんか部長にだけ効くスプレーになってたんじゃないですか？」

			「……馬鹿じゃねーの。林(りん)檎(ご)如きでそんなもんになるわけ……」

			「部長、有能すぎてライバル社から漆(しつ)黒(こく)の悪魔って呼ばれてるでしょ。案外、息子さん悪魔を祓(はら)う聖水みたいなの開発しちゃったのかもしれないですよ」

			「息子さんすげー！」と笑う部下は気付いていなかった。上司が顔面蒼白になっていたことに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この世の地獄とはこういうことなのか。ヘリオドールは恐怖で足をがくがくと震わせていた。

			　ほんの数分前まで感じていた数多の殺気は、すっかり消え失せた。その持ち主たちが次々と昏(こん)倒(とう)してしまったからである。虫除けスプレーによって。それを風の魔法を使って森中に撒き散らしてしまったせいで。

			　総(そう)司(じ)の案に懐(かい)疑(ぎ)心(しん)を持っていたフェイは、口を魚のように開閉させていた。声すら出せないようだ。だが、何となく言いたいことが分かったヘリオドールは、目を潤(うる)ませながら首を横に振りまくった。

			「ち、ちが……私たち、こんな大それたことをしでかすつもりは……」

			　身の潔白を訴える魔女に、総(そう)司(じ)が声をかける。

			「ヘリオドールさん、見てください。蝶々綺(き)麗(れい)ですよ」

			「あんた、さすがにこんな時くらいは慌てなさ……あ？」

			　総(そう)司(じ)の網の輪の部分にとん、と止まった蝶は、彼の言う通り美しかった。瑠(る)璃(り)色と闇(やみ)色で彩(いろど)られた翅(はね)に、ヘリオドールも思わず見惚れてしまう。、見惚れた後に気付く。

			「え、ちょっと……おかしくない？　それ、蝶よね」

			「蝶です。多分、蛾(が)ではないと思います」

			　総(そう)司(じ)に伝わらないヘリオドールの疑問。

			「そうじゃなくて、何でそれは平気なのよ。虫なのに」

			　蟲(むし)人(びと)への効果が絶大だったのだ。ただの虫が、あの劇薬の餌(え)食(じき)になっていないのはおかしい。

			　蟲(むし)人(びと)の中でも最高の防御力を誇(ほこ)るはずの甲(かぶと)虫(むし)や鍬(くわ)形(がた)ですら、コテンパンだ。そこら辺の虫なんぞ瞬殺である。

			　しかも、オボロは一度スプレーを吹きかけている。その時点で何らかの異変は起きてもおかしくはないはずだった。

			「この森本当にいろいろな虫がいますね。僕、虫好きだから嬉(うれ)しいです」

			「嘘つくんじゃないわよ。総(そう)司(じ)君、本当は虫嫌いでしょ……」

			「……でも、こいつの作った薬、虫にはまったく関係ないみたいだぜ」

			　アイオライトが空になった霧吹きに残った匂いを嗅(か)ぎながら言う。苦笑いを浮かべながら。

			「ソウジ、お前が作ったのは聖水みたいなもんだよ。魔族にダメージを与えられる聖なる水。本来は魔術師が水にいろんな魔法をかけて作るもんなんだけど、これは聖水に近い成分なんじゃねえかな」

			「やっぱり林(りん)檎(ご)のすりおろしを入れたせいで効能が変わったんでしょうか」

			「あんたは林(りん)檎(ご)からいったん離れなさい！　……でも、オボロが試しに吹きかけた時は、何も起こらなかったわよ？」

			　総(そう)司(じ)にツッコミを入れたあと、ヘリオドールは思い出したように言った。

			「そりゃ滅茶苦茶薄めてるからだろ。これだけじゃ魔族に効き目はまったくない。けど、さっきお前らが出した風あっただろ？　あの風に含まれているお前らの魔力に聖水が反応して効き目が出るようになっちまった……んじゃないかなあ。アタシにもよく分かんないわ」

			　アイオライトも首を傾げつつ、霧吹きを総(そう)司(じ)に返す。大方の謎は解けたところで、ヘリオドールはある質問をした。ここが一番重要である。

			「蟲(むし)人(びと)がこのまま目覚めないってことはないわよね？」

			「そりゃないな。こいつらはただ気絶してるだけさ。……そんでもかなり薄めておいてこの威力……これが原液だったら、ヤバかったかもな」

			　苦笑いのアイオライトに、ヘリオドールはピシッと固まった。

			「体が一瞬で灰になるぐらいはいくな。これに耐えられるなんて、多分相当の力を持った魔族ぐらいだぜ？」

			　大量虐(ぎやく)殺(さつ)の共犯者にならなくて良かったと安(あん)堵(ど)しつつ、ヘリオドールは恐怖した。自分が魔族だったら同じように倒れていたのだろうかと。

			　オボロも同じことを考えていたらしい。「良かった」とぽつりと呟(つぶや)いていた。竜の炎で蟲(むし)人(びと)を一気に焼こうぜな鬼(き)畜(ちく)発言をした青年が、今やこの有り様である。

			　フェイは、驚きの表情のままで少年を凝視している。

			「森を一切傷付けることなく、蟲(むし)人(びと)の戦力を奪うなんてすごい」

			「あ、いえ、そういうつもりで作ったんじゃなくて、蚊対策で用意しただけです。僕もまさかこうなるとは」

			「謙(けん)遜(そん)すんなって。結果的に戦わずに済んだんだぜ。いやー、本当にお前見てると『あの子』思い出すなあ」

			「あの子？」

			　総(そう)司(じ)が目を丸くしてアイオライトを見る。

			「……こっちの話だから気にすんな。ほら、さっさと祠(ほこら)に急ぐぞ！」

			　アイオライトは一瞬だけ懐かしむような表情を浮かべたあと、総(そう)司(じ)の手を引いて先に進み始めた。それにフェイが続き、ヘリオドールも地面に転がる蟲(むし)人(びと)を避けながら恐る恐る進んでいく。

			　そんな中、オボロだけが浮かない表情で歩き出す。その視線の先はフェイ。

			（彼女はどうやってベンケイを大人しくさせるつもりなのかな……）

			　フェイは、ベンケイは自分で何とかすると言った。その方法は一切語らないまま。それが妙に引っかかっていた。

			　きっと、彼女自身にはいくら聞いても教えてくれない。ならば、とアイオライトに視線を向けようとした瞬間。

			　がさっ。

			「ギャアッ！」

			「オボロさん？」

			　顔を覗き込んできた総(そう)司(じ)をオボロは睨み付けた。

			「き、君は鞄(かばん)に何入れてんのさ……」

			　総(そう)司(じ)が肩にかけている鞄(かばん)が、生き物が入ってるとしか思えない軽快な動きを披露したのだ。

			「変なのは何も入れてませんけど……」

			　総(そう)司(じ)は首を傾げた。

			「友人として言わせてもらうけど、君の変な物の基準はよく分からないんだよ！」

			　良くぞ言った。心の中でオボロに喝(かつ)采(さい)を送りながら、ヘリオドールは周囲を見回す。

			　いくら進んでも無事な蟲(むし)人(びと)が一人も見当たらないことに不安を覚える。ここまでバタバタ倒れられてると、本当はもう死んでいるのではと疑いたくなってしまう。

			　ある程度の激闘を予想していたのに、まさか戦う相手の心配をするとは、誰が予想しただろうか。

			　もし、虫除けスプレーを原液で持ち出していたら大惨事であった。彼の父親が結果的に被験者になってくれたおかげで、森が救われた。

			（……ん？）

			　そこまで考えてヘリオドールは違和感に気付いた。

			　聖水は、魔族にしか効かない。

			　強い魔族でない限りは、原液を使用すれば灰になってもおかしくない。

			　総(そう)司(じ)の父親は、それを使ったせいで倒れた。

			「………………」

			　つまり――。

			「柔らかき純白の聖光よ。災(さい)厄(やく)から人々を護り包み込め。平和と安らぎのための祈りを――『護りの羽毛』!!」

			　その結論に辿り着くと同時に、ヘリオドールが杖(つえ)を掲げ詠(えい)唱(しよう)した。白く半透明の光が一同を包み込み、木の上から突如落下してきた『それ』の衝撃から守った。だが、耐えきれずにパキンと音を立てて聖なる結界は消滅した。

			「ほう、某(それがし)の気配に気付くとは……やるな魔女め」

			『それ』は全滅したはずの蟲(むし)人(びと)だった。褐(かつ)色(しよく)の肌を持つ甲(かぶと)虫(むし)タイプの蟲(むし)人(びと)。

			　他よりも額から生えた角が太く、より引き締まった筋肉質な体をしている。切れ長の瞳(ひとみ)は爛(らん)々(らん)と輝いている。

			　素早く後ろに下がって間合いを取った甲(かぶと)虫(むし)の蟲(むし)人(びと)に、フェイの顔が苦々しく歪(ゆが)む。

			「彼はこの森に棲(す)む蟲(むし)人(びと)の中で一番強い男です。予想はしていましたが、彼まで操られているとは……」

			　そんなフェイに、蟲(むし)人(びと)が不服そうに口を開く。

			「某(それがし)はあの男に操られておらぬ」

			「は？」

			「え？」

			　今何つった、こいつ。アイオライトとフェイから間抜けな声が出る。

			「あのような男の妖しい術などにかかる某(それがし)ではない。だが、森に棲(す)む他の者たちは、術によって操られてしまい、某(それがし)も手を焼いていた。そこに現れたのが、そこの小僧だ」

			「僕ですか？」

			　甲の男は総(そう)司(じ)を右手で指差すと左手で力強い拳を作った。

			「某(それがし)は感謝すると同時に、お主と戦ってみたくなった！」

			「はあ!?　こんな時に何言ってんのよ!?」

			「愚(おろ)かなのは承知の上。しかし、甲(かぶと)虫(むし)の蟲(むし)人(びと)は己よりも強い者との戦いを常に求める存在。出会えば本能が叫び声を上げる。『戦え』と！　さあ、戦え小僧！」

			「なるほど」

			　なぜか力強く頷(うなず)く総(そう)司(じ)。フェイは蟲(むし)人(びと)最強の男の闘争本能に絶句するばかりだが、総(そう)司(じ)をよく知る者は、それどころではない。

			　普段は誰にでも優しい温厚な性格の少年だが、戦えと言われたら素直に戦うという律(りち)儀(ぎ)な面もあるのだ。そんな総(そう)司(じ)に、決闘を申し込んできた脳(のう)筋(きん)。

			「あなたの気持ち、よく分かりました」

			　その不安を助長させるように、一歩前に踏み出した総(そう)司(じ)に、甲の男もニヤリと笑う。ヘリオドールとオボロは顔を両手で覆(おお)った。

			「ですが、今は急いでいるのでお断りします」

			　総(そう)司(じ)は顔の前で手を横に振り、脳(のう)筋(きん)の誘いを拒絶した。アイオライトが腹を抱えて大声で笑い出す。

			　甲の男の笑みに満ちていた顔が、みるみるうちに鬼のような表情に変(へん)貌(ぼう)していく。

			　小刻みに震える拳の隙間からは、ぽたぽたと赤い鮮血が零(こぼ)れ、地面を濡らしていた。爪が掌(てのひら)に食い込んでいるようだ。

			　まだ戦っていないうちに軽傷を負った戦士に、ヘリオドールはごくり、と生(なま)唾(つば)を飲み込む。馬鹿だ。

			「なぜだ……なぜ某(それがし)と戦わぬ!?」

			「いや、なぜと言われても。あと、手痛そうなんですけど、大丈夫ですか？」

			「これは某(それがし)の心の痛み……貴様に裏切られた某(それがし)の心の痛みだ!!」

			　総(そう)司(じ)の気遣いの言葉が、火に油を注ぐ形となったらしい。もはや山火事。馬鹿がよく分からないことを言い出した。

			　それでも顔色一つ変えない総(そう)司(じ)に、ヘリオドールとオボロは「ぶれないな……」と思った。アイオライトはひたすら笑っていた。

			「僕たち、あなたと戦う必要もありません」

			「某(それがし)にはある！　貴様という好敵手と拳をぶつけ合わなければ、いても立ってもいられぬ!!」

			「そんなことをしてないで、蟲(むし)人(びと)の人たちの心配しましょうよ」

			　諭(さと)すように総(そう)司(じ)が言う。アイオライトも援護射撃に入る。

			「つーかよ、どうしてもソウジと戦いたいなら、まずオボロと戦って勝ってからにしてくれよ」

			「ちょっと待て！」

			　アイオライトの撃った弾がオボロに被弾した。

			　お？　と自分のほうを見てきた甲の男の視線から逃れるように、木に隠れながら発言者を睨み付ける。発言者であるアイオライトは笑いすぎたのか、目(め)尻(じり)に涙が浮かんでいた。

			「ソウジが戦いたくないってんだから、仕方ないだろ。そんでも、お前があいつと戦って負ければ、お前の仇(かたき)を取るっていう戦う理由ができるじゃないか」

			「仇(かたき)って何だ、仇(かたき)って！　最初から僕が負けるような言い方しやがって！」

			「アイオライトだって、そこまでは思ってないわよ。ほら、あんたが勝てば一番丸く収まるんだから！」

			「うるさい！」

			　叫びつつも、オボロは掌(てのひら)から蒼い光を生み出す。ここでいつまでも誰が馬鹿の相手をするかを話し合っている時間はない。

			　それに、もう逆らっても無駄に思えてきた。

			「オボロさん、すみません。僕のせいで」

			「そう思ってくれてるなら、これは貸しにしておくよ。あとでちゃんと返してもらうから、ね。……蒼き焔(ほのお)が誘うは裁きの煉(れん)獄(ごく)。解き放て『露草』」

			　謝ってきた総(そう)司(じ)に苦笑しながら、オボロは蒼い光を炎に変えて前方に投げ付けるように放った。その先にいた甲の男を、『露草』の炎が包み込む。

			　だが、甲の男が苦(く)悶(もん)の表情を見せたのは一瞬で、その太い両腕を横に振り広げると炎が消滅した。オボロは辟(へき)易(えき)したようにため息をつく。

			「中途半端な詠(えい)唱(しよう)で撃ったとしても、威力は結構あるはずなんだけどな……」

			　オボロのその呟(つぶや)きにアイオライトが満面の笑みを見せた。

			「じゃ、本気で撃てば結構いけるんだな！　頑張れよ！」

			　ヘリオドールも愛らしい笑みを浮かべてオボロへ手を振る。

			「頑張ってね、オボロ！　後で何か奢るから！」

			「この戦いが終わったら、みんなでまたクエスト依頼引き受けましょうね、オボロさん」

			「やめて、最後のやめて！　何かすごい縁起が悪い感じがするから！　……と、そうだ」

			　オボロは、フラグを立てようとする総(そう)司(じ)の襟(えり)首(くび)を捕まえて引き寄せた。

			　そして、無言で先頭を走るフェイを目で捉えながら、耳打ちをする。

			「あの村長が何かしようとしたら止めるんだよ、いいね？」

			「……フェイさんは何も悪いことはしないと思いますけど」

			「うん、その逆のことをするつもりかもしれないから、止めるんだよ。会ったばかりとは言え、知り合いに何かあったら気分悪い」

			　ぱっ、と総(そう)司(じ)を離すと同時に、オボロの掌(てのひら)が淡い緑色に光る。青年の頭上には高く飛翔した甲の男。蹴りを喰らわせようとしている。

			　それをギリギリのところで回避しながら、詠(えい)唱(しよう)を始める。

			「嘆きの慟(どう)哭(こく)を掻き消す風を、不浄なる穢(けが)れを連れ去る風を。風乙女が誘うは清浄なる大気。吹き荒べ『常磐』」

			　緑色の風が、オボロへ迫ろうとする甲の男を容(よう)赦(しや)なく吹き飛ばした。

		

	
		
			　

			少年と祠(ほこら)

			　

			「あいつだけみたいね……蟲(むし)人(びと)の中で平気だったの」

			　再び静寂の空気の森を駆けていたヘリオドールが、安(あん)堵(ど)したように言った。

			　あんな面倒臭いものにばんばん出てこられたら堪らない。結果的に戦わずに済んだ傀儡剣(くぐつのつるぎ)に操られている蟲(むし)人(びと)のほうが、まだいいような気がする。

			　そんな中で、総(そう)司(じ)がアイオライトに尋ねた。

			「でも、オボロさん一人に任せて良かったんでしょうか？　何も力になれないかもしれないですが、僕も残ったほうがよか――」

			「いいんだよ。あいつが魔術師としても腕が立つってのはジークフリートから聞いてる。それに、ソウジが残ったらヘリオドールも残ることになるし。なあ？」

			「当たり前でしょ。この子一人にあんな馬鹿、危なくて任せられないわよ……」

			　二十代前半という年齢を疑うような発言をするヘリオドールだったが、肝心の本人には届いていない。総(そう)司(じ)の視線はまっすぐフェイに向けられていた。そんな様子を見たアイオライトがからかうように少年の手をぺしぺしと叩く。

			「なんだよ、フェイに惚(ほ)れたか？　ヘリオドールとフィリア嬢が泣くぞ」

			「フェイさん、どうするつもりなんですか？」

			　小声で話しかけたアイオライトに対し、総(そう)司(じ)もまた小声で聞く。アイオライトの表情がわずかに強(こわ)張(ば)る。

			「ベンケイさんを止めるのは自分でするって言ってましたけど、どうやって止めるんですか？」

			「……そういやオボロもそれを気にしてたみたいだな。そうだな、あいつの考えてることでだいたい当たりだ。……大丈夫、あいつは村長としてケジメをつけなきゃとか考えてんだろうけど、そんなことさせないぜ。あいつにはさせない」

			　不敵な笑みを浮かべる少女だったが、総(そう)司(じ)はそれを見たあとに、首を横に振った。ちょっとは信じてくれと、アイオライトが言葉を付け足そうとした時だ。

			「アイオライトさん、無理してませんか？」

			　総(そう)司(じ)の問いかけにアイオライトの笑顔が崩れ、何かを焦がれるような、耐えるような表情に変わる。フェイの足が止まったのは、その直後のことだった。

			「……ここが祠(ほこら)です」

			　一同の前に静かにそびえ立つ円(えん)錐(すい)形の巨石。単なるオブジェにしか見えないそれに、ヘリオドールは口の中に溜まった唾(だ)液(えき)を飲み込んだ。

			　祠(ほこら)から感じ取れる凄(すさ)まじい魔力。杖(つえ)を握る手が、無意識に震えてしまう。

			　村人の剣をすべて吸収した男が、この中にいるという明確な証拠だった。

			「この中にベンケイとかいう奴がいるのね……」

			「はい……ですから、ここから先は私が」

			　フェイが自らの体内から剣を抜き出す。傷一つない美しい刃に纏(まと)わり付く紫の電流。

			　刃を祠(ほこら)に刻まれた斬り口へと差し込もうとするフェイの手を掴んだのは、総(そう)司(じ)だった。

			「あの、オボロさんがあなたのことを、ずいぶん心配していたようなので」

			「……何の話でしょうか」

			「何の話も何も、お前、ベンケイを殺すつもりなんだろ？」

			　図星だったらしい。アイオライトの指摘を受けて、フェイが視線を彷徨(さまよ)わせる。ヘリオドールは両者を交互に見て、フェイではなく、アイオライトに問いかけた。

			「殺すって……どういうことよ」

			「そのままの意味だよ。村の中から忌(い)まわしい罪人が出た時のために、ミーミル村の村長には代々ある術が受け継がれている。――二度と劔(つるぎ)族(ぞく)が復活できないよう、剣を破壊するために」

			「ま、待ちなさいよ。あんたベンケイを止めるって言ってなかった!?　殺すだなんて一言も」

			「村ができてから約五百年の間、この術が使われたことは一度もありませんでした」

			　ヘリオドールの言葉を遮(さえぎ)ったのは、フェイだった。総(そう)司(じ)が手を離しても剣を再び構(かま)えることはなく、祠(ほこら)を見据える瞳(ひとみ)は陰を帯びていた。

			「それはこの村が平和だったから。ですが、その平穏は一人の愚(ぐ)者(しや)によってすべて奪われました。虎(こ)徹(てつ)に取り込まれた劔(つるぎ)族(ぞく)は、二度とヒトの姿になることはなく、虎(こ)徹(てつ)の呪(じゆ)縛(ばく)から逃れた者も死の淵にいます。……私はベンケイを許すわけにはいきません」

			「いいね、やっぱりアタシが次期村長に選んだだけのことはある」

			「……アイオライト？」

			　からからと笑う少女にヘリオドールは不安を覚える。フェイの気持ちと、ベンケイの犯した罪を考えれば「殺すな」とははっきりと言えない。この心優しそうな女性に咎(とが)を負わせたくないという思いは、単なるエゴに過ぎない。

			　そんな何が正しいか分からない状況なのにもかかわらず、笑うアイオライト。どうして、こんな時に笑えるのだろう。

			　ヘリオドールの疑問をよそに、アイオライトが胸に手を置く。

			「我が魂、我が思い、我が剣。滅したまえ、死を撒き散らす邪悪なる意思。救いたまえ、深き闇(やみ)に囚(とら)われし哀しき魂を。我は破壊と創世の導き手なり。『菫青剣(きんせいのつるぎ)』」

			　夜明け前の空のような、深い青色の光とともにアイオライトから放たれる剣。神(こう)々(ごう)しい白銀の光を帯びる刃。

			　しかし、その刃は半分ほどが折れてしまっている。残っている刃にも、亀(き)裂(れつ)が走っていた。

			　フェイが、半壊した剣を見て叫ぶ。

			「アイオライト様！　そんな体でいったい何をするつもりですか!?」

			「なあ、お前ベンケイを殺した後に、自分も死ぬ気だったんだろ？」

			「それは――！」

			「代わりに、アタシが引き受けてやるよ」

			　アイオライトが剣の刃を祠(ほこら)の斬り口に差し込む。直後、祠(ほこら)から生まれた白い光がアイオライトの小さな体を包み始める。

			「やめてください、アイオライト様……！」

			　菫青剣(きんせいのつるぎ)を抜き取ろうと柄に触れようとしたフェイの体が、吹き飛ばされる。剣とその持ち主を守るように張られた結界によるものだった。青い障壁の中で、アイオライトが「ごめんな」といつもの口調で謝る。
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			　彼女が何をしようとしているのかは分からなくても、止めなければならないのは分かる。ヘリオドールは、杖(つえ)に自らの魔力を注ぎ込みながら叫んだ。

			「死ぬって……あんた何しようとしてるの!?」

			「ヘリオドール、フェイのこと頼んだぜ。オボロには二度とチビ呼ばわりすんなって言っておいてくれよ」

			「馬鹿！　そんなの自分で言いなさい!!」

			　何とか結界を破壊しようと、魔法で氷の刺を放つものの、あっさり弾き返される。

			　それでも魔法を撃ち続けるヘリオドールに、アイオライトは困ったように笑ったあと、一人だけ静かな少年を見た。

			　無表情のまま、吹き飛ばされそうになる体を踏ん張りながら、手を突っ込もうとする少年。

			　わずかではあるが、結界の中に指が侵入していた。

			「戻ってきてください」

			　その言葉に、アイオライトの手が震えた。

			「……さすがにお前も痛いだろ。アタシの結界は、普通の結界と違うからな。手千切れるかもしれないから、もうやめときな」

			「アイオライトさん」

			「じゃあな」

			　小さく手を振ったあと、アイオライトの姿は完全に光に包まれ、光とともに消えていった。

		

	
		
			　

			少年と菫(すみれ)

			　

			　魔族の王、魔王が率いる魔族の大群が、世界中に現れて人間を虐(ぎやく)殺(さつ)している。

			　人間側も必死に抵抗するものの、魔族はますます勢力を広げていった。いずれ人間は敗北する。

			　そうなれば、魔族が世界を牛(ぎゆう)耳(じ)る悪夢の時代が始まる。人類は終わりのない隷(れい)属(ぞく)を強いられ、多くの人間が、死に絶えることになるだろう。

			　すべてが終わる前に、こちらから終わらせなければならない。そのために、魔王に対抗できる力を、人間側は手に入れる必要があった。

			『力』はすぐに手に入れられた。劔(つるぎ)族(ぞく)の女だ。魔族を何百と殺した剣士が残した剣から生まれた劔(つるぎ)族(ぞく)。彼女の剣は、上位魔族にすら勝る強大な魔力を誇(ほこ)り、正に聖剣と讃(たた)えるに相応(ふさわ)しい魔族殺しの武器だった。

			　問題は彼女自身でも、剣の力を最大限に発揮できないことだった。あまりにも強い力を彼女一人ではコントロールしきれなかったのだ。

			　幾多の有能な剣士が使いこなそうとしても無駄だった。剣の魔力に、命を喰い尽くされてしまうのだった。

			　彼女の剣――菫青剣(きんせいのつるぎ)に耐えうる肉体を持つ者が必要だ。そして、それはこのアスガルドとは異なる世界、ウトガルドの人間が適しているとされた。

			　まったく魔力を持たないあちらの世界の人間なら、剣の魔力に影響されることがないとされていたためだ。

			　もう人間たちに形(なり)振(ふ)り構(かま)っている暇はなかった。このままでは、魔王によって世界は奪われてしまう。魔王を倒すために、手段を選ぶ余裕など残されていなかった。

			　そして、呼び出された。ウトガルドの人間が、この混(こん)沌(とん)の世界に。

			　転送魔法陣の上で、呆然とする人物に、アイオライトは信じられないと首を横に振った。

			『……おい、待てよ。な、なんでこんなのがいるんだよ』

			『それは聖剣を使いこなす勇者に相応(ふさわ)しい人間だからです。この魔法陣は、あなたの魔力によって作られたもの。菫青剣(きんせいのつるぎ)が選んだ勇者だ！』

			　まだ少女と呼べるあどけない顔立ちの娘。魔法陣に魔力を送り続けていた魔術師の言う通りだ。彼女は菫青剣(きんせいのつるぎ)の、聖剣の持ち主に相応(ふさわ)しい勇者として引き寄せられた。

			　アイオライトはその場に座り込んだ。こんな、年若い少女が剣を握って、死ぬかもしれない戦いに身を投じることになってしまったのだ。自分が力を使いこなせなかったせいで。

			『えっと……？』

			　自責の念に駆られるアイオライトに、少女が歩み寄る。自らの置かれた状況などまったく理解していない様子で、アイオライトの頭を撫でた。

			　これから英雄に担ぎ上げられるであろう少女に、アイオライトは青くなった唇をゆっくりと動かす。

			『ごめん……アタシのせいで……』

			『どうしたの？　どこか痛い？　あと、ここどこかな？　早く学校に行かなきゃいけないんだけど……』

			　少女の朗(ほが)らかな声が胸に突き刺さる。今は何も知らないから優しい声をしているが、きっと真実を知れば、アイオライトを糾(きゆう)弾(だん)し、罵(ののし)るだろう。そのことを想像すると恐ろしかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昔の記憶を脳裏に蘇(よみがえ)らせながら、アイオライトは瞼(まぶた)を開いた。あの石の内部はぽっかりとした空洞になっており、常に冷たい空気が流れている。いつ来ても変わらない、静(せい)謐(ひつ)な空間。

			　のはずだった。

			　祠(ほこら)の中央に鎮(ちん)座(ざ)していた二本の剣。かつてミーミル村を治めていた二人の村長が寿命を迎え、遺した剣。その一本が一人の男の手に強く握り締められていた。血色の禍(まが)々(まが)しい刀身にどれだけの同(どう)胞(ほう)が囚(とら)われているのだろう。

			　男が振り向く。狂気で濁(にご)り切った眼でアイオライトを捉えると、唇を三日月のように大きく吊り上げた。

			　それに対して少女も笑う。

			「アイオライト……まさか自分から俺に会いに来てくれるなんて……分かるか!?　俺だ、ベンケイだ！」

			「ああ、分かるぜ。少し見ないうちにずいぶんといい表情するようになってんな」

			「ずっとあんたに付いて回ってた。俺よりもずっと小さくて弱そうなくせに、どんな劔(つるぎ)族(ぞく)よりも強くて……あの勇者の聖剣にも選ばれた」

			「選ばれたんじゃなくて、選んだんだけどな……」

			　興奮気味に語りかけてくるベンケイの前方には、まだ封印の解かれていないもう一本の剣があった。

			　だが、剣を守る結界はずいぶんと綻(ほころ)んでいるようだった。村中の劔(つるぎ)族(ぞく)を吸収した虎(こ)徹(てつ)の力によるものだろう。虎(こ)徹(てつ)のほうは結界解除にかなりの時間を要したようだが、今度はそう時間もかからないように見える。

			　その前に辿り着いて良かったと、アイオライトは安(あん)堵(ど)する。祠(ほこら)の前に蟲(むし)人(びと)がいると聞いた時は厄介なことをしてくれたと思ったが、あの少年が持ってきた水のおかげで手間が省(はぶ)けた。それに操られているだけの蟲(むし)人(びと)を、これ以上傷付けることも避けられた。

			　そして、何よりまだベンケイが祠(ほこら)の中にいる。幸運は続くものだと鼻を鳴らす。

			　瞬間、菫青剣(きんせいのつるぎ)を握る右腕がパキンッと音を立てた。ベンケイが血走った眼を大きく見開く。

			「アイオライト……剣の刃が折れてるぞ。どうしてそんなにボロボロなんだよぉ……!?」

			「そういや、お前には話してなかったな。魔王との戦いとなりゃ、かなりキツいもんでさ。アタシもだいぶ頑張ったんだよ。そしたら剣がぽっきりいくほど力消費しちゃって……ま、刃が半分になっても何とか生きてられたけど、そろそろ限界だったんだ。力だって二十年前の半分も残ってない」

			「そ、うか……もうお前はあの頃の、俺が憧れてたお前じゃないのか……」

			　ベンケイが項(うな)垂(だ)れる。この男のことをアイオライトはよく知っている。傀儡剣(くぐつのつるぎ)という精神をある程度操作できる、直接の戦闘には向かない剣の持ち主。いつもアイオライトを始めとした強い能力を持った劔(つるぎ)族(ぞく)が羨ましいと語っていた男だ。

			　他人を糧にする力。そういえば虎(こ)徹(てつ)もそんな能力だ。虎(こ)徹(てつ)を遺したかつての村の村長も、自分の能力を忌(い)み嫌っていたと聞く。

			「……でも、大丈夫だアイオライト」

			「……あん？」

			「最初は虎(こ)徹(てつ)で強くなってあんたと戦って勝ちたいって思ってたんだ。だけど、あんたの力が欲しいんだよ。あんたを取り込めば、俺は最強の劔(つるぎ)族(ぞく)になれるんだ。俺が最強になれば、あんたもまた聖剣って呼ばれるほど強くなれる」

			　ピシピシと全身にヒビが入っていくアイオライトを、ベンケイが舐め回すように見る。正気を失っているような双(そう)眸(ぼう)。虎(こ)徹(てつ)が飲み込んだ剣の魔力によって、精神が破壊されてしまったのかもしれない。

			　アイオライトは深く息を吐いた。全身を引き裂かれるような痛みに足がふらつく。フェイが入って来られないように強い結界を張ったことが、かなりの負担となったのだろう。菫青剣(きんせいのつるぎ)の亀(き)裂(れつ)が広がっていく。

			　ここが潮(しお)時(どき)だ。痛みで思うように動かない手を何とか伸ばし、壁に掌(てのひら)を押し付ける。

			　壁が白く発光する。ベンケイの足元から這い出た数本の光の絃(いと)が、ベンケイの体を拘束する。

			「こ、これは……!?」

			「お前は知らなかったよな。この祠(ほこら)はただ剣を守るだけの場所じゃない。『鞘(さや)』なんだよ。とんでもない罪を犯した劔(つるぎ)族(ぞく)を、永遠に眠らせるための儀式の間でもある」

			「ぐっ……!?」

			　ベンケイが驚(きよう)愕(がく)で顔を歪(ゆが)める。

			　二本の剣が、ここにあるのは祠(ほこら)に守られるためでもあり、村から出た罪人の最期を村長として見届けるためだ。そして、儀式を行う村長の覚悟を褒(ほ)め称(たた)えるため。

			「祠(ほこら)全体にアタシの魔力を全部注ぎ込んで、『鞘(さや)』としての機能を発動させれば、お前は剣を遺して魂が滅びる……」

			「い……嫌だっ！　せっかく力を手に入れたのに、こんなところで……！」

			「……術を発動した奴も魔力をすべて祠(ほこら)に吸い尽くされて死ぬ。一緒に死んでやるから、許してくれよ」

			　ベンケイが焦った表情で腕を動かそうとするが、絃(いと)が絡み付いて自由を奪われてしまう。その姿に、アイオライトは自(じ)嘲(ちよう)する。こんなところで、こんな男のために死ぬとは思っていなかったが、心は不思議と落ち着いていた。

			（できれば、もう一度だけあの子に会いたかったな……）

			　アイオライトのせいで無理矢理戦場に呼び出された少女は、最後までアイオライトを責めようとはしなかった。こんな世界を救おうとしていた。そして、救った。

			「我が魂、我が思い、我が鞘(さや)。封じたまえ、闇(やみ)と死の香りを纏(まと)う愚(ぐ)者(しや)を。終息の地にて咎(とが)を抱きし者を……」

			　その時だった。

			　掌(てのひら)サイズほどの大きさの球体がアイオライトの背後の壁を突き破って飛び込んできた。それは絃(いと)から逃れようとしていたベンケイの顔面へと激突する。

			「!?」

			　鼻と口から出血しながら後ろへと倒れゆくベンケイ。彼の前歯が二、三本血の尾を引きながら宙を舞う。

			　祠(ほこら)から光が消えていく。それどころか球体によって開けられた穴を中心に、亀(き)裂(れつ)がどんどん広がっていき、やがては壁が崩れ落ちた。

			　有り得ない光景だった。ここは古の劔(つるぎ)族(ぞく)が高い魔力と技術を用いて作り上げた場所で、たとえ破壊されたとしても、その部分が自己修復するようにできていた。なのに、再生しない。

			「ちょ……はあ……？」

			　呆けた声を漏(も)らしたアイオライトの体から、力が抜ける。肉体的疲労のせいもあったが、精神的な要因のほうが大きかった。

			　どうやって結界を破り、祠(ほこら)を破壊したのだろう。というより、祠(ほこら)を壊したのはいったい誰だ。そんな考えがぐるぐる頭を駆け巡るが、一人の人物が浮かぶと思考はまとまった。

			「あの、すみません」

			　壁の残(ざん)骸(がい)を乗り越えながら、その人物がノコノコと祠(ほこら)に侵入してきた。狂気を孕(はら)んだ執着心と、悲(ひ)愴(そう)な死の覚悟によって淀(よど)んだ空気など知らんと言わんばかりに。

			　謝ったのは、雰囲気を木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に破壊したことへの申し訳なさからではない。おそらくは、祠(ほこら)を破壊したことによるものだろう。外壁に少し傷を付けたとかそういう次元ではなく、壁を綺(き)麗(れい)さっぱり吹き飛ばしたのだから、仕方ない。

			「この壁の修理費、いくらでしょうか？」

			　何とか立ち上がろうとしていたアイオライトは、銀色の太い棒を担いで現れた総(そう)司(じ)の質問に、再び力が抜けるのを感じた。

			　

			　遡(さかのぼ)ること、数分前。フェイは剣に紫(し)電(でん)をまとわり付かせると、結界へ目掛けて振り下ろした。

			「罰雷剣(ばつらいのつるぎ)！」

			　刃が結界を破壊しようと試みる。しかし、青い壁はフェイを拒絶するように刃を、紫(し)電(でん)を弾き飛ばし、フェイを呆気なく跳ね返した。

			　宙へ投げ飛ばされるフェイに、ヘリオドールが風の魔法を発動させる。地面に勢い良く叩き付けられるはずだった体は、緩(ゆる)やかに着地していった。

			「すみません、ヘリオドール様」

			「謝るのは死のうとしたことも含めて後にしなさい！　そんな後味の悪い真似しないで！」

			「……はい！」

			　自分とは何の関係もないはずの者からの怒号に、フェイは一瞬怯むも、すぐに唇を噛み締めて力強く頷(うなず)く。感情に任せて叫んでしまったあとに不安になったが、ヘリオドールは笑みを浮かべる。

			　そして、問題はこっちのほうだと、祠(ほこら)を睨み付ける。フェイの結界よりも、何十倍も強力な結界。果たして自分たちでこれを破れるのか。

			　いや、何が何でも破らなければならない。アイオライトが、本当にベンケイを封印して自らの命をも捨てようとしているなら。

			　魔法で作り出した無数の炎の矢を撃つが、結界にはヒビ一つ入らない。まるで術者の覚悟の強さを表しているようだ。

			　間に合わないかもしれないという不安が、ヘリオドールを急かせる。

			　が、そんなヘリオドールの心はさっきからずっと無言のまま結界に入り込もうとする部下を見て、さらに掻き乱されることになる。

			「ぎゃああああああああ！　総(そう)司(じ)君!?」

			「なかなか入っていかないですね」

			「ソウジ様、いけません！　下がって！　下がってください!!」

			　フェイも結界の中に無理矢理捩(ね)じ込んだ総(そう)司(じ)の右手を見て、慌てて叫ぶ。その手には無数の傷が刻まれ、赤い液体で染まっていた。

			　それでも、総(そう)司(じ)が表情一つ変えずにさらに手を結界の中へ突っ込んでいく。肘(ひじ)まで入ったところで、制服の袖(そで)ごとズタズタに引き裂かれ、さらに血が流れ出す。

			「ストォォォォォップ！　全身血まみれになる気なの、あんた!?」

			　止めなかったらどこまで行く。ヘリオドールは総(そう)司(じ)を後ろから強制的に結界から引き剥がした。むわりと香る鉄の匂いに、彼がこの世界で初めて怪(け)我(が)らしい怪(け)我(が)をしたのだと実感する。

			　ヘリオドールは血まみれの腕を見下ろして泣きそうになった。こんな痛い思いをさせるために、彼を異世界から連れてきたわけではなかったはずなのに。

			「うーん、やっぱり駄目っぽいですね」

			　しかし、魔女の心情など無視して総(そう)司(じ)は祠(ほこら)から少し離れると、ずっと肩にかけていた鞄(かばん)を地面に降ろした。ジーッと音を立てながら開かれるチャック。

			　中から金属バットが出てきた。

			「どうやって入れた!?」

			　銀色に輝くそれは消火器などに比べたらインパクトは薄いものの、ヘリオドールに十分な衝撃を与えた。フェイも怪(け)訝(げん)そうな顔をして、鞄(かばん)とバットを見ている。

			「ソ、ソウジ様、それでまさか……」

			「素手だとどう頑張っても無理っぽいので、ちょっとこれで試してみます。では、ヘリオドールさんはこれを」

			「へ？」

			　間抜けた声を出したヘリオドールに総(そう)司(じ)が渡したのは、白い掌(てのひら)サイズのボールだった。クエスチョンマークを頭の上に浮かべる上司に、部下は「これを僕に投げてください」と言った。

			　ヘリオドールは、バットとボールがあれば野球というスポーツができると知っている。だからこそ、総(そう)司(じ)にそう頼まれてさらにたくさんのクエスチョンマークを出現させた。

			「あんた……野球してる場合じゃないんだけど……」

			「しません。ヘリオドールさんが投げたボールを、僕がバットであの変なバリア目がけて打つだけです」

			「バットで直接叩くんじゃなくて、ボールで壊すの？　何かすごい力がこれに込められているとか？」

			「いえ。僕、基本的にはバットはボール以外の物を叩いちゃいけない道具だと思っているので」

			　この緊急性の高い時に何をそんな。ヘリオドールは遠い目をしたが、すぐに総(そう)司(じ)の提案に乗ることを決めた。片方の手はひどい怪(け)我(が)をしているのにもかかわらず、平然とした様子でバットを握る総(そう)司(じ)に応えてやらなければならない。
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			「……行くわよ、総(そう)司(じ)君」

			「ホームランを狙うつもりで行きますね」

			「狙わなくていいわよ」

			　やけに自信満々にバットを構(かま)える総(そう)司(じ)にツッコミを入れながら、ヘリオドールは横からボールを投げた。

			　その結果が、祠(ほこら)の半壊である。ボールはあれほど苦労していた結界をあっさり破り、祠(ほこら)にまで侵入した。

			　侵入したあとに祠(ほこら)の壁の一部分が崩壊していく流れをずっと見ていたヘリオドールは思った。ヤバい、と。

			　隣ではミーミル村の村長が村の聖地を破壊されて呆然としていた。祠(ほこら)には剣を差し込めば入れるので、彼女としては結界を破ってくれるだけで良かったのだ。

			（祠(ほこら)の弁償費いくら……!?）

			　総(そう)司(じ)だけでなく、ヘリオドールもそう思った。結界をようやく破壊できた喜びより、祠(ほこら)の修理費用への不安で胸を締め付けられる。

			　しかし、それも総(そう)司(じ)の側にいる少女を目にした瞬間、吹き飛んでいった。

			「アイオライト！」

			　良かった。間に合った。そんな安(あん)堵(ど)感(かん)を最初に抱き、すぐに異変に気付いて彼女の下へと駆け寄る。

			　座り込むアイオライトの全身に広がるヒビのようなもの。まるで壊れる寸前の硝子(がらす)細工だ。

			　焦りと不安の入り交じる声でアイオライトを呼ぶのと、顔面血まみれの男が剣を片手にアイオライトへ迫り来るのは、ほぼ同時のことだった。フェイも剣を構(かま)えて動き出す。

			「やめなさい、ベンケイ！」

			「あいつがベンケイ……ってことはあいつがアイオライトをあんなひどい姿にしたのね……」

			　女の子になんてことを。フェイの叫びを聞いたヘリオドールの金色の瞳(ひとみ)が怒りで染まる。勘違いである。

			「アイオライトォ……！　その男から離れてこっちに来い！　お前は俺の物だ！」

			「あんたみたいなゲスに渡してたまるか！　燃え盛る煉(れん)獄(ごく)の火炎よ。忌(い)まわしき悪(あつ)鬼(き)を焼き払え。正義の烈火を今ここに――『憤怒の焔(ほのお)』!!」

			　ヘリオドールの杖(つえ)から放たれる緋色の炎。しかし、ベンケイは足を止めることなく、炎に向かって虎(こ)徹(てつ)を一振りした。

			「え……？」

			　一瞬にして消える炎。ヘリオドールが本気で撃った魔法を無効化したベンケイは、そのままアイオライトへ虎(こ)徹(てつ)を振り下ろす。

			　アイオライトも結界を張ろうとするものの、祠(ほこら)に奪われて魔力がほとんど残っていなかった。

			「俺と一緒になれ、アイオライト!!」

			　狂った笑い声を上げるベンケイ。

			　だが、虎(こ)徹(てつ)がアイオライトを貫き彼女を得ることはなかった。側にいた黒髪の少年が、銀色の棍(こん)棒(ぼう)で剣の一撃を防いだのだ。

			　ただの棍(こん)棒(ぼう)とろくに体も鍛えていないような細身の少年。なのに、虎(こ)徹(てつ)を簡単に受け止めた事実に、ベンケイは舌打ちをする。

			「何者だお前は……」

			「アイオライトさんと同じ職場で働いています。あなたがベンケイさんですか？」

			「それがどうした」

			「あなたが奪った劔(つるぎ)族(ぞく)の人たちの剣、返してください」

			「は……っ」

			　そのシンプルな要求に、ベンケイは口角を吊り上げて嘲(あざ)笑(わら)った。

			　虎(こ)徹(てつ)の刃をバットで受け止めた総(そう)司(じ)の右手からは、出血が続いている。その原因が何であるかすぐに気付いたアイオライトは、自分を守る少年を潤(うる)んだ瞳(ひとみ)で見上げた。

			「人の物を無理矢理奪っちゃ駄目って、教わらなかったんですか？」

			「……だ、黙れ！　離れろ、アイオライトから離れろ！」

			「あとアイオライトさんが好きみたいですけど、好きならどうして虐(いじ)めるんですか。好きな子ほど虐(いじ)めたくなるってよく言いますけど、あれは小さな頃の話です。大人にもなってまだそんなことを続けているなんて、男性として恥ずかしくないんですか？」

			　総(そう)司(じ)の指摘に、ベンケイの心がわずかに揺らぐ。そうだ、自分はアイオライトを慕(した)っていた。誰よりも強い彼女に恋焦がれ、同時にいつか超えたいとも思っていた。

			　超えたいとは思っていたが、こんな傷付き惨(みじ)めな姿となった彼女を見たかったわけではないはずだ。

			「ヤンデレが通用するのは、二次元だけの話です。大好きな人の気持ちをまったく考えずに束(そく)縛(ばく)し、大好きな人を手に入れるため他人を平気で傷付けるなんて、一番しちゃいけな……」

			「うるさい……うるさいうるさい!!」

			　最初の辺りの単語は何のことか分からないが、少年が正しいことを言っているのは確かだ。心を抉(えぐ)るような言葉に、ベンケイは大声を撒き散らしてそれを遮(さえぎ)った。

			　虎(こ)徹(てつ)で村人の剣を奪い取ったのは最強の劔(つるぎ)族(ぞく)になるため。アイオライトの菫青剣(きんせいのつるぎ)を手に入れるためだ。

			　この少年にすべて見透かされている感覚に、ベンケイは焦(しよう)燥(そう)感(かん)を抱く。ここまで来てもうやめるわけにはいかないのだ。胸の奥で膨(ふく)らみ始める罪悪感を拒絶するように、ベンケイは虎(こ)徹(てつ)の刃を紅く発光させる。

			　ぐにゃあ。総(そう)司(じ)のバットが虎(こ)徹(てつ)の刃へと溶け込み、飲み込まれていく。

			「どうだ、見ろ！　そんなくだらない説教をしている間にも、お前の武器が俺の物になっていくぞ！　ハハ、アハハハハハ……」

			　しかし、自らの私物が虎(こ)徹(てつ)に吸収されていく様に総(そう)司(じ)は特に動揺もせず、負傷した右手をバットから離した。

			「だから、そうやって人の物をホイホイ奪おうとしない！」

			　総(そう)司(じ)の強烈なビンタがベンケイを強襲する。アイオライトの結界で散々傷付いたとは思えぬ威力。周囲に飛び散る総(そう)司(じ)の手の鮮血とベンケイの鼻血。

			　ベンケイが後ろへ仰け反ると、虎(こ)徹(てつ)に半分ほど吸収されていたバットが抜け出てきた。すでに刃と同化してしまったようで、一部分が消失していた。総(そう)司(じ)が残念そうに呟(つぶや)く。

			「ブロッド君や街の皆さんと、野球をしようと思ってたのに……」

			「そりゃ残念だったな……あと、その手アタシの結界のせいじゃないのか？　……ごめんな」

			「気にしなくて大丈夫です。怪(け)我(が)はすぐに治りますし」

			「だけど」

			「アイオライトさんが死ななくて、良かったです」

			　平気だとひらひらと振る真っ赤に染まった手を見詰め、アイオライトは胸を締め付けられるような感覚に襲われた。

			　ふと、『あの子』のことを思い出したのはなぜだろう。

			　ただ、あの時と違って熱い。痛みを忘れてしまうほどに胸の奥が熱い。

			「お、おまえ、澄ました顔で何かっこつけてんの」

			「かっこ……？　あ、それよりアイオライトさん、その体のヒビみたいなの大丈夫で」

			　パリンッ。

			　総(そう)司(じ)の言葉を掻き消す儚(はかな)げな音が、束の間の静寂の中に響き渡った。

			　何かが壊れ、砕け散ったような涼(すず)やかな音色は、アイオライトから……ではなくベンケイの持つ虎(こ)徹(てつ)から聞こえた。

			「なっ……？」

			　虎(こ)徹(てつ)の紅い刀身が鈍色に侵食される。さらに切っ先には小さな亀(き)裂(れつ)が生じ、そこから白い光の粒が漏(も)れ出す。

			　光は宙を徘(はい)徊(かい)したあと、フェイの下へと飛んでいく。辿り着くと光は消えてしまったが、代わりに違うものが彼女の眼前に現れた。

			　それは虎(こ)徹(てつ)に吸収されたはずの劔(つるぎ)族(ぞく)の剣だった。フェイが柄を握るとだいぶ衰弱しているものの、魔力と生気が感じられる。虎(こ)徹(てつ)に飲み込まれた剣は、どうやっても解放することはできないのに、どうして。

			　アイオライトは予想外の事態に必死に思考を巡らせた。ヘリオドールも何が起こったのかと考える。ベンケイも大きく狼狽(うろた)えた。

			　いったい、虎(こ)徹(てつ)に何が。

			「僕のバットの色と微妙に似てますね」

			　何が。

			「「「あっ」」」

			「はい？」

			　ヘリオドール、アイオライト、フェイの三人の視線が少年へと集中する。正しくは彼が持つ半分ほど虎(こ)徹(てつ)に吸収されてしまった金属バットに。

			「まさか……総(そう)司(じ)君のバット吸い込んじゃったから、壊れた、とか？」

			「で、ですが、たかが棍(こん)棒(ぼう)を吸収した程度で、虎(こ)徹(てつ)が異常をきたすなどあるはずが……」

			　フェイがヘリオドールの仮説を否定しようとする。

			「すみません、これ棍(こん)棒(ぼう)じゃありません。友達の斎(さい)藤(とう)君から借りたただのバットです」

			　総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)でツッコミどころが違う。

			　ざわついている間にも虎(こ)徹(てつ)の損傷は続く。亀(き)裂(れつ)は広がっていき、その隙間から次々と光の粒が抜け出して剣へと姿を変える。

			　虎(こ)徹(てつ)の中にあった膨(ぼう)大(だい)な量の魔力が失われていく。ベンケイは奥歯をぎりり、と噛み締めた。あの偉そうな口を叩く男から武器を取り上げて、自分のものにしてしまえば悔しさと焦りに黙るだろうと思ったのだ。少年の言葉を受け止めきれず逃げようとした自身の弱さが、この状況を作り上げた。

			　あの銀色の武器が力を秘めていたのではない。少年自身が強いのだ。心も体もベンケイとは比べ物にならないくらい。

			「魔力もなければ特別な能力もない奴が……そんな奴がどうして、劔(つるぎ)族(ぞく)の俺より強い!?」

			　まだ虎(こ)徹(てつ)には大量の剣が残っており、力も残っている。ベンケイは半壊したバットを静かに見下ろし、総(そう)司(じ)へと襲いかかる。

			　刹那、総(そう)司(じ)とアイオライトを庇(かば)うように一人の青年がベンケイの前に立ちはだかった。彼の両掌(てのひら)からは淡い蒼色の光が浮かび上がっていた。青年はちらりとアイオライトと総(そう)司(じ)の腕の傷を一(いち)瞥(べつ)し、ベンケイに向き直った。

			　凍(こご)えるような冷気をまとわせながら、口を開く。

			「何してくれてんだ、この野郎」

			　その言葉とともに蒼い炎がベンケイへと降り注ぐ。咄(とつ)嗟(さ)にベンケイは虎(こ)徹(てつ)を一振りして蒼炎を消失させようとするが、残った炎が左腕を焼いた。

			「ぐぅっ！」

			「……もう一発いかせてもらう。苛(か)烈(れつ)なる獄(ごく)炎(えん)を鎮める冷気を。罪をまといし愚(ぐ)者(しや)に断罪の刃を。氷姫が誘うは咎人が行き着く裁きの地。飛び交え『桔梗(ききよう)』」

			　青年の周囲の冷気が無数の円(えん)弧(こ)状の氷の刃と化し、一斉にベンケイに迫る。虎(こ)徹(てつ)で弾き返すが、数が多く防ぎ切れずに一つが頬を掠(かす)め、傷を作った。

			　虎(こ)徹(てつ)も刃を受けた場所が傷付き、剣をいくつか放出する。その光景にオボロは拍子抜けしたような表情になった。

			「あれ……あれがベンケイだよね」

			「ベンケイさんです」

			　呆然とするオボロに、総(そう)司(じ)が頷(うなず)いた。

			「あいつ弱くない？　剣のほうも叩けば叩くほど劔(つるぎ)族(ぞく)の核っぽいのが出てきてんだけど……」

			「オボロさんが強いんですよ」

			「本当？」

			　総(そう)司(じ)の素直な褒(ほ)め言葉に、オボロが表情を明るくする。

			「よーし、殺る気がますます出てきた」

			　掌(てのひら)に『桔梗(ききよう)』の光を灯しながらオボロは笑う。

			　だが、目は獲物を狙う獰(どう)猛(もう)な獣のようにぎらついている。狐というよりは狼のようだ。

			「……馬鹿だけど悪人ではない奴より、馬鹿な悪人のほうが罪悪感なしで魔法使いまくれるんだよ」

			　どす黒い笑みを浮かべるオボロに、ヘリオドールはあることを思い出す。彼の言う馬鹿だけど悪人ではない奴のことだ。

			「オボロ！　あんた、あの脳(のう)筋(きん)は……」

			「ん？　あそこ」

			　オボロが上に向かって指差す。そこから馬鹿だけど悪人ではない男が、ベンケイに向かって急降下してきた。勢いよく振り下ろされた男の蹴りを、虎(こ)徹(てつ)の刃が受け止める。凄(すさ)まじい力を止められず、ベンケイの体が後ろに下がり、刃がまた壊れる音がした。

			「ふむ、貴様が森の蟲(むし)人(びと)を操っていた男だな！　思ったより弱いな!!」

			「お、お前どうして、傀儡剣(くぐつのつるぎ)が効かな……!?」

			　ベンケイは驚きを隠せずに叫んだ。

			「狐男の頼みでなければ弱い貴様とは戦う意味がないが、仕方ないので全力を出させてもらうぞ!!」

			　弱いと評価しておきながら全力を出すという鬼(き)畜(ちく)発言。自らの肉体で刀を持つ相手に突っ込んでいく甲の男に、ヘリオドールはオボロを見た。

			「狐男の頼みって……あんたら、いつからそんな仲になったのよ」

			「その言い方何かやだな！　別に親しくなんかなってないよ。僕があいつに勝って、一個頼み聞けって冗談で言ったら、真に受けちゃったもんだから、ベンケイ退治に協力しろって言ったの」

			「……本当に勝ったの？　あいつ、物凄い元気に戦ってるわよ」

			「馬鹿だからねえ」

			　呆れたように言いつつ、オボロは予想していなかった展開の連続で固まっていたフェイに、声をかける。

			「で？　僕たちはあの剣を壊せばいいの？　さっきからポンポン核みたいなのが出てきてるけど」

			「え、えっと……」

			「壊せ。今ならその方法でいけるかもしれない」

			　口ごもるフェイの代わりに、強い口調で指示を出したのはアイオライトだった。

			「虎(こ)徹(てつ)が変質してるんだ。村長の剣とか関係ない。粉々にぶっ壊せ」

			「なるほど。じゃあ容(よう)赦(しや)なくやらせてもらうよ。現村長さんは、先代と僕の友達を守ってて」

			「で、ですが、私も村を治める者として……」

			「戦力はもう十分足りてんの。ほら、あの人見てよ」

			　オボロの視線の先にいたのは、ヘリオドールだった。彼女の杖(つえ)から緋色の炎が生まれ、ベンケイへと放たれる。先ほどは虎(こ)徹(てつ)に消されたが、今度は完全に消されずに残った炎が、獲物を燃やし尽くそうと迫った。

			　慌てて後ろへ飛び退くベンケイの顔面へと、甲の男の拳が急襲する。それを虎(こ)徹(てつ)で受け止めながら、ベンケイが叫んだ。

			「三対一とは卑怯だぞ！」

			「何も関係ない蟲(むし)人(びと)を操って村の人たちの核を奪ったあんたに言われたくないわよ!!」

			　叫ぶベンケイに、般(はん)若(にや)のような顔つきでヘリオドールが言い返す。甲の男も「うむ！」と首を縦に振る。

			「某(それがし)の同(どう)胞(ほう)を傀(く)儡(ぐつ)へと変えた罪、重いと思え!!」

			「あんたはさっき、一族の仇(かたき)よか強い相手と戦うことしか考えてなかったでしょうが!!」

			　もう無茶苦茶である。炎魔法を撃ちまくる魔女と元気に飛び回る甲の男に、オボロは「二人でも大丈夫そうだから僕、休憩ね」と側にあった木に寄りかかった。

			　フェイはアイオライトに駆け寄り、今にも砕け散りそうな菫青剣(きんせいのつるぎ)に血の気を引かせた。

			「アイオライト様……どうしてこんな無茶を……」

			「……もうどうしようもないんだ。どうせ助からない命なら、いつ投げ捨ててもいいだろうよ」

			「そんなこと言わないでください！　あなたは世界のために戦って、たくさん傷付きました！

			なのに、あなたが救われないなんて……」

			「泣くなよ……頼むから……」

			　力なく笑うアイオライトに、フェイは項(うな)垂(だ)れた。

			　アイオライトの覚悟は理解した。

			　だが、世界を救った勇者の聖剣に、こんな苦しみが与えられるなんて間違っている。

			　オボロはアイオライトの言葉に顎(あご)に指を当てて思考する。今の二人の会話に、一つの可能性が浮かぶ。

			　もしアイオライトがあの『聖剣』だとするなら、自らの剣を犠牲にするほどの戦いを強いられたことになる。こんなどこにでもいるような幼い姿をした女が。

			「君が聖剣……？」

			　虎(こ)徹(てつ)を壊してもアイオライトは救えない。アイオライトにずいぶんと懐かれていた総(そう)司(じ)はどう思うのだろう。オボロは気遣うように少年へ視線を向けた。

			　その時、総(そう)司(じ)の鞄(かばん)から白い毛玉が顔を覗かせた。総(そう)司(じ)はそれを抱き上げて取り出している最中だった。

			「うああああああ、何で君の鞄(かばん)の中に犬入ってるの」

			「勝手に入り込んでたみたいです。どこも怪(け)我(が)してませんか？　どこか苦しくな……あ」

			　母親毛玉が木に立て掛けていた総(そう)司(じ)の虫取り網をくわえた。二匹の毛玉も集まり、母親と同じように網をパクっとくわえる。

			　そして、白くてふわふわした犬の体が、仄かに発光を始める。毛玉の周りに漂(ただよ)う山吹色の花びらをオボロは掴もうとして、掴めなかった。掴んだと思った瞬間、雪が体温によって溶けたように消えてしまったのだ。花びらは魔力が具現化した姿だった。

			「あの、僕の虫取り網……」

			　何かを予想したらしい総(そう)司(じ)が毛玉集団に声をかけると、母犬が網から口を離して持ち主に向かって頭を下げた。「ちょっとお借りしますよ」と言うように。

			　そして、犬三匹から放出された周囲を包み込むほどの目(ま)映(ばゆ)い光の後、犬と網は消えていた。

			　代わりにあったのは、一本の刀。

			「これでは虫が捕まえられな……」

			　総(そう)司(じ)はぽつりと呟(つぶや)きながら刀を手に取り、数秒間動きを停止させた。

			　刀を掴んだまま一時停止した総(そう)司(じ)に、その様子を見ていた三人は、緊張で身を強(こわ)張(ば)らせた。それでどうするつもりだ、少年よ。

			　武器を持たずとも十分強い少年が、突然出現した武器を持った。一番武器らしい武器を持たせてはいけない人物が持ってしまった。そんな得体の知れないもんなんて手離せと、オボロが言おうとした、その時だった。

			　総(そう)司(じ)がくるりとアイオライトのほうを向いた。刀を彼女へと差し出しながら。

			「この刀、アイオライトさんに用事があるようなんですが……」

			「アタシに……？」

			「アイオライトさんを、じっと見てる気がします」

			　言われるがままに、アイオライトは総(そう)司(じ)から刀をゆっくりと受け取った。すると、脳内に見知らぬ柔らかな声が響き、刀が黄色い花びらを撒き散らしながら、輝き始めた。

			（どうも。この姿では初めまして、ですね聖剣。ようやくあなたを助けることができそうです）

			　菫青剣(きんせいのつるぎ)にどこからか現れた白い手のようなものがそっと触れると、ぼろぼろになっていた刃が光の膜に包まれた。

			　全身を蝕んでいた痛みが徐々に引いていく。ヒビの中に光の結晶が入り込み、夥(おびただ)しい量のそれらを消していく。

			　アイオライトの体に刻まれていたヒビも消失していく。

			「これ、は……」

			（私は少々特殊な劔(つるぎ)族(ぞく)でして。剣を出現させ能力を発動するには強い生命の力を宿した依り代と、強い魔力に満ち溢(あふ)れた環境が必要なのです）

			　ガキン、と激しい破壊音。ヘリオドールによって生み出された炎の矢が、虎(こ)徹(てつ)の刃の半分ほどを折った音だった。

			　奇声を上げて動揺するベンケイの腹を、甲の男が勢い良く蹴り上げた。衝撃と痛みに目を見開くベンケイに、トドメだとヘリオドールは残ったすべての魔力を杖(つえ)に込める。

			　多くの劔(つるぎ)族(ぞく)の剣が解放されていく中で、アイオライトの手に握られた剣は、優しい声を紡(つむ)いでいく。

			（私の声はきっと届かないだろうから……代わりに伝えておいてください。そこにいる少年に心から感謝していると。彼の強い生命力が宿っていたからこそ、私はこれを依り代に使うことができ、こうして力を使うことができた）

			　嬉(うれ)しそうな刀の声に、アイオライトは顔を上げて総(そう)司(じ)を見る。黒い瞳(ひとみ)と視線が合い、「？」と首を傾げられた。

			（この村には、気まぐれで棲(す)み着いていましたが、長閑(のどか)で素晴らしい場所です。……これは私を今まで可愛がってくれた村の皆への恩返しのつもりです）

			　刀が形を崩し、白、黄、橙(だいだい)の数多の花びらへと化した。それは空高く舞い上がって四方八方へ拡(かく)散(さん)した。

			　ある花びらは虎(こ)徹(てつ)から解放された剣の中へ溶け込み、ある花びらはミーミル村の方向へと空を泳ぐようにゆらゆらと向かっていった。

			　一際大きな黄色い花びらは、総(そう)司(じ)の手元へ緩(ゆる)やかに降りていき、掌(てのひら)に着地した瞬間虫取り網へと姿を変えた。血に濡れていた右腕の傷もみるみるうちに塞がっていく。

			　その光景に安(あん)堵(ど)しながら、アイオライトは傍らに置いていた菫青剣(きんせいのつるぎ)を持ち上げた。あの刀が壊れ逝(ゆ)く運命だった自分を救ってくれたのだ。亀(き)裂(れつ)は一つ残らず消え去っていた。

			　かつての菫青剣(きんせいのつるぎ)だ。懐かしいな、と他人事のように思いながら、アイオライトは仄かに白く発光する剣を胸の中へと収めた。

			　そして、瞳(ひとみ)を潤(うる)ませるフェイに、いつもの明朗な笑顔を見せた。

			「……心配かけてごめんな」

			「アイオライト様ぁ……！」

			　幼子のように、泣きじゃくりながら抱き着くフェイの背中を擦りつつ、アイオライトは狐耳の青年を見上げた。ここで顔を見られると思っていなかったのか、穏やかに微笑(ほほえ)んでいたオボロは、すぐにその表情を苦虫を噛み潰したものへと変えた。

			「お前もぎゅーってしていいんだぜ？　アイオライトちゃんがよーしよしってしてやる」

			「嫌だよ気持ち悪い。おチビさんが助かったのは、ソウジのおかげなんだし、彼を抱き締めておけばいいじゃん」

			「い、いい。ソウジはまだ腕が痛そうだろ。無理させちゃ悪いしな、うん」

			「はああ？　ソウジの腕ならあの刀が治してくれたでしょ。何言って……」

			　頬を林(りん)檎(ご)のように染めて首を横に振るアイオライトに、呆れの込もった息を吐いたオボロは、さりげなく総(そう)司(じ)の視線の先を目で追った。

			　ヘリオドールが、杖(つえ)で共闘していたはずの甲の男をぶん殴っている最中だった。本来の敵であったベンケイは、その場に崩れ落ち、壊れた虎(こ)徹(てつ)を静かに見詰めていた。四人には、いったい何が起こったか分からなかった。

			　一つ言えるのは、魔女の杖(つえ)は物理攻撃力が案外高めに設定されている、という点だ。

			「ヘリオドールさん、元気ですね」

			　総(そう)司(じ)が感心するように言った。

			「あの人、興奮しすぎて敵が誰であるか認識できなくなったんじゃ……」

			「聞こえてるわよ、そこ！」

			　オボロの呟(つぶや)きを、的確に聞き取ったヘリオドールが叫ぶ。甲の男は「何という剛の者」等と漏(も)らしながら、魔女を感心するように見ていた。

			「私がトドメの魔法を使おうと思ったのに、この虫が『最後は某(それがし)が決めたい』とか言って邪魔してきたのよ！　アイオライトのこともあるから、私がぶちのめしたかったのに!!」

			「ヘリオドール、アタシはもう大丈夫だから、落ち着けって……」

			　健康をアピールするために、若(じやつ)干(かん)引き気味で両手を振るアイオライトに、ヘリオドールがナイスリアクションを披露した。戦闘に専念していたので、待機組に起こった出来事を知らないらしい。

			　困惑しながら少女へ駆け寄る魔女と入れ替わるかたちで、フェイが少女から離れる。歩みの先には、村を壊滅寸前まで追いやった劔(つるぎ)族(ぞく)の男が項(うな)垂(だ)れていた。

			　男は、フェイに小さな声で尋ねた。

			「劔(つるぎ)族(ぞく)の剣を癒す力を持った劔(つるぎ)族(ぞく)が……現れたんだな」

			「ええ……すぐに行ってしまったようですが」

			「そうか……」

			　フェイからの返答に、ベンケイは覇(は)気(き)のない声で相(あい)槌(づち)を打った。まとっていた狂気は、すっかり消え失せてしまっていた。穏やかな顔付きだ。

			　フェイはベンケイが持っていた虎(こ)徹(てつ)をゆっくり手に取った。奪い取ったすべての剣は、皆吐き出され、刃には魔力がまったく残っていなかった。目を細めてフェイは言った。

			「すでに魂が滅んでしまった虎(こ)徹(てつ)までは、癒せなかったようですね……」

			「俺が言えることでもないが……これで良かったんだ」

			「ベンケイ」

			「刃が折れた瞬間、これでいいんだと……虎(こ)徹(てつ)の声が聞こえた気がした……」

			　ベンケイはアイオライトへと目を向けた。半泣きの魔女にきつく抱き締められて苦しいと言って笑っている。あの笑顔を壊そうとしていたのだ。善悪の判断すらできなくなっていた自分が。

			「……すまなかった。どんな罰でも受けよう、村長」

			　それが今、自分ができる唯一のことだ。ベンケイは俯(うつむ)いて鈍色の虎(こ)徹(てつ)の刃の破片を握り締めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「んん～～？」

			　フェイの家に一匹で留守番していたニールは、困惑していた。壊れかけていた数本の劔(つるぎ)族(ぞく)の剣が突然輝き出したあと、亀(き)裂(れつ)や傷みが消えたのだ。

			　ただ、その直前に数枚の花びらが窓をすり抜けてきて、剣の中へ溶け込んだ。もしかしたら、それのおかげかもしれない。

			「みんなに言いに行ったほうがいいのかなあ。早く帰って来ないかなあ」

			　待ち切れず、ぱたぱたと小さな羽を羽ばたかせながら、外に出てみる。

			　すると、やや離れた場所にあの三匹の毛玉がいた。毛玉だけではない。今度は猫もいた。薄茶の地色に漆(しつ)黒(こく)の縞(しま)が入った、少しずんぐりとした体型の猫だ。

			　犬三匹はニールに向かって一鳴きしてから、村の出口へ走り去っていき、虎柄の猫も周囲を見回してから毛玉集団のあとを追った。

			　

			　ウルドの役所にミーミル村から手紙が届いたのは、それから一週間後。差出人はフェイ。ヘリオドールは総(そう)司(じ)とオボロを誘うと、休憩室で封を開けて読み始めた。

			　手紙には感謝の言葉や村の様子が書かれていた。村に残されていた劔(つるぎ)族(ぞく)も、聖水もどきで気絶させられた蟲(むし)人(びと)も、総(そう)司(じ)たちが帰ったあとに目覚めたらしい。後者に疑われていた後遺症もなく、問題なく平和に生活を送っているそうだ。

			　ベンケイはミーミル村から追放された。最悪の結末は避けられたものの、やらかしたことの重大さを考えれば、さらなる厳刑でもおかしくなかった。

			　死罪を覚悟していたベンケイに、フェイは「百年経っても死なずにいたら村の土を踏んでもいい」と言ったそうだ。

			　その部分を読んだオボロは、眉(まゆ)をひそめた。

			「甘いなあ。殺さないなんて」

			「フェイさんだけじゃなくて村人全員で考えた罰なんだってね。でも、ベンケイは死ぬより辛いって言ってたって書いてあるわよ」

			「まあね。村を滅ぼしかけた罪の意識を背負って、一人で一からスタートしなきゃいけないんだから、結構きついかもしれないわ」

			「百年って長いですね。それで、次はフェイさんがあの甲虫さんと紆(う)余(よ)曲(きよく)折(せつ)あり交際スタート……フェイさん、甲虫さんおめでとうございます」

			　総(そう)司(じ)からの爆弾発言に、ヘリオドールは激しく動揺してオボロは脱力した。

			「何で!?　本当にどんな紆(う)余(よ)曲(きよく)折(せつ)あって、そんなことになったのよ!?」

			「いらないよ。そんな情報、この先生きていく中でまったく役に立たないじゃないか」

			　吐き捨てるように言ったオボロに密かに賛同し、ヘリオドールはさらに文に目を通していった。

			　そして、目を疑う文章を発見してしまい、は？　と硬い声を出してしまった。

			「そ、総(そう)司(じ)君……」

			「はい」

			「祠(ほこら)に奉られてた二本の刀のうち、ベンケイが手に入れてなかったほうがあったわよね……？」

			「はい」

			「何でそれを今あんたが持ってんのよ!?」

			　ソウジ様、兼(かね)定(さだ)の使い心地はいかがですか？

			　そんなショッキングな文章を発見してしまったヘリオドールだけでなく、オボロも仰天した。村の宝がなぜ、総(そう)司(じ)に。

			「僕、金属バット壊れたじゃないですか。それで落ち込んでいたらフェイさんがくれました。ミーミル村を救ってくれたお礼だと」

			　おい、嘘だろ。

			「フェイさん、なぜとち狂ったことをしちゃってんのよ……」

			　そう呟(つぶや)くヘリオドールの声は震えていた。

			　フェイとしては剣を悪用したりしないだろう総(そう)司(じ)に、兼(かね)定(さだ)を守ってもらいたいという狙いがあったのだが、それにヘリオドールが気付くのは二時間後だ。

			「というか、君の世界って普通に武器持ち歩けないんじゃないの。大丈夫だった？」

			　オボロの素朴な疑問。それに総(そう)司(じ)はすぐに答えた。

			「あの兼(かね)定(さだ)ってどんな形にも変わる能力があるみたいなんです。両手で持つような大きな剣に変わったり、暗殺者が使うような小さなダガーになったり。せっかくなので、包丁に変身してもらって母さんにプレゼントすることにしました」

			　宝の持ち腐れ。ヘリオドールとオボロの脳裏にそんな言葉が浮かぶ。

			「あれ切れ味すごいんですよ。倉庫にあった（先端が赤く染まった）鉄パイプも綺(き)麗(れい)にみじん切りできましたから」

			「すごい気の抜けた図だなあ……」

			「あんたの家のまな板もスパッといくんじゃないの……？」

			「母さんには力を加減して使ってねって言ってあるから、大丈夫です」

			　そりゃ劔(つるぎ)族(ぞく)が残した剣なのだから、鉄ぐらいはすっぱりいけるだろう。まあ、一番平和な使い道ではある。

			　あとは少年の家のまな板が斬れないことを祈るだけだ。それは彼の母親の腕にかかっている。

			「そういや、総(そう)司(じ)君、借り物のバット……大丈夫だったの？　あれ、あんたの友達の私物だったんでしょ」

			「大丈夫です。バットの件は斎(さい)藤(とう)君に僕が……あ」

			　総(そう)司(じ)が何かを言い掛けた時だ。休憩室に見慣れた藍(あい)色の髪の少女が入ってきた。

			「お前ら、そんな浮かない顔してどうしたんだよ？　フェイから手紙届いたんだろー？」

			「いや、もうどうしてこうなった感が強すぎて。君が選んだ村長さんはすごいね……」

			　不思議そうに尋ねるアイオライトに、オボロが呆れたように笑った。

			「？　そうそう、総(そう)司(じ)。あとでアタシと一緒に……」

			「はい」

			「一緒に…………………」

			「はい？」

			　総(そう)司(じ)を見上げたアイオライトの顔が、茹(ゆ)で蛸(だこ)のように真っ赤に染まる。まるで恋する乙女だ。そうして、ヘリオドールを手招きすると、総(そう)司(じ)とオボロを置いて休憩室を出た。

			　何事。ヘリオドールが抱いた嫌な予感は次の瞬間、見事に的中することになる。

			「あ、あのさ、最近ソウジの顔見ると顔とか体がぽーっと赤くなるんだよ。あいつに変な魔法かけてないよな？」

			「えっ」

			「い、いや！　嫌なわけじゃないんだ。あいつと一緒にいると不思議と安心するし、いなかったらいなかったらで、寂しいなって思うしホント困ってんだ……せっかく一緒に飯食いに行こうって誘いに来たのに、これじゃ話もできない……」

			　可哀想なくらい狼(ろう)狽(ばい)するアイオライトに、ヘリオドールは目眩(めまい)を起こした。

			　触りたくても変な気分になって触れない、どうにかしてくれ。

			　少女からのそんな訴えをどう答えていいか考えながらも、ヘリオドールは思った。

			　無自覚って怖い、と。

		

	
		
			　

			少年と写真

			　

			「ああ、今年も来てくださったんですね」

			　そう言って嬉(うれ)しそうな笑みを浮かべる老人に、ジークフリートは「ああ」と穏やかに微笑(ほほえ)む。人里から遠く離れたこの地に住んでいるのは、老人一人だけだ。二十年前にここに住居を移して以来、ずっと居着いている。

			　ジークフリートは周囲を見渡してから、ふと目の奥が熱くなるのを感じた。ここに訪れるのは、今回で何度目になるだろうか。空の景色は晴れていたり曇(くも)りだったりと変化があるものの、地上になるものは毎年何も変わっていない。

			　老人の住む小さな小屋を取り囲むようにして咲き誇(ほこ)る花々。様々な色彩の花の絨(じゆう)毯(たん)はどこまでも続く。温かな風とともに香る花の匂いに、ジークフリートの脳裏には二十年前のこの地の風景が蘇(よみがえ)る。

			　あの頃、ここは魔族戦争での戦場の一つであった。人間も、魔族も、自らの種族のために戦い、多くの命が散っていった。ジークフリートもここで人間のために戦い、多くの魔族や魔物を殺した。

			　忌(い)まわしき記憶がたくさん詰め込まれているはずの地。戦争が終わり、数年後にジークフリートが再びこの地を訪れようとしたきっかけは、何だったのだろうか。

			　何となく、そんな些(さ)細(さい)な理由だったのかもしれない。

			　そして、不毛の大地だったはずの場所が、大輪の花が咲く美しい地と化していたことに驚(きよう)愕(がく)するのだった。

			「こちらでよろしいですかな、『隊長』」

			　風を感じていたジークフリートに、老人が小屋から酒瓶とグラスを二つ持って隣に座る。懐かしい呼び名に、ジークフリートは思わず噴き出した。

			「その呼び方はもうやめろ。今はもう軍人じゃない」

			「ジークフリート様は、あの頃も今も、私にとっては隊長ですよ」

			　老人は、かつてジークフリートの隊に所属し、無事生き残ることのできた、数少ない兵士の一人だった。戦争後、姿を消したと思っていたが、ここでひっそり花を育てながら暮らしていたらしい。

			　どうして、ここに。ジークフリートは何度も聞こうとして、結局はやめた。この花たちが、彼の答えのような気がするからだ。

			「ここで一人で暮らすのも悪くないと思いますが、たまに願ってしまうのですよ。またあの頃のように、隊長や仲間たちと馬鹿みたいに酒を飲んで、笑い合いたいと……この世界にとっては一番忌(い)まわしい時間だったというのに、私はたまにあの一時がひどく懐かしく感じる。とても……愚(おろ)かしいことだ」

			「そんなことないさ。俺だって、たまに思っている」

			「……あんなことがなければ、皆もっと生き残っていたかもしれませんな」

			　ジークフリートが率いていた隊が大勢の敵によって挟み撃ちに遭(あ)い、その結果多くの兵士たちがそこで死んでいった。老人はグラスに注いだ酒を口に含み、苦い記憶とともに嚥(えん)下(か)する。

			「あの敵の現れ方は、今考えても不可思議でした。どう考えても私たちの隊の動きを先読み……いや、知っていたとしか考えられない。そんなことを言って、隊に裏切り者がいると告げた『あの方』から、私たちを守ってくださったのは隊長でした」

			「……俺はお前たちを何からも守れなかった」

			　ジークフリートも酒を一口飲む。ジークフリートが好む辛口の酒、それも上等なものだった。

			「むしろ、お前には謝らなければならないことだってある」

			「何でしょうか」

			　老人が笑みをそのままに尋ねる。何を告白されようと、すべて受け止めようとするそんな優しい表情に、ジークフリートは開きかけた口からゆっくりと言葉を開いた。

			「俺は――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ジークフリートがウルドの役所に戻ると、入り口にはアイオライトが待っていた。

			「おかえり。今年は少し早めの訪問だったじゃないか」

			「今年は二十年目だ。さすがに俺もユグドラシル城で祭典に参加しろと通告が来てな」

			　もうじきやって来る日。それは勇者が魔王を倒してアスガルドに平穏が訪れた神聖なる日だ。ジークフリートにしてみれば、魔王を倒し終わってからも混乱はしばらく続いたし、本当の意味での平和など今もやって来てはいない。

			　しかし、上の者にとってはそうでもないらしく、今年は特に二十周年ということで、ユグドラシル城では大きな祭典が開かれるという。それには城の人間の他にも戦争時に魔族との混血でありながら人間側について戦ったジークフリートを始めとした、戦争で活躍した者たちが呼ばれていた。

			「まあ、美(う)味(ま)いもん食って、楽しんでこいよ」

			　アイオライトの言葉に、ジークフリートは目を丸くする。聖剣である彼女は現在生きている者の中では最も勇者に近く、重要な人物だ。彼女が祭典に呼ばれていないはずがなかった。

			「アタシは断ったよ。『あいつ』と戦いが終わったら二人で飲むんだって約束してたんだ。その前に他の奴らと飲み食いなんざできるかよ」

			「……ロキか」

			　魔王の部下だったにもかかわらず、人間の味方となった男。

			「死人との約束を今も守ろうとしてるなんて、馬鹿みたいだろ」

			「そんなことない。あいつも喜んでいると思うぞ」

			　アイオライトの頭を撫でて、ジークフリートは深く息を吐く。あの男の名を聞くたびに、ジークフリートの胸の中で、悔恨の思いが蘇(よみがえ)る。

			「……信じているんだろう？　あいつがどこかで生きていると。俺も信じているし、あいつに会いたいと思っている」

			「お前もロキと何か約束してるクチか？」

			「いや、俺はあいつに謝りたいことがあってな」

			　ルビーレッドの瞳(ひとみ)を閉じて、二十年前の出来事を記憶の海から手繰り寄せる。あの黒髪の男の言葉が、次々と脳内に響き渡る。

			　

			　こっち側の連中の中に密告者がいる。そうでなければ、あの場面であれだけの魔族とやり合うことなんてなかったはずだ。

			　部下を信じすぎるのもどうかと思うぞ、銀髪。テメーがどう思おうが、裏切り者がいるのは確定だ。

			　だから言っただろ。こいつらは自分の命欲しさに、仲間を魔族に売り渡したんだよ。

			　

			　ジークフリートの隊で多くの死傷者を出したあの場所での、不可解なかたちで出没した魔族との戦闘。その際、ロキはいち早く隊の動きを魔族側に教えた裏切り者がいると勘付いた。部下を強く信じていたジークフリートは、それに反論し否定した。

			　だが、すべてはロキの言う通りだった。隊の中にいた数人の兵士は、いつ死ぬか分からない戦いに恐怖を覚えて、命を助けてもらう代わりに人間側の行動を密告したのだ。

			　それだけではない。彼らは友人や家族を生(いけ)贄(にえ)として捧げ、自らの肉体を魔族とする儀式を行ったのである。そうして、強大な力を得て生き長らえようとしたのだ。

			　その代償はあまりにも大きかった。彼らは国(こく)賊(ぞく)として捕らえられたのだ。

			　裏切り者は処刑されることはなかったが、暗闇のみが存在するユグドラシル城の地下牢(ろう)獄(ごく)に死ぬまで幽(ゆう)閉(へい)されることとなった。

			　彼らの中には高い地位の軍人もいた。そんな人物たちが魔族に身も心も売ったと知られれば、国民からの軍に対する信頼は失われる。公式には戦死したとして、全員が闇(やみ)と腐(ふ)臭(しゆう)ばかりが存在する冷たい地下に送り込まれた。

			　多くの兵士たちは、その事実を知らない。今も人間側に裏切り者はいなかったと信じている。

			「俺は甘くて愚(おろ)かな考えを持っていた自分を恥じた。あそこで奴らを見付けられなかったら、また魔族側に作戦が筒抜けになっていたかもしれなかった。俺が間違っていたと部下にも伝えようとした」

			　それを止めたのはロキだった。彼は呆れたように顔をしかめて、ジークフリートには真実を口外するなと告げた。

			『そんなこと話してどうすんだ。テメーへの信頼がなくなるだけならまだしも、士気がガクンと下がったら、戦いに関わる』

			『だが、正しかったのはお前だ。お前が俺の隊の兵からなんて言われているか知っているだろう。早く誤解を解くべきで……』

			『俺は元々向こう側の奴だ。悪く言われても何とも思わねえよ。いいから、テメーは部下をどこまでも信じる優しくて強い隊長で居続けろ。いいな？』

			　ジークフリートがロキと会話を交わしたのはこれが最後だった。その後は、ロキは勇者と魔王城へ攻め込んで、魔王とともに消息を絶っている。

			　ロキはジークフリートのために最後まで『仲間を疑う元魔王の部下』という汚名を被ったまま、いなくなってしまった。

			「俺は最低な男だ。魔族になってしまった連中と変わらないことをしでかした」

			「何しょげてんだよ。あいつがそうしろって言って、お前は言う通りにした。何も悪いことはしてないだろうが」

			「だが」

			「あ……ほら、ソウジとヘリオドールがいるぞ。早く笑え！」

			　立ち寄った休憩室では、総(そう)司(じ)とヘリオドールが何かを読んで盛り上がっていた。主にヘリオドールが、だが。

			「よお、お前ら、何読んでんの？」

			　それほど厚くはない本には小さくて四角形の絵がたくさん貼り付けられているようだった。いや、これは絵ではなく……。

			「これはアルバムというものです。写真を収めておく本です」

			「「シャシン？」」

			「あー……見たものをそのまま紙に写すみたいな技術のことよ。ウトガルドでは当たり前にあるものなの」

			　困惑するアイオライトとジークフリートに、ヘリオドールが解説する。こういう時、ウトガルドの文化を勉強しておいて良かったとヘリオドールは思った。

			　アルバムのどの写真にも黒髪に黒い瞳(ひとみ)の少年が写っている。外見年齢はいろいろと異なっているが、どれも恐ろしいほどの無表情を貫いている。写真についてある程度の説明を得たアイオライトとジークフリートは、アルバムから視線を離して総(そう)司(じ)を見た。

			「これ……もしかして全部、お前？」

			　恐る恐る尋ねたアイオライトに、総(そう)司(じ)が少し嬉(うれ)しそうに「そうです」と頷(うなず)く。

			「すごいですね、アイオライトさん。どうして分かったんですか？」

			「どうもこうも……俺たちじゃなくても分かると思うぞ。どれも目が……死んでいる……」

			「そうよね。こう、全然可愛くない感じが総(そう)司(じ)君っぽいわよねー……」

			　そう言いつつ、ヘリオドールは目を輝かせながら総(そう)司(じ)の成長の記録を眺めている。アイオライトも口元を緩(ゆる)ませて、アルバムの写真を眺めていた時だった。

			「……ん？」

			　一枚の写真に藤色の瞳(ひとみ)が大きく見開かれた。

			　そこには二、三歳の総(そう)司(じ)と両親らしき男女が写っていた。

			　微笑(ほほえ)ましい一枚。だが、アイオライトにとってはあり得ない一枚であった。

			　朗(ほが)らかに笑いながら総(そう)司(じ)を抱きかかえる女性と、仏頂面を浮かべながらも総(そう)司(じ)の頬をつついている男性に、ジークフリートも気付いて絶句する。

			「あ、これ総(そう)司(じ)君のお母さんよね？　うわー、この頃から全然変わってないのね」

			「はい。よくそう言われます」

			「……で、これがお父さん。かなり目付き悪いけど、かっこいいわね。目も紫色で綺(き)麗(れい)……」

			「あの人褒(ほ)められるのが嫌いみたいで、僕や母がそう言うと怒りますけどね」

			　横で交わされる総(そう)司(じ)とヘリオドールの会話。それに加わることなく、写真に釘(くぎ)付(づ)けになる二人に、ヘリオドールが訝(いぶか)し気な顔でどうしたのかと尋ねようとした、その時だった。

			「うぅ……うわぁぁぁぁぁぁぁん……!!」

			「ちょっ!?」

			　アイオライトが突然号泣し、総(そう)司(じ)に抱き着いたのである。離れろ、という気持ちよりも先に、どうしたんだという疑問がヘリオドールの脳裏に浮かぶ。

			「そうか……お前……そうか……」

			「ジークフリート!?　あんたもどうしたの!?　鼻水が出てるわよ!?」

			　顔を真っ赤にして鼻水も垂らして啜(すす)り泣くジークフリートに、ヘリオドールはパニック寸前だ。年齢詐(さ)欺(ぎ)の二人が急に泣き出すという異常事態。あたふたするヘリオドールをよそに、総(そう)司(じ)はアイオライトに抱き着かれたまま、側に置いていた鞄(かばん)を開けてティッシュの箱を取り出す。

			「二人とも泣き止んでください。これ、貸してあげますから……」

			「「…………………」」

			「ああ！　さらに涙が増量したっ!?」

			　一瞬だけ泣くのをやめて総(そう)司(じ)を見たアイオライトとジークフリートだったが、その数秒後にはさらに赤い瞳(ひとみ)と藤色の瞳(ひとみ)から大粒の涙が零(こぼ)れ落ちていく。

			　平和だったはずの休憩室は、一枚の写真をきっかけに恐慌状態に陥ったのであった。

		

	
		
			　

			少年と闇夜の館

			　

			「キィィィイエェェェェェ!!」

			　花壇の周りに響き渡る絶叫。その正体は、総(そう)司(じ)が握り締めているあるものだった。

			　根が人間の形状をしている植物、マンドラゴラ。土から引っこ抜かれた際に上げられる、おぞましい悲鳴は、聞いた者の精神を破壊させる。

			「ヘビメタのボーカルのような、ずいぶんとサスペンスな声をしているんですね。うん、嫌いじゃありません」

			　総(そう)司(じ)が穏やかな表情で淡々と感想を述べていると、彼の名前を愛らしい少女が呼んだ。

			「ソウジさーん！　冷たいお茶もらってきました！」

			　食堂に行っていたフィリアがトレイに冷茶が入ったポットやらカップを載せてやって来た。少女を見て、総(そう)司(じ)は根を強く握った。

			　マンドラゴラが一瞬「グギョッ」と呻き、叫び声を上げなくなった。

			「遅くなってすみません、ソウジさん」

			「そんなことないです。ありがとうございます」

			「い、いえ、そ、そんな……ってソウジさん、それマンドラゴラです！　叫び声聞いてないですか!?　大丈夫ですか!?」

			「大丈夫です」

			「で、でもありがとうございます。花壇の手入れを手伝ってくれて……」

			「僕もお花は好きですから」

			　真っ赤になったり青ざめたり、また真っ赤になったりと、顔が忙しいことになっているフィリアに総(そう)司(じ)は即答した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……うーん、可愛いわねえ。どっちも」

			　保護研究課の窓から、花壇の草むしりをする二人を見下ろしているのはリリス。サキュバスと人間の混血である美女だ。

			　リリスは総(そう)司(じ)を捜して役所の中を歩き回っていた。総(そう)司(じ)の味見がしたい、ただそれだけの爛(ただ)れた理由で、だ。

			　そうして、少年を捜しに立ち寄った妖(よう)精(せい)・精霊保護研究課。そこに少年の姿はなかったものの、姿を見付けることはできた。

			「可愛いじゃないぞ。帰れ」

			　そんなご満悦な様子の美女に冷たい言葉を吐きかけたのは、ジークフリートだ。

			　イケメンが台無しになるレベルの不機嫌な顔である。

		

	
		
			[image: 237.jpg]
		

	
		
			　それでも女性職員からは「怒ってる課長もかっこいい」、男性職員からは「痺(しび)れるわ課長」と賛美の声。相当な訓練を積んでいることの証である。

			「帰れ、ハウス。お前の餌はここにはない」

			「いやーん、ジークちゃんって、ペットプレイの気があったの？　お堅い男ほど夜は激しいって言うけど」

			「お前なんて誰が飼うか。仕事の邪魔だから帰れ」

			「あら、ひどいわねぇ」

			　そう呟(つぶや)くリリスの表情は、決して残念そうには見えない。むしろ何かを楽しんでいるかのような笑みに、ジークフリートはため息をつく。怒りはもう冷めてしまい、どこか脱力したような顔で微笑(ほほえ)むサキュバスへ視線を向ける。

			「何でいつもいつもそうなんだ。真面目に仕事してる時としてない時の落差があまりにもひどいぞ」

			「あら、私はいつでも真面目に生きているのに。それに今日は非番で暇だから遊びにきただけよ」

			「どうせ所長の機嫌取りに来ただけだろ。やることやったら、さっさと帰れ！」

			「まあまあ。もうちょっとソウジちゃんを堪(たん)能(のう)させてよ」

			　上目遣いで尋ねるリリス。これがそこらの男ならくらりと来てあっさり答えてしまうだろう。だが、ジークフリートは「馬鹿」と言うだけだった。

			「ひどーい。嫉妬？」

			「違う。……そもそも、どうしてそんなにソウジがいいんだ。他の男でもいいんじゃないのか」

			「だって、可愛いじゃない！」

			　よくぞ聞いてくれました。そんな笑顔をリリスは浮かべた。

			「くしゃくしゃに撫で回したい黒い髪といい、黒(こく)曜(よう)石(せき)みたいな綺(き)麗(れい)な目といい、まだ子供っぽい顔といい、誰に対しても礼儀正しい性格といい、全部可愛いと思うわぁ。ああもう、連れ帰っちゃいたい」

			「やめろ痴女。そんなことをしたら殴り込み……いや、それ以前にヘリオドールが怒り狂う」

			「えー」

			「課長ー！　ちょっと来てくださーい」

			　部下がジークフリートを呼んだ。

			「分かった、すぐに行く。……ということで、お前もソウジには余計なちょっかい出すなよ」

			「はーい。それでは失礼しましたー」

			　手を振りながら、保護研究課を後にしようとするリリス。ジークフリートも自分を呼んだ部下の下へ行こうとする。そんな銀髪を「あ、聞き忘れてた」とリリスが呼び止めた。

			「何だ？」

			「ソウジちゃんはどっちだと思う？　あの無表情を最後まで崩さずに『そんなに乱れてしまって。いやらしいですね』って冷たい声で言葉責めするタイプか、顔を真っ赤にして半泣きで『もうこれ以上、しないでください』って嫌々言いながらも流され――」

			「三歩歩いたらもう言われたことを忘れやがって、このニワトリ女。鶏小屋にぶちこむぞ」

			　ジークフリートは興奮気味に話すリリスの言葉を遮(さえぎ)った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウルド中心部には様々な店が点在しているが、一番多いのは冒険者をターゲットにした武具屋だろう。

			　刀剣専門店、鎧(よろい)専門店などその品物に特化した武具屋も多く、その店によって入る冒険者のタイプも異なってくる。

			　例えば、杖(つえ)やローブなどの専門店を訪れる冒険者のほとんどは魔術師だ。

			　そして、棍(こん)棒(ぼう)やハンマーなどを中心に取り扱う店には、屈強な力自慢の冒険者たちが集まる。

			　そんな店の一つが、オーガのイラストが描かれた看板が目印の『デビルハンマー』だった。別に武器なんて持たなくても十分強そうなオーガが店主であり、この系統の武具屋では、一番の人気を誇(ほこ)っている。

			　店内には重量感のある打撃系統の武器が並び、それらを眺める客も筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)の猛(も)者(さ)ばかり。

			　どこを見回してもゴツい武器と筋肉しか目に入らない。

			「よお、ブロ坊。久しぶりだなぁ、何か買っていくか？」

			「い、いいだ。オラが来たのは、何か買いに来たとかじゃないだよ」

			「わぁってるよ」

			　額に鋭い切り傷の跡があるオーガの店主のからかいの言葉に、同じくオーガであるブロッドは弱々しい表情で首を横に振る。相変わらずこの店は店主も含めて、怖そうな人たちばかりだと身を縮めながら。

			「それで、この店の調子は？」

			「今日も大繁盛さ。テメエも大変だなァ、武具屋の定期見回りも、鑑定課の仕事か」

			「そうでもないだよ。素材屋の見回りのついでみたいなもので、オラもいろんな種類の武器見れて嬉(うれ)しいだ」

			　この店はちょっと怖いけど。ブロッドは心の中で付け加えた。

			「ところでオメエ……あのちっこいのは連れだよな？」

			「ソウジ君のことだ？　オラの仕事仲間だ」

			「すげえな、アイツ……」

			　店主が畏(い)怖(ふ)の眼差しを向けるのは、棍(こん)棒(ぼう)のコーナーにいる、この店には不似合いな痩(そう)身(しん)の少年だった。

			　黒く四角い物体を右手で耳に添えながら、もう片方の手で武器を持っている。

			「ああ、ちょうどいいものを見付けました。しかも、叩いた物を燃やす能力が備わっているみたいですね。え？　これで焼き芋は作れないと思いますよ、多分炭になります」

			　四角の物体は通信器具なのだろう。それに話しかけながら、棍(こん)棒(ぼう)を眺める少年の様子を窺(うかが)っていた店主の額から、一筋の汗が流れる。

			「信じられるか、ブロ坊。あのチビが一番最初に手に取った棍(こん)棒(ぼう)はな……百キロあったんだ……それを片手で……いけねえ……あんなことやっちゃいけねえよ……」

			「う、うーん……」

			「ブロッド君、すみません。用事が済みました」

			　彼の、というより彼の電話相手のお気に召す品物は、見付からなかったようだ。携帯電話を上着のポケットにしまった総(そう)司(じ)が、手ぶらでブロッドの下にやってくる。

			「斎(さい)藤(とう)君が金属バットじゃなくてもいいから、クオリティ高いのが欲しいって言ってたので、こちらの世界にいいのあるかなって思ったんですけど、なかなかちょうどいいものがなくて……」

			「素直に向こうの世界で買ったほうがいいと思うだ」

			「そうしたほうがいいかもしれませんねえ……」

			「そんじゃ、その前に『闇夜の館』に行ってみりゃどうだ？」

			　二人の会話を聞いていた店主が、そう提案してきた。先に反応を見せたのはブロッドだ。明らかに嫌そうに、顔を歪(ゆが)めている。

			「どんな店なんですか、そこ」

			「ここじゃなくて隣のスクルドって都市にある、変わった効果を持つ武器ばかり売ってる武具屋だ……けど、オラはちょっとあの店苦手だ……」

			「そこの店主は、ちょっとした変わり者なんだよ」

			　提案した本人であるオーガの店主も、少し顔をしかめながら説明する。

			「面白そうなので、仕事終わったあとに行ってみます」

			　目を輝かせる少年に、やっぱり言わなきゃ良かったと後悔しながら、総(そう)司(じ)の隣ではブロッドが両手で顔を覆(おお)って震えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　薄く淡い青色を、上から黒い絵の具で一面塗り潰し、そこに無数の光の粒を撒き散らしたような空だった。

			　中央では白とも黄色とも言えない色彩の月がぽっかり浮かんでおり、柔らかい光を放っていた。昼間に見せる太陽と違い暖かさは感じられないものの、どこか安心する光だ。

			　窓からそれを眺めていたブロッドは、向かい側の席に座る少年も同じように夜空を見詰めていることに気付いた。

			「どうしただ、ソウジ君？」

			「いえ、星がたくさん見えるなぁと思いまして。しかも、こんなに近くで見られるとは」

			「喜んでもらえただ。それは良かっただ」

			　総(そう)司(じ)の言葉に、ブロッドは満面の笑みを浮かべる。

			　隣の都市であるスクルド。『闇夜の館』は、その中心街にある。仕事を終えてから行くとなると、時間がかかるということで馬車を頼むことになったのだが、ブロッドが選んだのは、今乗車中の『空飛ぶ』馬車だった。

			　雪のように清らかな純白の毛並みと、天使を思わせる翼を持つ空を駆ける馬、ペガサス。

			　この馬の馬車は、今夜のように満天の星が広がる夜に用いられることが多い。

			　こうして移動している最中に夜の景色を堪(たん)能(のう)できると好評だ。

			「でも、良かったんですか、ブロッド君」

			「だ？」

			「僕の買い物に君まで付き合わせちゃって、すみません」

			「謝らないで欲しいだよ～。オラもソウジ君に見回りの仕事手伝わせちゃっただ」

			　友人からの謝罪の言葉に、ブロッドは顔の前で手を横に振った。元はあのオーガの店主の店に行くのを怖がっていたブロッドに頼まれて、総(そう)司(じ)が同行することになったのだ。

			　彼にもそのついでに友人への土産(みやげ)を探すという目的があったにせよ、次は自分が総(そう)司(じ)に付き合おうとブロッドは決めていた。それに、ブロッド自身も闇夜の館に行きたいと思っていたのだ。

			「闇夜の館は本当に珍しい物がたくさん売ってるらしいだ。オラも一度行ってみたかっただ」

			「？　行ったことないんですか？」

			　首を傾げる総(そう)司(じ)に、ブロッドは急に真顔になった。

			「あのお店の店主めっちゃ怖いだよ……さっきのお店のオーガの店主とは、比べ物にならないくらい……だ」

			「分かりました。では、怒らせてしまわないように気を付けましょう」

			　そう言ってまた窓の外へと視線を向けた友人の横顔に、頼もしさを感じてブロッドは力強く頷(うなず)いた。あの元冒険者であるらしいオーガの店主でさえ、二人が店を出る時に「やっぱり止めといたほうがいいぜ」と止めた店に、今から行くのだ。

			　今までずっと興味はあったものの、まだ一度も入店はしたことのなかった闇夜の館。

			　以前、ありったけの勇気を振り絞って一人で行ったことはあるが、結局中には入れずに逃げ帰ってきた。

			（が、頑張るだよ……！）

			　ブロッドは唇を噛み、意気込んだ。

			　

			「どんなところかと思ってたんですけど、ウルドとあまり変わらないんですね」

			　馬車から降り立ち、周囲を見回した総(そう)司(じ)の最初の感想は、それだった。

			　彼の言う通り、スクルド中心部はウルドの街並みと酷(こく)似(じ)している。都市の要となる役所が存在し、数々の店が立ち並んでいれば人も多く集まる。日が暮れたあとだというのに、あちらこちらから喧(けん)騒(そう)が聞こえてくる。夜になれば、宿屋や飲食店だけでなく、酒場に娼(しよう)館(かん)といった夜の店にも人が入り込む。

			「そこのお兄さーん。うちの店で楽しんでいかない？　美(お)味(い)しい酒と綺(き)麗(れい)なお姉さんがたくさん揃ってるよー」

			　ピンクや赤などの色をした光の球体に照らされた店の前で客引きを行っていたのは、浅(あさ)葱(ぎ)色の髪をしたサキュバスだった。肌の大部分を露出した際どい格好で異性を引き寄せるフェロモンを漂(ただよ)わせ、声をかけられた男たちが次々と鼻の下を伸ばして店へ誘い込まれていく。

			　彼らはこのあと、一時の享(きよう)楽(らく)と引き換えに財布を軽くすることになる。

			「あっ、オーガのお兄さんもどう？」

			　その店の前を通り掛かると浅(あさ)葱(ぎ)色のサキュバスが、ブロッドの丸太のような腕に抱き着いた。むにゅり、と柔らかく温かな乳房の感触と鼻(び)腔(こう)に侵入する甘い香りに、純情なオーガの体温が急上昇する。

			　ブロッドは初心(うぶ)だった。サキュバスにとって一番扱いやすいタイプの『カモ』である。

			　浅(あさ)葱(ぎ)色のサキュバスは、ぺろりと唇を舐める。果実のように赤い舌が柔らかそうな唇を濡らす光景さえも、ブロッドを惑わせた。

			「ね、いいでしょ？　うちの店のサキュバスって、みんな逞(たくま)しい男の人が好みでね、お兄さんが来てくれたら、みんな喜ぶと思うんだよねえ」

			「え、えっと……」

			「お酒なんて飲まなくていいから！　お話相手になってくれるだけでもいいから……」

			　首を傾げながら、潤(うる)んだ瞳(ひとみ)での上目遣い。ブロッドが堕(お)ちた瞬間だった。

			　全身を真っ赤に染めたオーガの足が、店の入り口へと向けられる。

			　その瞳(ひとみ)はまだ見ぬ世界を夢見て、きらきらと輝いていた。

			「ね、そっちの黒髪のお兄さんも早く早く！」

			「行きません」

			　すでに堕(お)ちたブロッドの腕に抱き着いたままサキュバスは、彼の連れである少年に声をかけ、あっさりと断られた。

			　そんな彼女の援護射撃をしたのは、まさかのブロッドだった。洗脳を受けたオーガは、早く店に入りたい一心で友人を道連れにしようとする。

			「ソ、ソウジ君、怖がらなくても大丈夫だ！」

			「え？　怖がってるの？　可愛い～」

			「怖がってません」

			　否定する総(そう)司(じ)をブロッドは必死に誘おうとする。

			「だったらソウジ君も入るだよ！　ね！」

			　ね！　ではない。浅(あさ)葱(ぎ)色のサキュバスも一気に落としにかかろうと、ブロッドから離れて総(そう)司(じ)の背中に思い切り抱き着く。

			　そして、「それじゃ、少しだけですよ」と少年が言う。その言葉にサキュバスは内心でほくそ笑む。

			　所持金すべてを貢がせるつもりだった。そんな腹の黒い思考を悟られないようにと、天使の微笑(ほほえ)みを浮かべてさらに総(そう)司(じ)にくっつく。

			「でも、どうせなら皆さんで楽しんだほうがいいですよね」

			「え」

			　総(そう)司(じ)からのまさかの一言。サキュバスの笑みが凍(こお)り付いた。

			「あ……あそこにいる女の人たち、ウルドの役所の職員さんで僕の知り合いなんですよ。あの人たちも誘いましょう」

			「はぁ!?」

			　向こうから歩いて来る数人の女性に、手を振ろうとする総(そう)司(じ)。

			　途端、浅(あさ)葱(ぎ)色のサキュバスが媚(こ)びを一切取り払った苛(いら)立(だ)った声を上げる。サキュバスの色香は、女性には通用しないのだ。

			　先ほどの甘やかな声からの豹(ひよう)変(へん)ぶりに、ブロッドが驚いた顔を見せ、サキュバスは我に返った。ここで少年を怒鳴ってしまえば、周囲からの注目が集まる。そうなれば、皆警戒して客もとい獲物が近寄らなくなってしまうだろう。

			　彼女は店の収益を優先し、満面の笑みを浮かべると、総(そう)司(じ)から素早く離れた。

			「あっ、ごめんね～。ちょっと急いでやらないといけない仕事あったの思い出しちゃった。ボウヤたちの相手してる暇なかったの～！」

			「え……えぇ!?」

			　店内に逃げるように去って行ったサキュバスに、ブロッドが困惑と落胆が混じった声を上げる。だが、その数秒後、不思議そうな表情を浮かべながら首を傾げ始めた。

			「あれ……どうしてオラ、あんなにこの店に入りたいって思っただ……？」

			「さあ。でも、入りたくないなら入らなくてもいいじゃないですか。早く闇夜の館に行きましょうよ」

			「う、うん……そういえばソウジ君、役所の人たちがいるって言ってなかっただ？　どこにいるだ？」

			　総(そう)司(じ)の言う役所の女性を捜すが、ブロッドの知る人物はどこにもいない。少年が視線を向けていた方向を見ても、数人の女性が夕飯を何にするかで揉めているだけだった。

			「サキュバスの人たちが苦手にしているのは同じ女の人だと、ヘリオドールさんが前に言っていたので」

			「……もしかしてオラ、危ない目に遭(あ)ってただ？」

			「多分、遭(あ)ってたんじゃないですかねえ」

			　ブロッドを助けるために嘘を付いたらしい。総(そう)司(じ)に感謝しつつ、顔色一つ変えなかったことに感嘆する。

			「ソウジ君は、どうして何ともなかっただ？　オラなんてふわふわ～って気持ちになったのに」

			「まあ、明らかに狙ってるなあって感じたので」

			「ご、ごめんなさいだ……」

			「謝らなくてもいいですよ。僕も最初は綺(き)麗(れい)だなって思いましたから」

			「えっ、ソウジ君でも女の人に興味持つだ？」

			「僕も男ですから、女の子が可愛いと思ったり、綺(き)麗(れい)だって思ったりします」

			　歩きながら答える総(そう)司(じ)に、ブロッドは浅(あさ)葱(ぎ)色のサキュバスの豹(ひよう)変(へん)の時以上に驚(きよう)愕(がく)した。彼からこんな男らしい言葉を聞くのは初めてだったからだ。

			「ち、ちなみに好きなタイプは？」

			「それは……あっ」

			　総(そう)司(じ)が立ち止まった。ぽかん、と口を開けて目の前の建築物を見上げる。ブロッドも恐る恐るその『店』へ視線を向けた。

			　それは店というよりも、古びた館だった。あちこちが崩れ掛けた灰色の外壁。割れた窓の向こうは闇(やみ)に包まれており、夜だというのに照明は点いていないようだった。穴が数ヶ所開いた屋根には何匹も烏(からす)が止まり、ギャアギャアと鳴き声を上げている。

			　そして、蜘(く)蛛(も)の巣にまみれた『闇夜の館』という看板の文字。

			「僕たち、ここに入って呪い殺されたりしないですかね」

			　ぶるぶると震え出すブロッドの横で、総(そう)司(じ)が小さな声で呟(つぶや)いた。

			　ただの廃(はい)墟(きよ)にしか見えないこの館。一応れっきとした武具屋である。しかし、ブロッドの精神状態は、この時点で大変なことになっていた。「出るだ、絶対出るだ」と喚(わめ)きながら、総(そう)司(じ)の後ろに逃げ込んだ。

			「すごいですね、まさにお化け屋敷。興奮します」

			「オラ興奮はしてないだよぉ。恐怖だけだぁ」

			「ブロッド君は、ここで待っていてもいいんですよ？　僕一人だけでも大丈夫なので」

			　友人に対する気遣いからなのか、それともめんどくせえと言う呆れからなのかは定かではない。しかし、ブロッドにとってその言葉は救いだった。一瞬だけ、心が揺らいでしまった。

			　ギャアギャア。

			　そんなオーガの臆(おく)病(びよう)な心を嘲(あざ)笑(わら)うかのような烏(からす)の声。一羽が屋根から飛び立ち、どこかへ去っていく。なぜかブロッドの頭上すれすれの場所を飛行して。

			　ブロッドは決意した。

			「やっぱり、オラも一緒に行くだ……」

			「大丈夫ですか？」

			「うん……なんかここで一人で待ってるのも、すごい怖いだ」

			「では行きましょう」

			　総(そう)司(じ)がドアの取っ手を掴み、ゆっくりと引いていく。

			　キィィ、という音とともに開いていった扉の先にあったもの。それは、闇(やみ)であった。

			　何の音も聞こえない。完全に外界から隔(かく)離(り)された無の空間。

			　総(そう)司(じ)は鞄(かばん)から懐中電灯を取り出すと、足元を照らし歩き始めた。その目(ま)映(ばゆ)い白い光に、ブロッドが興味を示す。

			「ソウジ君って、光属性の魔法使えただ？」

			「これは魔法じゃありません。懐中電灯っていう道具です」

			「ふーん……でも、何でそれで前を照らさないだ？　足元ばっかりじゃ目の前に何があるか分からないだ」

			「そのほうがスリルがあると思ったんですが……分かりました」

			　狂っているとしか思えない発言をしたあと、総(そう)司(じ)は懐中電灯の光を前方へ向けた。

			　そこには全身血まみれの髪の長い女が、いなかった。延々と続く廊下が照らされていただけ。これで何かがいたらどうしようと焦っていたブロッドは安(あん)堵(ど)した。

			「良かっただ……オラたち以外誰もいなくて良かっただ」

			「ここお店なんですから、誰もいなかったら駄目ですよ。従業員の人を捜さないと」

			　総(そう)司(じ)が前方だけでなく周りも照らし始める。だが、左右に光を向けてみるものの、やはり人の姿はない。

			　ずっと一本道が続いており、横には壁が広がるばかり。館を改造した店内だと思っていたのだが、部屋が見当たらない。

			　いよいよ本格的に怖くなってきた。そして、ブロッドが生(なま)唾(つば)を飲み込んだ、その時。総(そう)司(じ)が突然自分のほうへ光を向けてきた。

			「眩(まぶ)しいだあああああ」

			「ブロッド君、後ろ、後ろ見てください」

			「後ろ？」

			　言われるがままに振り向く。直後、ブロッドの時が停止した。

			　そこにあったのは、老人の顔だった。虚(うつ)ろな目はどこを見ているのか分からず、口角は限界まで吊り上がり、ポタポタと涎(よだれ)を垂れ流している。謎の老人Ｘがそこにいた。だけならまだいいだろう。

			　しがみついていた。老人Ｘは、完全に気配を殺し、ブロッドの背中にずっとしがみついていたのだ。

			　背中から伝わる生暖かさと獣のような荒い息遣い。老人は「キヒッ」と奇妙な笑い声を発し、ブロッドから飛び退いた。

			　そして、たった今、すべてを感知してしまったブロッドの口から、凄(すさ)まじい絶叫が上がる。

			「のおおおおおおおおおおおおおおお!!」

			　想像を絶する恐怖。オーガらしい雄々しい咆(ほう)哮(こう)。その両目からは涙が溢(あふ)れ、這うように総(そう)司(じ)の後ろへと避難する。もう使い物にならない。

			　総(そう)司(じ)は光が老人の顔に当たらないように、懐中電灯でその黒いローブを照らしながら口を開いた。

			「すみません、失礼を承知でお聞きします。ちゃんと生きてる人ですよね？」

			「キヒヒヒヒヒヒヒヒヒ」

			「悪霊だあああああ、ソウジ君、早く逃げるだあああああああ、オラたち屋根の上に磔(はりつけ)にされて烏(からす)の餌にされてしまうだあああああ」

			「ブロッド君、落ち着いてください」

			　周囲は闇(やみ)。老人は相変わらず奇妙な笑い声を発し続け、ブロッドは逃げろと言っているのに総(そう)司(じ)の足に這うような体勢で縋(すが)っている。

			　総(そう)司(じ)はパニックに陥るブロッドを宥(なだ)めるのは不可能と思ったのか、前方にいる老人へ目を向けた。

			　だが、そこに老人の姿はなかった。

			「ヘヒヒヒヒヒヒヒヒヒ」

			　老人は蜘(く)蛛(も)のように天井に張り付き、二人を嘲(ちよう)笑(しよう)していた。

			「キィィィィエエエエエエエ」

			　口から垂れた涎(よだれ)が糸を引いて床へと落下すると同時に、老人が天井から離れ、総(そう)司(じ)へと飛び掛かった。もう駄目だ。ブロッドは楽しかった記憶を次々と脳裏に蘇(よみがえ)らせた。走(そう)馬(ま)灯(とう)ってやつだ。

			　ブロッドがいろいろと覚悟を決めている最中に、総(そう)司(じ)が鞄(かばん)の中から出したのは、粉末の入った小瓶だった。

			　その蓋(ふた)を素早く開けて中身を掌(てのひら)に出すと、最早すぐそこにまで来ていた老人へそれを思い切り投げ付けた。

			　悪霊退散、と一言呟(つぶや)いて。

			「ヒィィィィイアアアアアアアアアアアアアア……ブェェェックションッッ!!」

			　老人がその場に蹲(うずくま)り、なぜかくしゃみを連発し始める。

			　あの狂気に満ちた姿からは想像も付かない哀れな姿に、ブロッドを支配していた恐怖が薄れる。総(そう)司(じ)の持つ小瓶を見る。すべて出したのか、中身は空だった。

			「ソウジ君、何を投げただ？」

			「塩です。お清めのつもりで投げてみました」

			「す、すごいだ！　効いてるだよ、ソウジ君！」

			「ブエィックションッ！　ブエィックションッ!!」

			　いまだにくしゃみを続ける悪霊（？）にブロッドがはしゃぐ。

			　だが、総(そう)司(じ)は納得していない様子で小瓶を見詰めていた。ブロッドも騒ぐのを止めて、それを凝視する。

			　やがて、少年の口から、衝撃の事実が告げられた。

			「間違えました。これ、胡(こ)椒(しよう)です」

			「こ……胡(こ)椒(しよう)だ!?」

			　だからくしゃみか。老人の不思議な苦しみ方にブロッドは納得する。

			　総(そう)司(じ)もどこかすっきりした顔付きで、次は鞄(かばん)から数(じゆ)珠(ず)を取り出し、それを右手に巻き付けた。

			「ソウジ君、それは!?」

			「塩がないので僕がやります。大丈夫です、自信はありますから」

			「や、やるって……何をだ」

			「ヒイ！」

			　感情の読めない闇(やみ)色の瞳(ひとみ)に静かに見下ろされ、苦しんでいた悪霊は先ほどのブロッドのように這って逃げようとする。少しずつ少しずつ開いていく距離。それを総(そう)司(じ)がカツン、カツンと靴音を立て、一歩ずつ近付いていくことで縮めていく。

			　明らかに形勢逆転。老人へじわじわと恐怖を与えていく総(そう)司(じ)。

			「逃げないでくださいよ、失敗しませんから」

			「ヒイ、ヒイイイイイイイイ！　何でおじゃるか！　失敗って何でおじゃるか！　この流れだと成功しても召される感があるでおじゃるが、失敗したらどうなるでおじゃる!?」

			　老人からついにまともな言語が飛び出す。語尾が独特ではあるが、数分前のあの狂人ぶりが嘘のようなしっかりした思考の持ち主であることが窺(うかが)える。

			「僕も初めてやるので、失敗したらどうなるかはちょっと。まあ、そもそも何がどうなったら成功なのかすら、よく分からないんですけどね」

			「た……助けてくれでおじゃる！　そこのオーガ頼むでおじゃる！　ワシ、このままじゃ殺されるっぽいでおじゃる!!」

			　助けを求められ、ブロッドはぎょっとした。

			「え!?　おじいちゃん、悪霊じゃないだ!?」

			「生きてる！　生きてるでおじゃる！　さっき怖がらせたこと謝るでおじゃるから～～～～～～!!」

			　生に渇望した老人の叫びが闇(やみ)を震わせ、総(そう)司(じ)の足を止めた。

			「ちゃんとご存命な方なんですね。もっと早く言ってもらえれば、胡(こ)椒(しよう)を投げ付けることもなかったのに」

			「心臓が止まるかと思ったでおじゃる……ワシをここまで怖がらせた客は、お前が初めてでおじゃる……」

			　床に這いつくばったまま涙目で総(そう)司(じ)を見上げる老人に、ブロッドは違和感を覚える。何か、何か大切なことを忘れているような気がするのだが、思い出せない。この老人に関する、重要な何かを。

			　首をいくら傾げても答えが見付け出せないブロッドをじっと見ていた総(そう)司(じ)が、口を開く。

			「このおじいさん、もしかしてこのお店の店主の人なんじゃないですか？」

			「あったりー」

			　総(そう)司(じ)の問い掛けに答えたのはブロッドではなかった。その猫撫で声は闇(やみ)の向こうから聞こえてきた。聞き覚えのあるその声の主の名前を総(そう)司(じ)が口にしようとした瞬間、背後から伸びてきた白く細い二本の腕が、少年を優しく抱き締めた。

			「ソウジちゃん、こんばんは」

			　純血のサキュバスにも引けを取らない美しさと爆乳の持ち主であるリリスは、ご満悦の様子だった。

		

	
		
			　

			少年とサキュバス

			　

			「リリスさん、どうしてあなたがここにいるんですか？」

			　男なら誰もが羨ましがる夢のシチュエーション。それを現実のものにした総(そう)司(じ)は、訝(いぶか)しげに首を傾げながらも、さりげなくリリスの柔らかい体を引き剥がしにかかる。

			　もったいないと小声で呟(つぶや)いたのは総(そう)司(じ)ではなく、ブロッドだった。無意識下での発言だったのか、自分で言っておいて驚いた表情をしている。まだ先ほどのカモネギ事件が尾を引いているらしい。

			　愛情たっぷりの抱(ほう)擁(よう)をあっさり解かれたリリスは「残念ねえ」と言いつつ、余裕の笑みを崩さない。

			「そんな何でもないような顔をしておいて、女の子に抱き締められるのが恥ずかしいの？」

			「恥ずかしいとかではなくて、所長に申し訳ないので」

			「お堅い性格ねえ。恋は背(はい)徳(とく)的(てき)であればあるほど燃えるものなのに」

			「僕はアブノーマルな恋愛を望んでいないので」

			　今度は腕に抱き着こうと迫るリリスを、ぴしゃりと断る総(そう)司(じ)。

			　それに羨(せん)望(ぼう)と尊敬の眼差しを向けるブロッドの横で、胡(こ)椒(しよう)まみれになった挙句殺されかけた老人が、何かを諦(あきら)めた顔で口を開く。

			「リリス嬢の今度のお気に入り候補は、あのおっかない少年でおじゃるか」

			「お気に入りってなんだ？」

			「まあ、そのまんまの意味でおじゃるよ……ワシもなんだか疲れちゃったし、リリス嬢も遊びに来てくれたことだから、そろそろお主たちを店に案内するでおじゃる」

			　ぱちん。老人は皺(しわ)だらけの指を弾き、華(か)麗(れい)に音を鳴らす。ぐにゃりと周囲の空間が歪(ゆが)み、目眩(めまい)を起こしたかのような感覚に襲われ、ブロッドは一瞬目を閉じた。

			　そして、再び目を開くとそこは薄暗い居間のような場所となっていた。

			　淡く白い光を放つ照明が仄かに室内を照らす。壁際にある暖炉では蒼い炎が揺らめき、小さめのテーブルの上には半透明の白い花が細長い花瓶に飾られていた。

			　幻想的な空間にブロッドが立ち尽くすと、老人は愉快な笑みを見せた。あの暗闇での危険なそれではなく、悪戯(いたずら)っ子が見せるような笑顔だ。

			「ようこそでおじゃる。ここがワシが営む武具屋『闇夜の館』でおじゃるよ」

			「え……えぇー!?」

			　武器も防具も置かれていないので、普通の民家にしか見えない。改めて周囲を見回すオーガに、老人はケラケラと笑う。

			「ここが本当にあのぼろい屋敷だ!?　全然違うだよ！」

			「ふほほ、みんな初めてここに来た時はそういう反応をするでおじゃる。見てて楽しいでおじゃるなあ」

			　満足そうに笑う老人に、総(そう)司(じ)が携帯電話を取り出しながら声をかけた。

			「おじいさん、この花、写メに撮っていいですか？　携帯の待ち受けにしたいので」

			「写メ？　携帯？　よく分からんけど、そっちの子供は全然表情変えないからつまらんでおじゃる～……それどころかワシを滅しようとするもんだから、こっちがびっくりしたでおじゃる……」

			　ふう、とため息をつきながら老人が指を鳴らすと、総(そう)司(じ)、ブロッド、リリスの目の前にティーカップが出現した。すでに琥(こ)珀(はく)色の紅茶が注がれており、湯気とともに優雅な香りを漂(ただよ)わせていた。

			　さらに指を鳴らせば、彼らのための椅子が現れた。総(そう)司(じ)が闇(やみ)色の瞳(ひとみ)を輝かせて老人へ拍手を送る。

			「すごいです……いかにも魔法使いって感じがして、素敵です」

			「ここでびっくりされても勝った気がまったくしないでおじゃる～。お主みたいな客用の仕掛けを考えなきゃいけないでおじゃるなあ」

			　悔し気に呟(つぶや)く老人に、ティーカップを手に取った総(そう)司(じ)の首が傾ぐ。

			「仕掛けというのは、先ほどのあの奇妙な動きでしょうか」

			「奇妙言うなでおじゃる。あれに眉(まゆ)一つ動かさないどころか、反撃に出た奴に冷静な顔でそう言われると、無性に恥ずかしくなってくるでおじゃろう」

			「ふふっ。あなたの悪戯(いたずら)が効かなかったのは、ソウジちゃんが初めてね」

			　二人の会話を楽し気に聞いていたリリスは、椅子を老人の側まで移動すると、老人の頬を指でつついた。拗ねていた老人は、その可愛らしい悪戯(いたずら)に表情を緩(ゆる)める。

			　何だかどっちも可愛いなあ、と思いながらブロッドは紅茶を啜(すす)る。

			「このおじいちゃんはね、人を驚かせるのが大好きで、いつもこうしてお店に来るお客さんを驚かせて遊んでいるのよ」

			「あ……思い出しただ。それで、お客を散々怖がらせたあとに、ちゃんとお店に招待してくれるだ。……おかしいだ。どうして、オラそんな大事なことを忘れていただ？」

			　事前にその情報は知っていた。だからブロッドはずっとここに来るのを躊躇(ためら)っていたのだ。

			　なのに今までそのことをすっかり忘れてしまっていた。そうでなかったらすぐにでも総(そう)司(じ)に教えていただろう。教えていなかったせいで、自分も彼も老人を完全に悪霊だと思い込んでしまった。

			　おかげで胡(こ)椒(しよう)を投げ付けるという、店の主に対してとんでもない行為をしでかしてしまった。

			　特に彼は何もしていないのだが、明らかに落ち込んでいる様子のオーガに、老人は「お、お主のせいでないでおじゃるよ」と慌てて言った。

			「この屋敷の周りには精神操作の魔法がかけられていて、入った者はこの店がどんなところでワシがどんな奴なのか、忘れるようにしているでおじゃるよ」

			「な、何のためにだ？」

			「だって事前に驚かされると分かっていたら、最高の反応を見せてくれないでおじゃる。何も知らない状況で突然襲い掛かる恐怖に歪(ゆが)む顔が、ワシは見たいでおじゃる」

			　ブロッドは反応に困った。人の記憶を操作できるほどの魔力の持ち主であり悪人でないのは分かったが、さすがに「悪戯(いたずら)好きねぇふふ」で済まされるレベルではない。

			「悪戯(いたずら)好きなんですね、おじいさん」

			　済ませてしまうのはまったく動じずに倍返しを喰らわせた猛(も)者(さ)ぐらいだろう。紅茶の味を堪(たん)能(のう)しながらの総(そう)司(じ)の指摘に老人も「こんなはずでなかったでおじゃる」と嘆いている。それを聞いていたブロッドは心配になった。

			「でも、あんまり悪戯(いたずら)が過ぎると、あとで全部、全部自分に跳ね返ってくるかもしれないのでほどほどにしておくべきかと……」

			「わ、分かったでおじゃる……」

			　なぜか『全部』という単語を二度使用した総(そう)司(じ)に、老人だけではなく、ブロッドまで恐怖を覚えた。表情のなさと丁寧な口調での忠告が、二名の全身に鳥肌を立たせた。

			　ただ一人、妖(よう)艶(えん)なサキュバスは怯(おび)えるどころかむしろ体をくねらせて悦んでいる。

			「ソウジちゃん、かっこいいわ～。たまぁに見せるそういう仄(ほの)暗(ぐら)い一面が、たまらないのよねぇ」

			「ありがとうございます」

			「女の人って分からないだ……リリスさんは今のソウジ君の言葉に惹(ひ)かれるものがあっただ？」

			　仄(ほの)暗(ぐら)いなんてものではなく普通にどす黒かった、がブロッドの感想である。

			「男は優しいだけじゃなくてかっこよくもないと駄目なのよ。ブロッドちゃんも逞(たくま)しい見た目とは逆にちょっと気弱で優しいところが女心をくすぐるけど、ちゃんと男らしい部分をもっと成長させれば、もっといい男になれるわよ」

			「ほ……本当だ？」

			「本当よ」

			「うへへ……オラもいつかソウジ君みたいにかっこいい男になれるだ……」

			　時々怖いと思っても、やはり目標は総(そう)司(じ)のような優しさと強さを兼ね備えた男。同僚のサキュバスからのアドバイスに、ブロッドは鼻の下を伸ばした。

			　そんなちょろいオーガを弄(もてあそ)ぶかのように、リリスがうっとりした表情でオーガらしい筋肉質の腕を撫でる。

			　某ぼったくり店の前での光景と酷(こく)似(じ)している。それを眺めながら総(そう)司(じ)がリリスに尋ねる。

			「あの、そういえばリリスさんは本当にどうしてこちらに？」

			「ソウジちゃんを求めて彷徨(さまよ)っていたら、いつの間にここに……というのは冗談。この店に遊びに来たのよ。この人は私のお気に入りの人なの」

			「リリス嬢が久しぶりに遊びに来てくれて、嬉(うれ)しいでおじゃる」

			　老人は穏やかに笑った。それを見たブロッドは総(そう)司(じ)に耳打ちした。

			「ソウジ君……このおじいさんって似てる気がしないだ？」

			「はい？」

			「ほら、所長と」

			「……ああ」

			　なるほど。総(そう)司(じ)がそう言うように首を縦に振る。二人の小声の会話をしっかり耳に入れていたリリスは、老人の頭を抱き寄せた。二つの胸がむにゅう、と老人の頬に当たってわずかに形を変える。

			「だってこの人も所長も、私のお気に入りなんですもの」

			「お気に入りとは何ですか？」

			「私が特別大好きって思う人たち。私をすごく愛してくれて、アレの時にすっごく私を満足させてくれるのよ。ねー？」

			「ア、アレって何だ!?」

			　ブロッドが食い付いた。

			「うーん、こんな場所でダイレクトにその単語を使うのは、私も恥ずかしいのよねえ。それなのに言わせようとするなんて、ブロッドちゃんってそういう趣味があるんだ……」

			　頬をうっすらと紅(こう)潮(ちよう)させるリリスにそう言われたブロッドは、彼女以上に顔を赤くして、硬直した。それこそ石像のように。

			　サキュバスのフェロモンを使用せずともこの有様。純血のサキュバスを超えるテクニックに、老人は呆れたように息をついた。

			「リリス嬢、恥ずかしくて言えなかったんじゃなく、あのオーガをはめるためにわざと言わなかっただけでおじゃるな？」

			「ばれちゃった？　本当はソウジちゃんに聞いてもらいたかったんだけど、ブロッドちゃんも十分可愛かったから、よしとしましょう」

			「僕は何のことを意味しているのかだいたい想像がついていたので。でも、そんなに大勢の男性と交際して、大丈夫なんですか？」

			「サキュバスはそういう生き物なのよ。息をするように男を愛して、男と寝るの。お気に入りの人にはちゃんとそのことは知ってもらった上で私と遊んでもらうけど、彼らにしてみれば自分以外の世の中の男は全員間男みたいなものかしらねえ」

			　世の中の男は全員間男。最後の一言の濃さに復活しようとしたブロッドはまた固まり、胸の感触を楽しんでいた老人も動きを止めてしまった。

			　総(そう)司(じ)だけが紅茶をすべて飲み干して、周囲を見回した。ティーカップをどうすればいいか思案しているらしい。

			　この微妙な雰囲気に流されない総(そう)司(じ)にリリスは苦笑する。

			　それは気になる異性の懐に入れず、焦れる女性の顔だった。

			「そこまで無反応でいられると、お姉さんも困っちゃうわ。いくらあなたでも引いちゃうと思ってたのに」

			「それがサキュバスの人たちの生き方なら、僕がどうこう言うのは逆に失礼でしょう」

			「ソウジちゃんが私を嫌っていないのは分かるわ。そういう感情には敏感だものー」

			　すべての男がサキュバスに惹(ひ)かれるわけではない。ジークフリートのように、フェロモンが効かない者もいれば、淫らな魔族だと毛嫌いする者もいる。

			　サキュバスもそういう男には手を出さない。この少年が自分をどう思っているのかリリスは密かに知りたかったのだが、どうにも感情を読み取れない。

			「僕がリリスさんを嫌いになることはありません。恋愛感情は持ってませんけど、先輩としてのあなたは好きですから」

			「……あらやだ。そんなふうに言ってくれたのは、あなたが初めてよ」

			　と思っていたところにこれである。油断していたリリスは素で照れてしまった。爛(ただ)れた恋愛ライフを送っている彼女にとっては、今のは逆に破壊力の高い一言だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ほいこれ、と老人から総(そう)司(じ)に差し出されたのは一枚の紙だった。この館の地図でそれぞれの部屋に『刀剣』、『弓矢』、『鎧(よろい)』などと名前が付けられている。総(そう)司(じ)は疑問を口に出した。

			「ここの部屋がお店というわけではなく、この館全体がお店なんですね」

			「当たり前でおじゃる。ここは受付でおじゃる。武器なんぞ何も置いておじゃらんだろう」

			「お茶と椅子を出した時のように、お客さんの要望に応えて魔法で商品をポンポンと出すものだと思っていたので」

			　つまんないなあ、とでも思ったんだろうなとブロッドは友人の内心を分析した。

			　たまに単純な思考を巡らせる彼を呆れはしない。ブロッドもそうじゃないかと予想していたからだ。

			　何か微妙な生暖かい空気を壊すためか、リリスが地図を眺める総(そう)司(じ)の背中に張り付く。

			「ほらほら、がっかりしない。えーと……ソウジちゃんたちは何が欲しくて来たの？」

			「棍(こん)棒(ぼう)的なものが買いたくて……この部屋に行けばあるんですかね」

			　総(そう)司(じ)が指差したのはこの部屋から二つ離れた『棍(こん)棒(ぼう)・ハンマー』と記された部屋だった。

			「ちなみにお主が欲しい武器は、どんな物なんでおじゃるか？」

			「さあ？」

			　壮(そう)絶(ぜつ)に投げやりな返答だった。実際、バットを欲しがっているのは総(そう)司(じ)自身ではなく、彼の友人なので仕方ない。そのことを聞いた老人は難しそうな顔をした。

			「ワシもよく知らないでおじゃるが、向こうの世界の人間へのプレゼントをうちの店で買うなんて大丈夫でおじゃる？」

			「斎(さい)藤(とう)君だから、大丈夫ですよ」

			　老人の極めて正常な質問に総(そう)司(じ)は即答した。少年の斎(さい)藤(とう)君に対するその信頼は、いったいどこから来るのだろう。

			　斎(さい)藤(とう)君だって違う世界の武器なんぞ買って来られたら、困ってしまうだろうに。

			「では、行ってきます。お会計はこの部屋でいいんですね？」

			「言ってらっしゃいでおじゃる。あと、何も買わなくてもここに戻ってくるでおじゃるよ。この店はワシの転送魔法以外では脱出できない仕組みになっているでおじゃるからな」

			「脱出って言い方が怖いだ」

			「商品の盗難防止のための魔法でおじゃる。まあ、お主ら性格はいいから心配してないでおじゃるが、一応言っておくでおじゃる。商品を持ったまま無理矢理店を出ようとするととんでもないことになっちまうでおじゃるから！」

			　悪戯(いたずら)好きの老人からの警告。とんでもない目に遭(あ)ってしまうのだろうとブロッドは身震いする。

			「行きましょう、ブロッド君」

			「う、うん」

			　総(そう)司(じ)が扉の取っ手に触れようとする。

			　が、その前に女性特有の白い手が取っ手を握った。目を丸くする総(そう)司(じ)に、リリスがにこり、と微笑(ほほえ)みかける。

			「リリスさん？」

			「このお店は面白い商品がたっくさんあるのよ。案内してあげるから、一緒に行きましょ？」

			「え……リリス嬢、ワシに会いに来てくれたんじゃないでおじゃるか？」

			　明らかに落胆した様子の老人に、リリスは舌を出して笑った。

			「ごめんなさいねえ、今晩はちょっとこの子と過ごしたいの。お昼の時からずっとそうしたいって思ってたのよ」

			「リリス嬢がそう言うなら、しょうがないでおじゃるなあ……」

			「いいだ？　そんなにあっさり納得してしまって」

			「いいでおじゃる。別にワシはもうこの年でリリス嬢とはのんびりお話しするくらいでおじゃる。昔のようにがっついたりしないのに、まだお気に入り扱いしてもらってることだけでもワシは幸せでおじゃるよ」

			　どこか哀愁漂(ただよ)う老人にブロッドは思った。この人と同い年ぐらいのうちの役所の所長は、毎日毎日性欲にあふれており、まったく枯れる様子もなく年中無休で咲き誇(ほこ)っている。

			　この差はいったい。

			「でも、ちょっと楽しみだったから、寂しいでおじゃるなあ……」

			　老人の視線がブロッドに向けられる。嫌な予感がするとオーガが身(み)構(がま)える。

			「オーガ、ちょっとだけワシの喋(しやべ)り相手になるでおじゃる」

			「別にいいけど……オラでいいだ？」

			「いいでおじゃるよ。代わりにお主の欲しい商品、割引にするでおじゃるから」

			　ジジイの話し相手になるだけで割引という嬉(うれ)しいサービス。

			　快く頷(うなず)いたブロッドは知らない。こいつ驚かせ甲斐があるでおじゃるな、と老人に嫌な気に入られ方をされていることを。

			「それじゃあ、ソウジ君は先に行ってて欲しいだ」

			「いいんですか？　僕もお話し相手になりますよ」

			　総(そう)司(じ)からの本末転倒にもほどがある提案である。

			　それが現実のものになることを防ぐため、リリスが少年の腕を掴み強引に部屋を出ていく。

			「まあまあ、ソウジちゃん。ここはおじいさんの好意に甘えて早く行きましょ。ね？」

			「リリスさん、ちょっとそんなに急がなくても」

			　パタン。閉まるドアの音の後で、訪れた静寂。老人は名残惜しそうな目で、二人の出て行ったドアを見た。

			「やっぱり嬢も若い男のほうがいいでおじゃる。ワシもそろそろお気に入りを卒業したほうがいいでおじゃる……」

			「な、泣いてるだ？　おじいちゃん泣いてるだ？」

			　体を丸めて啜(すす)り泣きを始める老人に、ブロッドは慌てて駆け寄った。何とかして慰(なぐさ)めようと背中を擦ってやる。

			　しばらくすると老人の嗚(お)咽(えつ)が止んでゆっくりと顔が上げられたのだが――。

			「きゃあああああああああああああああああああああ!!」

			「キヒヒヒ、お主やっぱり面白いのう」

			　老人の顔面から目、鼻、口がなくなり、皺(しわ)だらけの皮(ひ)膚(ふ)だけになっていた。俗に言うのっぺらぼう状態に、ブロッドは絹を引き裂いたような悲鳴を上げた。

			　

			　総(そう)司(じ)とリリスが受付の部屋を出ると、そこは長い廊下になっていた。

			　先ほどとは異なり今度は壁際にいくつもの光球が取り付けられ、ぼんやりと周囲を照らしていた。部屋もいくつも並んでおり、武具屋というよりも宿屋のような内装になっていた。

			　リリスは地図には目もくれず、鼻唄を歌いながら廊下を歩いていく。総(そう)司(じ)もリリスに腕を掴まれたまま彼女のあとを付いて行った。

			「この店で一番すごい品物を見せてあげる。この部屋にあるの」

			　リリスが開いたのは『弓矢』の部屋の扉だ。受付部屋は民家の居間と変わらない造りをしていたが、そこはいくつかの棚やテーブルに弓が陳列されただけの殺(さつ)風(ぷう)景(けい)なものだった。

			　専用の矢が必要なものは弓の脇に置かれており、それぞれ商品の前に置かれた立て札に価格が表示されている。

			　先客がすでに数人、商品を眺めている最中だった。その中の男性客全員の視線が、大人しそうな少年とともに現れた妖(よう)艶(えん)な美女へ注がれる。

			　そのことに気付いたリリスは、ゆっくりと総(そう)司(じ)の腕に自身の両腕を絡ませ、体を密着させた。今晩はお相手がいるの、ごめんなさいね。そう言うように。

			　男たちは妬(ねた)みの込もった目で総(そう)司(じ)を睨み、総(そう)司(じ)はリリスの突然の行動に目を丸くする。

			「どうしたんですか？」

			「なんでもないわあ。ちょっと寒くて人肌が恋しくなっただけ。ソウジちゃん、温かいわね」

			「リリスさん薄着ですからね。上着貸してあげますから、これ着ててください」

			「……あら」

			　総(そう)司(じ)がリリスの体を引き剥がし、制服の上着を脱いでそれを差し出す。リリスは黒い上着と白いワイシャツ姿の総(そう)司(じ)を見比べた。ただの口実に過ぎなかったのだが、こんな返し方で来られるとちょっと申し訳ない。

			　まあ、ここは素直に甘えようとリリスは上着を受け取ると、それを羽織った。まだ持ち主の熱が残っていてほんのり温かい。

			「ありがと、ソウジちゃん。その姿もかっこいいわよ」

			「ありがとうございます。ところで、一番すごい品物というのは……」

			「あれよ、あのピンク色の弓」

			　リリスが指差したのは、部屋の中央にある巨大な硝子(がらす)の箱に入った、薄紅色の弓だった。その脇には金色の矢と灰色の矢が並べられている。

			「あれはね、エロスの弓矢と言って、人の心を変える力を持つの」

			「人の心をですか？」

			「そう。金色の矢に射られたら目の前の人を好きになっちゃって、灰色の矢に射られたら目の前の人を嫌いになっちゃう。女の子なら、みーんな欲しがる力を持った弓矢なの」

			「リリスさんも欲しいんですか？」

			「もちろん。だっていくらサキュバスのフェロモンを使って相手を誘惑しようとしても、不思議と効かない人もいるんですもの」

			　つん、とリリスは人差し指で総(そう)司(じ)の胸を優しく突いた。

			「気付いてない？」

			「はい？」

			「ふふっ、気にしないで。でも、そういう人は心が強いから、魔法の弓矢の力を使っても振り向いてくれるか分からないわねえ」

			　男性客はその会話に首を傾げるばかりだったが、女性客は目の前で起こる出来事に叫びそうになるのを耐えていた。

			　男女の駆け引き。

			　さりげなくアプローチしつつも現状を楽しむ年上の女と、気付かぬ振りをして優しさだけを与える年下の男。彼女たちの脳裏では、そんな図が出来上がっているらしい。

			　総(そう)司(じ)が別の弓を見て「かっこいいですね」と呑(のん)気(き)に呟(つぶや)いていることなど知ったこっちゃない。ちなみに総(そう)司(じ)曰(いわ)く、かっこいいらしい黒色の弓の名は『命を貪りし者』。矢で射った者の体力を吸収して自分のものにしてしまう、恐ろしい効能を秘めていた。

			　その時だ。ぴょこん、と少年の黒髪が一房天井に向かって勝手に跳ね上がった。

			「あら、ソウジちゃん、髪……」

			「え？　僕の髪に何か起こっているんですか？」

			　総(そう)司(じ)が自分の髪の異変を調べるべく、後頭部に触れようとすると、その手が別の物体に触れた。

			「ずいぶん大きな虫が僕の頭に止まっていたようですけど、これのことですか？」

			「ソウジちゃん、それ虫じゃないわ」

			　総(そう)司(じ)の黒髪を某妖怪アンテナのようにして遊んでいたそれが飛び立ち、総(そう)司(じ)の目の前に姿を現す。

			　それは掌(てのひら)サイズの水色の髪を持つ少女だった。ハイエルフのように頭部からは二本の触覚が、背中からは蜻蛉(とんぼ)のものと似た薄く透明な羽根が生えている。

			　不思議そうに首を傾げる少年に、小さな少女は穏やかに微笑(ほほえ)みかける。その細い脚には真っ白な包帯のような布が巻かれていた。

			　小さな少女は総(そう)司(じ)が手を差し出すと、一度お辞儀をした後にそこに着地した。ちょこん、と座り込むと無邪気に微笑(ほほえ)みながら、手の持ち主を見上げる。

			　それを周りの客は怪(け)訝(げん)そうに見詰める。総(そう)司(じ)は自身の掌(てのひら)の上に乗っているのが羽根を生やした小人、つまり妖(よう)精(せい)だと認識できているのだが、彼らには淡い青色の小さな光の粒にしか見えなかったからだ。ざわつく周囲に、リリスは苦笑する。

			「ここにいる人たちは魔力があまり高くないから見えないみたいねえ、この可愛い妖(よう)精(せい)ちゃんが」

			「保護研究課でもよく見ます。小さくて可愛いなって思います」

			　妖(よう)精(せい)は総(そう)司(じ)の言葉にいっそう表情を明るくさせ、また頭を下げた。リリスの可愛い発言は無視して。

			　妖(よう)精(せい)には厳密には性別という概念は存在しないが、どちらかと言えば女性的な姿、心を持っている。褒(ほ)められるなら女性よりも男性のほうがいいようである。

			「でも、どうしてこの子こんなところにいるんでしょうか」

			「この妖(よう)精(せい)ちゃんの足、よく見て」

			　総(そう)司(じ)にリリスが妖(よう)精(せい)の細い脚に巻かれた包帯を見るように促す。妖(よう)精(せい)も見せ付けるように脚を上げてみせた。

			「森で暮らしていたみたいなんだけど、凶暴な魔物に追いかけられているうちに怪(け)我(が)をしちゃったの。それをこの店の店主のおじいさんが、助けてくれたのよ」

			「そうだったんですか……良かったですね、優しい人に拾われて」

			　妖(よう)精(せい)は幸せそうに笑った。その笑顔がここでの暮らしがどんなものなのかを教えてくれる。つられるようにリリスも穏やかに微笑(ほほえ)む。

			「さあ、そろそろソウジちゃんのお目当ての品を見に行きましょうか」

			「はい……君も行きますか？」

			　総(そう)司(じ)に尋ねられ、掌(てのひら)の上の妖(よう)精(せい)は頷(うなず)くと羽根を動かして宙に浮かんだ。このまま浮遊しながら移動するのかと思いきや、総(そう)司(じ)の肩の上に着地してそこに座る。

			　総(そう)司(じ)を気に入ったらしい。総(そう)司(じ)も特に払い除けることもせず、それどころか「よろしくお願いします」と歓迎している。

			（可愛い組み合わせねえ）

			　可愛い妖(よう)精(せい)に可愛い年下の少年。いいものが見れたと、リリスは思った。

			「リリスさん？　どうかしました？」

			　いつまでも動かないリリスに総(そう)司(じ)が首を傾げながら尋ねる。総(そう)司(じ)の真似をするように妖(よう)精(せい)も同じ動作をする。

			　その光景にうっとりした表情を浮かべる美女に、妖(よう)精(せい)が見えないので事情はよく分からないが、男性客はごくりと生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　女性客も、事情はよく分からないが、彼女が見ているものを私たちも見たいといろんな意味で望んだ。

			「どうしたんでしょうかね、皆さん」と総(そう)司(じ)が独り言を呟(つぶや)くような声色で妖(よう)精(せい)に聞いた。しかし、人間の複雑な感情など理解できない少女は、ただ首を横に振るだけだった。

			　

			　そして、廊下を出てから向かったのは『棍(こん)棒(ぼう)・ハンマー』の部屋。果たして総(そう)司(じ)の友人である斎(さい)藤(とう)君を満足させるバットは、ここにあるのか。

			　斎(さい)藤(とう)君の命運を握る少年は緊張などする様子もなく、扉を数回ノックしてから普通に開けた。

			　室内にはやはり総(そう)司(じ)たちより先に訪れた客が数名いた。『弓矢』の部屋とは異なり、こちらには屈強な男たちがほとんどだった。中には天井に頭がつきそうな長身の大男までいる。

			　彼らは自分たちより一回りも二回りも小さい総(そう)司(じ)を見るなり、部屋を間違えたのだろうと鼻を鳴らす。だが、その後にリリスの美(び)貌(ぼう)に鼻の下を伸ばし、身なりを整え始めた。

			「ふふ……強(きよう)靭(じん)な肉体とは裏腹に心は隙だらけ……そういう人も悪くないかしら。違う日に出会ってたら、相手にしてあげたかも」

			　嗤(わら)うサキュバスの横で総(そう)司(じ)が鞄(かばん)から黒い四角い物体を取り出す。携帯電話だった。今ウトガルドで大人気のスマートフォンではなく、画面とボタンが分かれている、携帯電話。つまり、ガラケーである。

			「それってソウジちゃんの世界での通信装置なの？」

			「はい。これはもう古いタイプなんですけどね。最近流行っているものは文字を打っている最中に、画面を叩き割りそうで怖くて」

			　そう言いながら数字の書かれたボタンを押し始める総(そう)司(じ)。ボタンを一つ押すたびに物体から鳴るピ、ピ、ピという謎の音。何か新しい魔術かとガチムチの男たちの視線が集中する。電話をかけているだけである。

			　ざわつく周囲など気にせず、総(そう)司(じ)は携帯電話を耳に当てた。数回のコール音の後、無事友人と繋がったのか、口を開いた。

			「あ、斎(さい)藤(とう)君、今大丈夫ですか？　ちょっとバイト帰りに職場の友達に紹介してもらったお店に来てみました。もしかしたら、君の好きそうな物があるかと思って」

			　会話を続けながら、総(そう)司(じ)は棚を物色し始めた。

			　そして、その様子をリリスは楽しそうに見守るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おかえりだ、ソウジ君。欲しいものは見付かっただ？」

			　数十分後、受付の部屋に戻ってきた友人に、ブロッドは尋ねた。

			　この間、彼は老人の話し相手をずっと続けていた。内容は主にリリスとののろけ話。他の男といちゃついているかもしれないのに、よく喋(しやべ)れるなあと感嘆する。

			　若き日、美しいサキュバスと過ごした夜の話も出たが、どこか虚しく聞こえてもうブロッドは興奮しなくなっていた。

			「無事見付かりました。斎(さい)藤(とう)君の好むバットが」

			　そう答えた総(そう)司(じ)に、ブロッドは安(あん)堵(ど)すると同時に違和感を覚えた。いつもと変わらない無表情なものの、何かがおかしい。

			　いつもの彼と何となく違うのだ。肩の上がなぜかキラキラ光っているし、疲れているような空気も感じられる。

			「……ソウジ君、ちょっと疲れてるだ？」

			「まあ、少しだけ」

			「で、何を買うんでおじゃる？」

			「これを」

			　近寄ってきた老人に総(そう)司(じ)が見せたのは、野球のバットに非常に酷(こく)似(じ)した、細い棍(こん)棒(ぼう)だった。ごく普通の木製の棍(こん)棒(ぼう)にしか見えない。だが、老人は目にした瞬間、眉間に皺(しわ)を寄せる。

			「お主、どうしてこんなもんにしちゃったでおじゃるか」

			「斎(さい)藤(とう)君が欲しいと言ったので。僕は斎(さい)藤(とう)君の希望を捻じ曲げる権限を持っていないんです」

			　購入者だけではなく、店側にまでこの言われようである。ブロッドは恐る恐る棍(こん)棒(ぼう)を観察してみた。

			　何の変哲もない武器にしか見えない。何がそんなに二人を困惑させているのかと疑問に思ったその時だった。

			　表面に突然人間の顔が浮かび上がった。吊り目がちな、女性の顔である。

			「え」

			　突然の展開に固まったブロッドを女性はぎょろり、と目玉を動かして見ると、ゆっくりと口を開いた。

			「コロシテヤル……」

			「いやあああああああああ」

			　ブロッドは異常なまでのスピードで暖炉のあるところまで避難すると、頭を壁側に向けてうずくまった。

			「何でそんな怖いのにしただ……」

			「そうでおじゃるよ。こいつは恋人に手酷く裏切られて自殺した女の情念が込められた棍(こん)棒(ぼう)でおじゃる。こんな、ワシも正直商品としてどうかなって思うもんを買おうだなんて、大丈夫でおじゃるか」

			「ヤンデレ、人面バット、お喋(しやべ)りと多機能なんですけど、この人。放送禁止用語も躊躇(ためら)いなく使うので、さすがに斎(さい)藤(とう)君には渡せないなあと思ったら」

			「思ったらどうしたでおじゃる？」

			「『興奮する。毎日罵(ののし)られたい』って熱の込もった真剣な声で言われました。元々そういう気がある人だとは知っていましたけど、守備範囲が予想以上に広かったんでしょうね。返す言葉がなかなか見付かりませんでした」

			　何はともあれ、この先、絶対売れないだろうなと思っていた品を買ってくれる客が現れたのである。このチャンスを逃す手はない。老人はもう何も言わないことにした。

			「そんじゃ、金くれでおじゃる。お主もわしを逆に驚かせた猛(も)者(さ)として、割引にしといてやるでおじゃる」

			「ありがとうございます。ああ、あとこの子もお返しします」

			　財布を取り出す総(そう)司(じ)の肩の上でのんびりしていた妖(よう)精(せい)が、老人へ向かって飛んで行く。その小さな両手は淡い水色の小さな石をしっかりと掴んでいた。

			「何でおじゃるか、それ」

			「金平糖って言う砂糖菓子です。ウルドの役所にいる妖(よう)精(せい)さんたちは、これが大好きなんで、試しにあげてみました」

			「なるほど、喜んでいるようでおじゃるな。ありがとうでおじゃる」

			　そう言いながら老人が懐から出したのは、ブレードの部分に細長く蔦(つた)の模様が描かれた、淡い緑色の鍵だった。それを総(そう)司(じ)に握らせる。

			「これは妖(よう)精(せい)霊(れい)が棲(す)む『パラケルスス』という町へ繋がる鍵でおじゃる。本来あそこは、ワシやお主らんとこの所長クラスの魔術師しか行くことを許されていない場所でおじゃるが、お主のような人間なら、まあいいでおじゃろう。こいつの面倒を見てくれたお礼でおじゃる」

			　老人の頭部に乗った妖(よう)精(せい)が嬉(うれ)しそうに頷(うなず)く。ブロッドの目では突然老人の頭が発光を始めたようにしか見えないのだが、穏やかな雰囲気が流れている時に話に割り込むのも悪いと判断して見守ることにした。

			「ソウジちゃん、これありがとね。温かかったわあ」

			「いえ、もういいんですか？」

			　借りていた上着を脱ぎ始めたリリスは、総(そう)司(じ)の問いに「だって」と言葉を紡(つむ)ぎながら、少年の唇を指で軽く押す。そう厚くはない唇の感触を味わった指で、今度は弧を描くように自分の唇をなぞった。

			「ソウジちゃんのカラダのほうがもっと温かそうなんだもの。ねえ、これから私の家に来ない？　一晩中私を温めてくれないかしら」

			「すみません、僕はそろそろ家に帰らないといけないので」

			「冗談よ、冗談」

			「そうでおじゃる。少年はそろそろお家に帰るでおじゃる。リリス嬢のことはワシに……いたっ!?　何をするでおじゃるか!?」

			　老人の頬を勢い良く引っ張ったのは眉(まゆ)を吊り上げ、頬を膨(ふく)らませた妖(よう)精(せい)だった。

			　

			　男を狂い惑わせる甘ったるいフェロモンが漂(ただよ)い、その空間の中で淫らに微笑む美しいサキュバスたち。彼女たちの甘く濃厚な接待により、男性客は悦に浸りながら次々と酒を頼んでいく。

			　高額なボトルばかりなのだが、今の彼らにとっては財布の重量よりも美女との幸せな時間が優先事項だった。正気に戻り絶望するのは、店を出てフェロモンの効果が抜けた頃である。

			　そんな男性客の財布の中身と心をかっさらいまくる酒場。

			　リリスはその席の一つで、グラスに注がれた甘い酒を嚥(えん)下(か)する。隣に座っているのは浅(あさ)葱(ぎ)色の髪のサキュバス。ブロッドと総(そう)司(じ)を誘惑していた、この店の従業員だった。

			「へえ、あのオーガ君と黒髪君って、リリスと一緒に働いてる子だったんだ」

			「可愛かったでしょ、どっちも」

			「オーガ君のほうは見た目とは正反対にウブで可愛かったけどね。黒髪君は顔は可愛かったけど、一番客には向いてないタイプかな。フェロモンの効き目なかったし」

			　浅(あさ)葱(ぎ)色のサキュバスはため息をついた。しかし、リリスの知り合いならやめておいて正解だったかもしれない。

			　さすがに友人が可愛がっている男を客にするのは、気が引ける。だが――。

			「うーん、でもまたリベンジしようかな。まったく相手にされないのは、やっぱりサキュバスとして悔しいし」

			「ダーメ」

			　複雑な心境の従業員の頬をつつきながら、リリスは自身の唇を舐めた。

			「ライバルは少ないほうがいいもの」

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			　明後日には魔王城へと進撃するという計画があるにもかかわらず、人間たちはやけに楽しそうだった。皆笑顔で飲み食いしている。

			　その様子をアイオライトは哀れむような眼差しで見ていた。彼らが魔王城まで辿り着くことはない。魔族側もこちらの動きに警戒している。城には侵入させまいと猛攻してくるだろう。

			　あの兵士たちは、その襲いかかってくる魔族の相手。死ぬまで戦えという命令が下されている。言わば捨て駒だ。

			　死ぬと分かっていて、どうしてこんなにも笑っていられるのだろうか。恐怖するあまり、精神を壊してしまったのだろうか。

			「わっかんねえな……」

			「そうか、分からないか」

			　アイオライトの言葉を拾ったのは、いつの間にか背後に立っていたロキだ。

			「皆、国のために、あいつのために戦って死ねることに、喜びを感じているんだよ」

			　どこか悟ったような言葉を吐くロキに、アイオライトが眉間に皺(しわ)を寄せる。

			　彼女はそんなことをされても喜ぶはずがない。丸い瞳(ひとみ)がロキにそう訴えかけている。

			　ロキは首を横に振る。魔族とはまったく無縁の世界から召(しよう)喚(かん)されたにもかかわらず、まったく無縁の人々を守ろうと剣を振るう少女。彼女に命を預けたいと思った者は、一人や二人ではないだろう。

			　勇者は希望の光。その光を消さないためには犠牲も必要だ。火を絶やさないように薪(まき)を投入し続けるのと同じ。光のために闇(やみ)に飲まれていく何かが求められる。

			　アイオライトはしばらくロキを睨み付けていたが、やがて諦(あきら)めたように視線を逸らした。自分がここで何を言ったとしても、兵士たちの覚悟はへし折られることはない。

			　宴会にも参加せず、少女は「一人にして」と困ったように笑いながら自室にこもってしまった。彼女も彼らの死を受け入れようと必死なのだ。

			　アイオライトは、常に自分はいつ壊れてもいいと思っていた。少女はアイオライトが引き寄せたせいでアスガルドにやって来た。そのことを口癖のように語るアイオライトに、彼女はいつも苦笑した。

			　……彼女は、いつもどんな気持ちで聞いていたのだろう。

			「もし……」

			　ロキが口を開く。この男も出会った頃は人形のようだったが、だいぶ雰囲気が変わった。アイオライトがそう思っていると、予想外の言葉が告げられた。

			「もし、魔王を倒して俺とお前が生きてたら、二人でこんなふうに飲み食いでもするか」

			「……あの子も入れてやれよ」

			「あいつは戦いが終わったらすぐに向こうの世界に帰す。本当だったら今すぐにでもそうしたいが、あいつが嫌がってるからできねえ」

			「急かすなよ」

			「俺だって身内裏切って人間のために戦ってやってんだ。一つぐらいわがままを許せ」

			　ロキは彼女を彼女以上に思いやっている。だから彼女が嫌がることはできないが、すべてが終わって役目を終えたら、本当にウトガルドに帰すつもりだろう。

			　アイオライトも反対はしなかった。彼女のことを考えるなら、それが一番だ。

			「……いいぜ、約束しようぜ。魔王ぶっ倒してあの子を向こうの世界に送ったらアタシと一緒に飲もう」

			「二人とも生きてたらな」

			　ロキは馬鹿にしたような笑みを浮かべると、アイオライトの髪をくしゃくしゃになるまで撫でた。

			　

			「ごめんな、わざわざ呼び出しちまって」

			「いえ。……それにしても静かですね」

			　総(そう)司(じ)が見渡したのは、夜のウルド中心部だった。いつもなら、この時間であっても賑わいが衰えることはなく、飲み屋や娼(しよう)館(かん)など夜の店が目立ち始める頃だ。

			　だが、今夜は街を出歩く者はほとんどおらず、皆家に閉じ籠(こも)もっている。常にはない静寂に総(そう)司(じ)は物珍しそうにきょろきょろと首を動かす。その様子を見てアイオライトは笑った。

			「今日はな、実は勇者様が魔王をやっつけた日なんだよ」

			「それは、すごい日ですね」

			「だろ？　だから、毎年この日が来ると皆、家の中でお祈りをするんだ。ウトガルドに戻った勇者様が幸せに暮らしていますようにってな。まあ、お偉いさんたちは――」

			「……じゃあ、僕たちもお祈りをしたほうがいいんじゃないですか？」

			　総(そう)司(じ)は少女にそう尋ねながら、手に提げたビニール袋を見下ろした。その中には、総(そう)司(じ)がウトガルドで買ったジュースや菓子が詰め込まれている。

			　それらはアイオライトが総(そう)司(じ)に頼んで用意してもらったものだった。

			「お前はウトガルドの人間だし、アタシは勇者様が幸せに暮らしてるって分かってるから、いいんだよ。……よし、ここにしようぜ」

			　アイオライトが足を止めたのは、広場にある赤いベンチの前だった。そのすぐ側には勇者の像。

			　アイオライトは先にベンチに座ると、総(そう)司(じ)を手招きした。総(そう)司(じ)もそれに従って座る。

			「じゃあ、食ったり飲んだりしようぜ」

			「でも、どうして僕なんかとこんな大事な日に……」

			「お前だから誘ったの。ほら、早くジュースくれよ」

			「……どうぞ」

			　総(そう)司(じ)がアイオライトに手渡したのは、甘くて黒い炭酸水だった。アイオライトがウトガルドに行くヘリオドールによく頼んでいるものだ。対して総(そう)司(じ)が飲むのは桃のすり下ろしが入ったジュース。

			「そんじゃ、乾杯」

			「はい、乾杯」

			　ペットボトルを軽くぶつけ合う。グラスとは違い、音は鳴らない。

			　だが、それだけでも満たされた気持ちになり、アイオライトは微笑(ほほえ)みながら炭酸水を飲んだ。しゅわしゅわと口の中で泡が弾ける。なのに水そのものはひどく甘ったるい。これが堪らない。

			　総(そう)司(じ)は本当にいろいろな菓子を買ってきてくれたようで、中にはアイオライトが初めて見るようなものもあった。見た目は飴(あめ)のようだが、ぐにぐにと弾力がある物体はグミというものらしい。

			「おっ、甘くて美(う)味(ま)い。ソウジが食ってるもんは……何だそりゃ？」

			「ラムネです。食べてみますか？」

			「サンキュ。……ソウジ」

			「はい？」

			「………………」

			　総(そう)司(じ)が黒い瞳(ひとみ)をこちらに向ける。アイオライトはその瞬間、何も用件などないのに無意識に少年の名前を呼んでいたことに気付いた。

			「悪い。何でもない」

			　照れ隠しに炭酸水を飲みながら漆(しつ)黒(こく)の空を仰ぐ。青白い月が柔らかな光を地上に放っている。

			　幸せだ、とアイオライトは視界を滲(にじ)ませながら思った。

			「そういえば、僕のお父さんも毎年この日になると、こうしてお酒を飲んでいるんです。普段はあまりお酒を飲めないくせに」

			「え？」

			　総(そう)司(じ)の何気ない言葉にアイオライトが藤色の瞳(ひとみ)を大きく見開いた。その反応を見た総(そう)司(じ)が「どうかしましたか？」と不思議そうに聞いてくる。

			　アイオライトは瞳(ひとみ)を潤(うる)ませながら「何でもないよ」と笑ってみせた。

			「……あいつもちゃんと約束を守ってくれてんだな」

			「アイオライトさん？」

			「ただの独り言だよ」

			　だから忘れてくれ。そう言うアイオライトの声はひどく優しかった。

			　

			　しばらくいろんな菓子を食べて騒いでいたアイオライトが静かになった。黙々とドライフルーツを食べていた総(そう)司(じ)が様子を窺(うかが)うと、少女は総(そう)司(じ)にもたれるような体勢で瞼(まぶた)を閉じた。

			「アイオライトさん？」

			　呼んでも返事はない。気持ち良さそうな寝顔なので起こすのは申し訳ないが、夜が深くなるにつれて気温も下がり始めている。このままにしては置けないだろう。

			　総(そう)司(じ)はブレザーを脱いでアイオライトの小さな体に羽織らせ、菓子の袋やずいぶん量の減ったジュースをビニール袋に詰め込み始めた。

			　まだ開封していないものに関しては、別のビニール袋に入れる。

			「よいしょ、と」

			　鞄(かばん)を肩に掛け、アイオライトを背中に背負う。ビニール袋もちゃんと持って総(そう)司(じ)は静かなウルドの街を歩き始めた。

			　目的地は役所の寮(りよう)。ヘリオドールにアイオライトを預ければいい。ついでにまだ食べていない菓子も二人にあげてしまおう。総(そう)司(じ)はそう思いながら、空を見上げた。

			　漆(しつ)黒(こく)の空に放り投げられた無数の星々と、熱を持たない光を放つ月。人工の光が地上を支配し、天体の煌めきを殺しているウトガルドでは珍しい光景だ。

			　アイオライトがどうして自分を誘ったかは分からないままだが、彼女が楽しんでいたようなので、あまり考えないことにした。

			（勇者様……）

			　彼女に会ってみたいなあ、とふと思う。この世界に住む多くの人々に慈(いつく)しまれているのだ。きっと幸せに生きていることだろう。

			　

			　総(そう)司(じ)は自身がその幸せの証だということも知らず、夜の中をアイオライトが起きてしまわないようにゆっくりと歩き続けた。
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